
履修の手引き

国立大学法人

岩　手　大　学

２０２０年度
（令和２年度）入学生用

この手引きには，学習の計画を立てるため，そして卒業
するために必要な情報がたくさん書かれています。
　【内容】
 ２０２０年度（令和２年度）行事日程
 Ⅰ． 科目履修に当たって知っておくべきこと
 Ⅱ． 教養教育について
 Ⅲ． 専門教育について
　　Ⅳ.  農学部共同獣医学科について
 Ⅴ． 教育職員免許状・各種資格の取得方法
　　Ⅵ．  国際教育科目について
　　Ⅶ． 関係法規等
　
 　　　この手引きを読んで，わからないことがあったら
　 　学生センター棟１Ｆ窓口に相談に来てください。

 　　この手引きは卒業まで大切に保管してください。









 
 

 
１ 教育理念・教育目標 
 

本学は，「教育理念」として次のことを掲げています。 

 

真理を探究する教育研究の場として，学術文化を創造しつつ，幅広く深い教養と高い専門

性を備えた人材を育成することを目指すとともに，地域社会に開かれた大学として，その教

育研究の成果をもとに地域社会の文化の向上と国際社会の発展に貢献することを目指す。  

 

また，本学では教養教育と専門教育の調和を基本として，次のような資質・能力を兼ね備えた

人材の育成を「教育目標」としています。 

 

（１）幅広く深い教養と総合的な判断力を合わせ持つ豊かな人間性  

（２）基礎的な学問的素養に裏打ちされた専門的能力  

（３）環境問題をはじめとする複合的な人類的諸課題に対する基礎的な理解力  

（４）地域に対する理解とグローバル化に見合う国際理解力  

（５）柔軟な課題探求能力と高い倫理性  

 

本学の学生の皆さんは，大学の教育理念・目標に基づき，それぞれ人文社会科学部，教育学部，

理工学部，農学部に入学し，卒業するまでの４年間（農学部共同獣医学科は６年間）に教養教育

科目（農学部共同獣医学科は共通教育科目）及び専門教育科目を履修し所定の単位を修得しなけ

ればなりません。 

卒業に要する最低修得単位数は，教養教育科目が２７～４３単位，共通教育科目が４４単位，

専門教育科目が８２～１５８単位です（１６ページ及び各学部の教育課程を参照）。 

また，教育学部の学校教育教員養成課程以外の学科・課程の学生が教育職員免許状を取得しよ

うとする場合は，更に教職教育科目を履修する必要があります。※農学部共同獣医学科では教育

職員免許状を取得することはできません。 

なお，履修は全て単位制をとり，履修すべき授業科目については大幅に選択制がとられていま

す。したがって，履修科目は，同じ学部・学科・課程であっても各人により異なる部分がありま

す。 

この複雑な科目履修制度をできるだけ早く理解し，所期の目的が達せられる計画を立ててくだ

さい。 

ただし，本書の中では一般的な説明が主であるため，細部については担任教員や教務委員など

の指導を受けながら学修内容の全体をよく研究し，学修計画を立てるようにしてください。  

 

 

２ 学期区分 
 

１年間を前期，後期の２期に分け，前期は４月１日～９月３０日，後期は１０月１日～３月３

１日となっています。（学則第３２条） 

 

 

３ 本学の履修科目及び履修時期 
 

本学の履修科目は，大別すると次のとおりです。 

・教養教育科目（実践知科目，技法知科目，学問知科目） 

教養教育科目は１年次に多く開設しており，２年次，３年次と学年が進むにつれて減少しま

す。 

科目等の詳細については「Ⅱ  教養教育について」１８ページ以降を参照してください。 

・共通教育科目 

  共通教育科目は農学部共同獣医学科のみ開設しています。 

科目等の詳細については「Ⅳ  農学部共同獣医学科について」２５７ページ以降を参照して

ください。 

 

Ⅰ 科目履修に当たって知っておくべきこと 
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・専門教育科目 

専門教育科目は各学部で開設しており，１年次には少なく，２年次，３年次と学年が進むに

つれて増加します。科目等の詳細については各学部の項を参照してください。 

※農学部共同獣医学科については「Ⅳ 農学部共同獣医学科について」２５７ページ以降

を参照してください。  

・教職教育科目 

各学部で開設しており１～４年次で履修します。 

履修方法は「Ⅴ  教育職員免許状・各種資格の取得方法」２６８ページを参照してください。 

・国際教育科目 

国際教育科目は，外国人留学生を対象に英語で授業を行う科目ですが，日本人学生も受講す

ることができます。詳細は「Ⅵ  国際教育科目について」２９３ページを参照してください。 

 
 
４ 授業科目の単位 
 

 大学では授業時間に授業外学習を加えた「学修」によって単位が決められています。各科目の

単位は，授業の種別によって以下のようになります。 

 
種 別 

授業 

（分） 
回 数 単 位 

授業外学習 

（時間） 
備 考 

教養教育科目 
共通教育科目 
（農学部共同 

獣医学科） 

基礎ゼミナール 
初年次自由ゼミナール 

外国語 
健康・スポーツ 
実習，演習 

100 14 1 15  

実験 150 14 1 0  

上記以外 100 14 2 60  

専門教育科目 
教職教育科目 

実験，実習，実技など 

100 14 1 15  

150 14 1 0  

150 28 2 0 
セット科目 

150 42 3 0 

300 7 1 0  

演 習 

100 7 1 30  

100 14 1 15  

100 14 2 60  

講 義 100 7 1 30  

（グループワークなどが行

われることもあります） 100 14 2 60  

農学部 
共同獣医学科 
専門教育科目 

実 習 
135 15 1 0  

135 45 3 0 セット科目 

講 義 45 15 1 30  

（グループワークなどが 
行われることもあります） 90 15 2 60  

 
 ≪解説≫ 

例えば，教養教育科目の「基礎ゼミナール」は１００分の授業が１４回で１単位となり，授業
以外に各自で計１５時間の予習や復習が必要になります。また，講義で１４回２単位の科目は，
授業以外に各自で６０時間の予習や復習が必要になります。 
 
≪授業外学習の算出≫ 
大学設置基準第２１条第２項により４５時間の学修で１単位と規定されていることから，単位
に応じて授業時間で不足する時間により得られます。本学では授業４５分を１単位時間として
計算し，標準的な９０分 （２単位時間）×１５回＝１３５０分（３０単位時間）を，１００分
×１４回＝１４００分で３０単位時間と見なします。２単位科目は９０時間の学修を必要とし
ますので，授業時間の３０単位時間を引いた残り６０時間が授業外学習となります。 

なお，農学部共同獣医学科は９０分（２単位時間）×１５回で３０単位時間と見なします。 
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５ 成績評価 
 

成績の評価方法は，試験，報告書，論文及び平常の成績（出席状況等）によって行われます。 

（学則第４０条第２項） 

成績の評価は，次のとおりです。 

評 価 評 点 

合格 

秀  １００点～９０点 

優  ８９点～８０点 

良  ７９点～７０点 

可  ６９点～６０点 

不合格 不可 ５９点～ ０点 

なお，各科目の具体的な成績の評価方法及び基準はシラバス（講義要目）に掲載されています。 

 
 
６ 授業時間 

 

時限  １  ２  ３  ４  ５  ６  

時間  8:35～ 10:15 10:30～ 12:10 13:00～ 14:40 14:55～ 16:35 16:50～ 18:30 18:40～ 20:20 

 

【農学部共同獣医学科専門教育科目】 

校時 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・１０ １１・１２ 

時間 
8:40～ 10:10 

（8:45～10:15）＊ 
10:30～ 12:00 13:00～ 14:30 14:45～ 16:15 16:30～ 18:00 18:10～ 19:40 

注（）＊の時間は遠隔講義の時のみ 

 

 

７ 時間割表の見方 
 

（１）教養教育科目  

教養教育科目の授業時間割表を熟読し，履修してください。  

１・２年次においては，所属学部学科及び課程毎に履修できる授業科目が指定されていますの

で，必ずその枠内で履修してください。指定された枠組で履修すれば２年間で教養教育科目の履

修すべき単位数を修得できるよう計画されています。 

「文化科目」，「社会科目」，「自然＆科学技術科目」，「環境科目」，「地域科目」は，授

業時間割表の下段の選択科目欄に授業科目名が記載されているのでその中から選択してくださ

い。 

履修申告者が多い場合は，履修を制限する場合があります。 

授業時間割表の見方並びに履修について不明な点がある場合は，学生センターＡ棟②番窓口

に問い合わせてください。  

 

（２）共同獣医学科共通教育科目  

農学部共同獣医学科の授業時間割表を熟読し，履修してください。 

授業時間割表の見方並びに履修について不明な点がある場合は，学生センターＡ棟④番窓口

に問い合わせてください。  

 

（３）専門教育科目  

所属学部毎に異なりますので，各学部の授業時間割表を熟読し，履修してください。 

授業時間割表の見方並びに履修について不明な点がある場合は，学生センターＡ棟③番窓口

または④番窓口に問い合わせてください。 
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８ アイアシスタント 2.0 とアイフォリオ 
 

本学では ,学生に対する情報提供等 ,履修の申告や成績発表等はシステムを利用します。 

このシステムの名称は「アイアシスタント 2.0」（以下 ,アイアシスタント）と「アイフォリオ」

です。 

詳細は「２４  In Assistant2.0 & In Folio（アイアシスタント２．０＆アイフォリオ）」を

参照してください。  

 

 

９ 履修の申告 
 

学期の初めには，必ず履修申告期間内に履修申告（授業科目の登録）をしなければなりません。

申告をしないと授業を受けることができず，単位の取得もできません。忘れずに，必ず履修申告

をしてください。 

また，集中講義科目の中には，学期の途中に履修申告期間を設定する場合もあります。その場

合，履修申告の日時等は掲示でお知らせします。 

なお，前期は５月中旬，後期は１０月下旬に履修申告をした科目を取り消すことができます。

（ただし，集中講義科目は開講日の２週間前まで）詳細は掲示でお知らせしますが，あくまでも

取り消すだけで，他の科目へ変更することはできません。  

 

（１）履修申告する際の注意事項  

・「授業時間割」，「シラバス（講義要目）」，「履修の手引き」により，履修したい授業科

目が自分の学部・学科（課程）・学年の受講対象となっているかよく確認してください。 

・履修申告する際は，「授業時間割」に記載されている時間割コード（アルファベットと数字

の４桁）を，正しく入力しているかよく確認してください。 

・同じ授業科目でも，担当する教員によって時間割コードが違います。担当教員名を確認して

ください。 

・同一時間に複数の授業科目を重複申告することはできません。 

・履修登録できる単位数に上限があります。上限は，１学期につき２４単位（編入学生及び成

績優秀者は２８単位）までです。詳細は，「１１履修科目登録単位の上限」を参照してくだ

さい。 

 

（２）履修申告方法  

・履修申告は，アイアシスタントにより行ってください。 

・集中講義は開講の都度，履修申告を行います。申告方法は掲示でお知らせします。 

 

アイアシスタントを利用した履修申告（集中講義の申告はできません。）  

ＵＲＬ（https://ia2.iwate-u.ac.jp/）にログイン

し，授業時間割表に基づいて，各自で履修計画を立

て，上限単位数を超えないように，履修する全科目を

入力してください。 

指定された日に履修申告結果をアイアシスタントに

表示します。  

各自で再度，「時限（校時）・科目名・教員名」な

どが正確に登録されているかを必ず確認してくださ

い。 

履修申告エラーがあった場合，または科目を追加・

修正・削除したい場合には，指定された日までに，再

度アイアシスタントにより，履修申告を訂正してくだ

さい。 

指定された日以降は，訂正できません。 

なお，履修申告の取消しは後述のとおりです。 

履修申告結果をアイアシスタントで必ず確認してく

ださい。 

学修上の理由で履修申告を取消したい場合，指定さ

れた履修取消期間に限りアイアシスタントより履修申

告を取り消すことができます。 

アイアシスタント入力・登録 
(履修申告） 

履修申告確認 

履修申告科目 追加・修正・削除 

履修申告再確認 

履修申告取消 
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１０ 履修科目登録単位の上限（ＣＡＰ制） 
 

授業科目は，１単位当たり４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とす

る（学則第３８条）とされております。これは教室での授業のほかに，予習，復習，レポート作

成等の教室外での学習も必要とされているからです。教室外学習を合わせた充実した授業展開が

求められ，少数の授業科目を集中的に学習することが必要とされています。  

本学では，学生が１学期間に履修登録できる単位数を次のとおり定めています。 

（「岩手大学における授業科目の履修登録単位数の上限に関する規則」参照） 

・履修登録単位数の上限は，１学期につき２４単位までとする。 

・履修登録単位数の上限の対象科目は，「卒業要件科目」とする。 

ただし，卒業要件科目のうち，「集中講義の授業科目」，「教育実習」，「卒業・特別研

究」，「北東北国立３大学における単位互換科目」，「いわて高等教育コンソーシアムにお

ける単位互換科目」，「放送大学における単位互換科目（個人申請によるもの）」は対象か

ら除外する。 

・教育学部学生の履修登録単位数の上限は，１学期につき２８単位までになる場合がある。（詳

細は１３３ページ「２．３付帯要件についてⅢ履修科目登録単位の上限 (ＣＡＰ制 )の特例に

ついて」を参照してください。） 

・成績優秀者及び編入学生の履修登録単位数は，１学期につき２８単位を上限とする。（成績

優秀者については９ページを参照してください。）  

 

１１ 他学部開講科目の履修 
 

本学では，自分の所属する学部の専門教育科目だけでなく，他学部の専門教育科目についても，

一定の条件のもと，その講義を受講し単位を修得することができます。修得した単位については，

学部，学科・課程ごとに定める範囲で卒業に必要な単位として認定することができます。 

他学部の学生が受講可能な授業科目や受講の条件等については，別途お知らせしますので，掲

示に注意してください。 
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１２ 他大学の授業科目履修における単位認定 
 

本学では，多様な授業を受けられるよう他大学と単位互換に関する協定を結びました。講義を

受講し単位を修得すれば，卒業に必要な単位として認定されます。受講には手続が必要ですので，

その都度，掲示でお知らせします。 

 

区 分 

 

北東北３大学 
 

岩手大学，弘前大学， 

秋田大学 

 

いわて高等教育コンソーシアム 
 

岩手大学，岩手県立大学，岩手医科大学， 

富士大学，盛岡大学，一関工業高等専門学校 

 

放送大学 

身 分 特 別 聴 講 学 生 

授業料等 無 料 

入学料，授業料，検定料は無料 

ただし，追・再試験の検定料は受講大学 

によっては必要な場合があります。 

１科目（２単位） 

１１，０００円 

開講科目 出願期間前に「開講科目一覧表」を掲示または配付します。 

出願期間 ６月下旬～７月上旬 
前期：４月上旬 

後期：７月上旬～８月下旬 

第１学期：１月中旬 

第２学期：７月中旬 

卒

業

単

位

上

限 

教養教

育科目 

教養教育科目の選択の単位として認定します。 

（農学部共同獣医学科の共通教育科目は該当しません。） 

人文社会科学部：４単位まで 

教 育 学 部：２単位まで 

理 工 学 部：５単位まで 

農 学 部：４単位まで 

単位互換できる科

目は出願期間時に

お知らせします。 

ただし，単位互換

科目は，教養教育

科目及び専門教育

科目両方合わせて

３０単位までで

す。 

専門教

育科目 
 

学部によって自由選択科目または選択科目の単

位として認められます。詳細は，各学部専門教

育のページを参照してください。 

 

※  放送大学の特別聴講学生は，テレビ（ＢＳ放送）やインターネットで配信される映像・

音声の視聴または，本学の附属図書館内にある「放送大学岩手学習センター」において，

ＤＶＤを視聴しての受講となります。 

また，単位互換制度とは別に，「放送大学プロジェクト科目」を利用しての授業もあり

ます。この科目を受講するための授業料は無料ですが，受講する場合には，履修科目登録

単位の上限に含まれます。出願期間は，年２回（４月上旬，１０月上旬）です。詳しくは

掲示でお知らせします。 
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１３ 資格試験等による単位認定 
 

本学では，資格試験で取得した資格又は本学が関わる研修において合格点を取得した場合は，

申請に基づき単位の認定を行います。単位が認定される資格等の種類，単位数は，下記の表のと

おりです。 

申請は，学生センターＡ棟①番窓口で年２回（１月，７月）受け付けます。  

詳しくは掲示でお知らせします。 

 

１ 資格試験によるもの 

資 格 試 験 資 格 
認定科目・単位数 認定単位 

数の上限 
備 考 

授 業 科 目 単位 

実用英語技能検定試験 
準１級 英語総合Ⅰ・Ⅱ，英語コミュニケ

ーションⅠ・Ⅱ 

４ ４  

１級 ８ ８ 

ＴＯＥＦＬ 

（マークシート式677点満点） 

500～539点 

英語総合Ⅰ・Ⅱ，英語コミュニケ

ーションⅠ・Ⅱ 

２ ２ 

540点以上 ４ ４ 

ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ 

（インターネット式120点満点） 

61～75点 ２ ２ 

76点以上 ４ ４ 

ＴＯＥＩＣ 
600～699点 英語総合Ⅰ・Ⅱ，英語コミュニケ

ーションⅠ・Ⅱ 

２ ２ 

700点以上 ４ ４ 

ドイツ語技能検定試験 

４級 初級ドイツ語（入門・発展） ４ ４ 

再履修学生

のみ認定す

る。 

３級以上 
初級ドイツ語（入門・発展） ４ 

６ 
中級ドイツ語 ２ 

実用フランス語技能検定試験 

５級 初級フランス語（入門・発展） ２ ２ 

４級 初級フランス語（入門・発展） ４ ４ 

３級以上 
初級フランス語（入門・発展） ４ 

６ 
中級フランス語 ２ 

ロシア語能力検定試験 

４級 初級ロシア語（入門・発展） ４ ４ 

３級以上 
初級ロシア語（入門・発展） ４ 

６ 
中級ロシア語 ２ 

ＨＳＫ 

（漢語水平考試） 

２級 初級中国語（入門・発展） ４ ４ 

３級以上 
初級中国語（入門・発展） ４ 

６ 
中級中国語 ２ 

韓国語能力試験 

TOPIKⅡ 

（3級～6級120

点以上） 

初級韓国語（入門・発展） 

４ ４ 

TOPIKⅠ 

（1級～2級140

点以上） 

初級韓国語（入門・発展） ４ 
６ 中級韓国語 ２ 

ハングル能力検定試験 

５級 初級韓国語（入門・発展） ４ ４ 

４級以上 
初級韓国語（入門・発展） ４ 

６ 
中級韓国語 ２ 

 

≪備考≫ 
１  認定した単位の評価は，「○合」とする。 
２  申請できる資格試験は，入学後に取得したもので，取得した日から１年以内のものに限る。 
３  一の資格試験において，複数の資格を取得している場合は，上級の資格で認定する。また，

先に下級の資格で認定を受けた者が，後に上級の資格を取得し願い出た場合は，先に認定を
受けた単位数を差し引いて単位を認定する。 

４  英語科目への認定について，複数の資格試験を取得している場合は，その中で最も上級の
資格により認定する。また，先に下級の資格で認定を受けた者が，後に上級の資格を取得し
願い出た場合は，先に認定を受けた単位数を差し引いて単位を認定する。 

５  「再履修学生」とは，一度でも履修申告を行い，不合格になった学生をいう。 
６  ＴＯＥＦＬとＴＯＥＩＣに関しては，ＴＯＥＦＬ－ＩＴＰとＴＯＥＩＣ－ＩＰも資格試験

の対象とする。ただし，入学式前日行事で実施するＴＯＥＩＣ－ＩＰは対象外とする。  
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２ 外国語研修によるもの 
 

該 当 条 件 
認定科目・単位数 認定

単位 
備 考 

授 業 科 目  単位 

外国の大学が主催する外国語研修また

は異文化研修で，６０時間を超える研

修を終え合格点（６０点以上又は評価

Ｃ以上）を取得（教育推進機構が利用

を企画するものに限る。）  

英語総合Ⅰ・Ⅱ，英語コミュニ

ケーションⅠ・Ⅱ，コミュニケ

ーションの現在 

２ ２ 認定した単位の

評価は，「○

合」とする。 

初級韓国語（入門・発展），コ

ミュニケーションの現在 

２ ２ 

 
 
１４ ボランティア活動による単位認定 
 

本学の学内ボランティア活動として実施している「ピアサポート」，「ボランティア・チュー

ター」，「次世代育成サポーター」または「災害ボランティア」として，それぞれ一定時間数以

上の研修，活動参加後，レポートを提出し，その活動が認定された場合は，「コミュニティーサ

ポート実習」１単位が認定されます。（年度１単位までとし，最大２単位まで認定されます。）

ただし，卒業要件単位には含まれません。 

 

 

１５ 試 験 
 

１．教養教育  

試験期間は特に設けませんので，試験については担当教員の指示に従ってください。 

 

 （１）試験についての注意事項  

①  受験に際しては学生証を必ず持参し，机の上に置くこと。 

万一学生証を忘れたときには，仮受験証での受験が認められるが，その場合には試験終

了後３日以内に学生センターＡ棟②番窓口に学生証を持参して確認を受けること。これを

怠った場合には，その答案は，無効となる。 

②  原則として，遅刻は認められない。ただし，特別の事情があった場合には，１０分程度

の遅刻は考慮されることがある。 

③  試験開始後２０分間，退室は認められない。 

④  答案用紙の姓名は，インク又はボールペン書きとする。 

⑤  試験中，机の中には一切持ち物を置かないこと。不正行為の材料となり得る物を持って

いたり，机の中に入れていた場合には，それを使用したか否かにかかわらず，不正行為と

見なされる。  

⑥  試験中，不正行為を行った者は，厳しい処分を受ける。（９ページの「試験時における

不正行為」参照） 

⑦  試験中，監督者の指示に従わない者は，退室を命じられる。 

⑧  申告しない又は正しい申告をしていない科目を受験しても，その答案は無効である。 

 

（２）追試験について  

下記事項に該当する者で追試験を希望する者は，試験終了後，１週間以内に必要書類を添え

て学生センターＡ棟②番窓口に願い出ることができます。 

①  負傷又は疾病     （必要添付書類…医師の診断書等） 

②  天災その他突発事故    （   〃    …その事由を証明する物） 

③  忌引き     （   〃    …死亡診断書の写し等） 

④  列車等の遅延     （   〃    …遅延証明書） 

⑤  その他特別に事情があると認められる場合（  〃    …その事由を証明する物） 

願い出のあった者に対しては追試験受験願の理由が正当であり，かつ平素の出席状況が良好

であって受験の資格があると認められた者に限り受験を許可します。 
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２．専門教育  

専門教育科目の試験についても，教養教育科目と同様に試験が実施されます。詳細は，担当教

員の指示に従ってください。  

 

試験時における不正行為  
試験において不正行為をすることは，真摯な態度で勉学に励むべき学生として許され

ない行為といえます。したがって，不正行為を行った者は，訓告処分を受けるだけでな
く，不正行為が教養教育科目において行われたか専門教育科目において行われたかを問
わず，当該学期の教養教育科目と専門教育科目の全ての単位が認められません。  

また，通年科目については，不正行為が行われた学期・科目を問わず，当該年度の全
ての単位が認められません。 

不正行為を行った場合は，留年につながる厳しい処分が科せられます。 

 
 
１６ 成績評価に異議がある場合の問い合わせ 
 

学期末にアイフォリオで確認した成績が，シラバス（講義要目）の成績評価基準と照らし合わ

せた結果，成績評価に不明な点がある場合は，授業担当教員に問い合わせを行うことができます。

問い合わせは，成績発表後一定の期間を設けますが，詳細は掲示でお知らせします。 

 

 

１７ 成績優秀者 
 

成績優秀者とは，その学期において卒業要件科目を１８単位以上修得し，かつ，卒業要件科目

の総修得単位数のうち，「秀」および「優」の評語を１０分の９以上得，成績優秀者と認定され

た者をいいます。 

成績優秀者に認定されると，次の学期の履修は，履修科目の登録の上限（１学期２４単位）の

例外として，２８単位まで登録することができます。 

なお，編入生の履修科目の登録の上限は，２８単位ですので優秀者判定は行いません。 

また，２年次後期までの全学期に成績優秀者として認定されると，早期卒業の申請をすること

ができます。詳細は，「１９  ３年以上４年未満での卒業（早期卒業）」を参照してください。 

 

 

１８ 卒業時に授与される学位 
 

本学に４年以上（農学部共同獣医学科は６年以上）在学し，かつ所定の科目の単位を修得した

者に対し教授会の議を経て卒業を認定します。 

卒業を認定された者には，次の学士の学位が授与されます。 

 

人文社会科学部卒業生 学士（総合科学）  

教育学部卒業生 学士（教育） 

理工学部卒業生 

 

化学・生命理工学科，物理・材料理工学科 学士（理工学）  

システム創成工学科 学士（工学）  

農学部卒業生 

植物生命科学科，応用生物化学科，森林科学

科，食料生産環境学科，動物科学科 

学士（農学） 

 

共同獣医学科 学士（獣医学）  

 

 

１９ ３年以上４年未満での卒業（早期卒業） 
 

２年次後期までの全学期に成績優秀者（「１７  成績優秀者」を参照してください。）として

認定された者で，４年未満の在学で卒業を希望する者は早期卒業を申請することができます。 
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申請が認められ，早期卒業候補者となった後も成績優秀であり，卒業要件の全単位を満たし，

卒業研究（最終試験を含む。）の成績が秀または優であるときは，３年次終了時又は４年次前期

終了時に卒業することができます。（「岩手大学における在学期間の特例に関する規則」を参照） 

この制度は，卒業が認められると学士の学位が授与され，大学卒業の資格が得られます。 

 

 

２０ 長期履修学生制度  ※共同獣医学科の学生は対象になりません  
 

職業を有している等の事情により修業年限の４年間での卒業が困難な場合は，この制度に基づ

き申請し，許可された者に限り，一定の期間（最長６年まで）にわたり履修して卒業することが

できます。授業料は，修業年限の４年間分を許可された長期履修の期間に合わせて支払うことに

なります。 

希望する場合は学生センターＡ棟①番窓口に申し出てください。 

（申請時期：２月中  対象：１～３年次まで） 

 
 
２１ 転学部制度 
 

入学後に他学部に移る積極的理由を見いだした際に，新たな勉学意識を引き出すため，各学部

の選考により転学部することが可能です。 

申請の時期，方法については，掲示でお知らせします。 

 

 

２２ 転学科・転課程制度 
 

入学後に他学科又は他課程に移る積極的理由を見いだした際に，新たな勉学意識を引き出すた

め，各学部の選考により転学科又は転課程することが可能です。 

申請の時期，方法については，掲示でお知らせします。 

 

 

２３ 学部３年次修了者の本学大学院への入学 
 

大学に３年以上在学し所定の単位を優れた成績をもって修得する見込みのある者で，本学の大

学院の研究科で受験資格を有すると認めた者は，出願し受験することができます。 

これは，研究者として優れた資質を有する者に対して，早期から大学院教育を実施することを

目的としているための制度です。 

出願に当たっては，指導教員あるいは関係教員と十分相談のうえ決定するのが望ましいことで

す。 

 

（注意事項） 

 本出願資格により入学する場合は，学部学生の身分を有することはできず，退学して大

学院に入学することとなります。したがって，大学学部卒業を要件としている各種の国家

試験等の資格試験は，受験できなくなります。 

 

 

２４ In Assistant2.0 & I n Folio（アイアシスタント 2.0＆アイフォリオ） 
 

１． I n Assistant2.0（アイアシスタント 2.0）  

「アイアシスタント 2.0」は，シラバス，履修申告，お知らせ，授業記録等，年間を通して利

用する岩手大学の学生の基盤システムの１つです。必ず毎日アクセスしてください。なお，ア

イアシスタントに関する情報は，下記に示す URL の Web ページにありますので，必要に応じて

確認してください。 

 

アイアシスタントに関する情報： http://uec.iwate-u.ac.jp/ia/ia/top.html 
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 （１）ログイン  

 大学の Web ページ（ http://www.iwate-u.ac.jp）からアクセスします。大学の Web ページの

上部に「アイアシスタント 2.0」のバナーがありますから，そこをクリックすると上記に示し

たアイアシスタントの Web ページにアクセスできます。ここには，関連する資料等の他，履修

申告期間等に関する情報が掲載されていますので，定期的に確認しましょう。 

 ログインページ（ https://ia2.iwate-u.ac.jp/）が表示されたら，ログイン名，パスワード

を入力してログインボタンをクリックします。ログイン名は学籍番号，パスワードは情報基盤

センターにて設定したパスワードです。大学の端末室（パソコン教室）のパソコンを使う時の

ユーザ名，パスワードと同じです。 

 なお，万が一，パスワードを忘れてしまった場合は，情報基盤センターに相談してください。 

 

 （２）トップページ 

 ログインすると，個人専用のトップページが表示されます。このページには，新着情報が表

示されます。 

 新着情報には ,学務関連新着情報とその他の新着情報があり ,学務関連新着情報には ,受講し

て い る 科 目の 休 講 や補講 等 や 履 修に 関 す る情報 等 が 表 示さ れ ま す。ま た そ の 他の 新 着 情報に

は ,学生生活 ,学生支援 ,就職 ,留学等や図書館からのお知らせが表示されます。 

 新着情報は毎日，必ず確認するようにしましょう。 

 

 （３） My 時間割ページ  

こ こ に は ,履 修 し て い る 授 業 の 時 間 割 が 確 認 で き

る「 My 時間割」 ,各時限（校時）の授業時間が分か

る「授業時間表」,当該年度の授業が開始される日や

休暇期間等が確認できる「学年歴」が確認できます。 

 

My 時 間 割 に は 自分 が 履修 申 告 し た科 目 が 表示さ

れ ます ので ,履修 申告 が終 わっ たら ，自 分の 履修 が

正しく登録されているかを確認してください。 

 また，この授業科目名をクリックすると，学習支

援システム（ WebClass）が表示されます。 

 この 学習 支援 シス テム では ,その 科目 を担 当す る

教 員 が 記 録 し た 毎 回 の 授 業 の 内 容 や 連 絡 事 項 等 を

確 認す るこ とが でき ,また 教員 から 授業 で用 いた プ

リ ン ト や プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の フ ァ イ ル が 提 供 さ

れる場合もあります。 

 

学 年 暦に は ,月 曜日 で はな い のに 月曜 日 の授 業が

実施される「月曜授業の日」なども記載されている

ので ,確認してください。  

 

 （４）履修科目ページ 

 ここには個人の年度毎の履修科目が一覧で表示されます。またそれぞれの科目のシラバス

等の確認も可能です。 

 

 （５）シラバス検索ページ  

 授業を選択するための大切な情報「シラバス」は，ここから閲覧します。  

シラバスとは，授業を担当する教員が，授業の目的や概要，授業の計画，予習復習として

必要な学習，成績評価の方法と基準等を明示した文書です。授業担当教員と学生との「授業

に関する約束事」を明記した文書でもあります。 

授業を受ける前には，必ずその科目の「シラバス」を読んで，授業を受ける準備をしてか

ら，最初の授業に出席するようにしてください 

 

（６）申告・登録ページ  

ここでは「履修申告」 ,「住所変更・登録」 ,「資格登録」等が行えます。  

・履修申告 

 履修申告の期間になると，左側にあるメニューに「履修申告」が表示されます。ここから

アイアシスタントトップページ 

-11-



履修申告を行います。履修申告は学内のネットワークからのみアクセス可能です。履修申告

の手順については，入学式後のオリエンテーションやセミナーで配布されるプリントを確認

してください。 

なお，履修申告結果は，およそ１日後に My 時間割に反映されます。履修申告後は翌日に必

ず My 時間割を確認して，履修申告した科目が正しくシステムに登録されていることを確認

してください。 

・住所変更・登録 

学生本人 ,保護者の住所等の登録と変更が行えます。 

緊急時の連絡先として 使用するほか ,各種のお 知らせや ,卒業時の学位 記の情報として使

用しますので ,変更があった際は速やかに変更登録をしてください。 

・資格登録 

 ここでは ,教育学部以外で「教職」を希望する場合，もしくは，教育学部の学生でも主免，

副免以外の免許を希望する場合に取得を希望する免許の種類を登録します。  

この「登録」が行われていると，「In Folio（アイフォリオ）」の「教職」タブをクリック

したときに教職課程の履修状況が表示されます。 

 「資格」，「プログラム」についても，必要に応じて履修状況が表示されます。 

 

※学内専用機能 

 履修申告及び住所変更・登録，資格登録の機能は，学内のネットワークからのみアクセス

できます。学内に設置されている端末や大学の無線 LAN に接続してアクセスしてください。

学外からアクセスする際には VPN というサービスを利用する必要があります。詳細は情報基

盤センターにご相談ください。 

 

（７）学務関連ページ  

ここでは「問い合わせ先一覧」,「履修の手引き」,「学生生活の手引き」,「大学院学生便

覧」等の電子媒体や各種マニュアルが確認できます。 

また ,後述の In Folio（アイフォリオ）へのリンクがあります。 

 

（８）リンクページ  

学生に関係するホームページ等へのリンクがあります。 

 

（９）携帯アプリ（スマホアプリ）版のアイアシスタント 2.0 

「アイアシスタント」には携帯アプリ版があります。 

上記機能のほかに ,緊急情報を発した場合の受信ページがあるほか ,各種情報をプッシュ通

知で受け取ることができます。詳細は別途お知らせします。 

 

※「アイアシスタント」の使用方法の詳細は ,操作マニュアル等で確認してください 
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２． I n Folio（アイフォリオ）  

「アイフォリオ」は，みなさんの４年間もしくは６年間の学びの成果を電子的に蓄積する「ポ

ートフォリオ」システムです。「アイアシスタント」が授業科目単位で情報を取りまとめている

のに対し，「アイフォリオ」は，みなさん一人一人の単位で，大学での学びに関する情報を取り

まとめて蓄積することができます。ただし，「アイアシスタント」は学外からでもアクセスでき

ますが，「アイフォリオ」は学内ネットワークからしかアクセスできません。 

 

 （１）ログイン 

 「アイフォリオ」には，「アイアシスタント」からアクセスします。「アイアシスタント」

の上部または左のメニューにロゴ がありますので，このロゴをクリックします。「アイ

アシスタント」と認証連携がとれていますので，学籍番号やパスワードを入力する必要はあり

ません。 

 なお，「アイフォリオ」に関する新着情報は「アイアシスタント」上に掲載されることが多

いので，必ず，「アイアシスタント」を経由して「アイフォリオ」にアクセスするようにして

ください。 

 

 （２）学修成果の確認 

 「アイフォリオ」にアクセスすると，トップ画面として所属の学部学科課程コース等の教育

課程の「プログラムの概要」と「学位授与の方針」が表示されます。「学位授与の方針」とは，

みなさんが卒業までに身につけなければならない知識・能力を明記したものです。「学位授与

の方針」に書かれたことができるようになるように勉学に励みましょう。右上にある「カリキ

ュラムチェックリスト」をクリックすると，「学位授与の方針」とカリキュラムの関係が表示

されます。各科目の学習の中で，どのような「学位授与の方針」を身につけることができるの

か，確認してみましょう。  

 上部にある「 DP（グラフ）」をクリックすると，「学位授与の方針」の各項目の達成に対し

て，今までに取得した単位の蓄積状況がグラフで表示されます。大学で学ぶことの範囲は広い

ため，どうしても「知識」に関する単位が多く必要となります。必ずしも「単位が十分に蓄積

された（＝棒グラフの棒が長くなった）から十分に習得できた」わけではありませんが，自己

評価を行う際の参考にしてください。 

 

 （３）自己評価の実施 

 「 DP」，「履修科目」，「学士力」のタブは，学修状況の自己評価を行うページにアクセス

するタブです。「 DP」は「学位授与の方針」に対する自己評価，「履修科目」は，履修した科

目に対する自己評価，「学士力」では，全学の「学位授与の方針（学士力）」，「学期中の１

週間の時間の使い方」，「学期における具体的な学修経験」に対して，それぞれ自己評価を行

います。この自己評価結果は卒業までの４年間分が蓄積され，自分自身の学修の成果を確認す

る資料となります。また，教員も職員も自己評価結果を確認しますので，できるかぎりその時

の正直な自己評価を登録するようにしてください。  

 な お ， 学期 が 終 わりに 近 づ く とそ の 学 期の学 び に 対 する 自 己 評価が で き る よう に な ります

が，これらの自己評価を実施しないと，後述の成績の確認ができません。 

 

 （４）レポートの蓄積 

 「レポート」のタブをクリックすると，「アイアシスタント」から提出したレポートファイ

ルが蓄積されています。ここから登録することもできるので，「アイアシスタント」から提出

しなかったレポートなどもここに登録して蓄積しておきましょう。 

 

（５）目標の設定  

 「目標」タブをクリックすると，「将来の希望」，「今年度の目標」が記入できるようにな

っています。これから大学で勉強して「将来」はどうしたいと思いますか？今の正直な気持ち

を記入してください。また，その希望する「将来」に向けて，「今年度の目標」を立ててみて

ください。また，年度当初に「目標」を立てたら，年度末にはその成果を記録してください。

大学の 4 年間は色々なものに触れ，学び，体験し，どんどん考え方も変わっていきます。大学

生活を通して「将来の希望」が変わることは恥ずかしいことではありません。今，「将来」何

をしたいと考えていますか？このような記録を蓄積することで，自分自身の学びのプロセスを

振り返ることができます。  

 学部によっては，担当の教員が「目標」欄をチェックして，その内容に対してコメントする
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ことがあります。学部の指示にしたがって，指定された期日までに目標を設定したり，その成

果を記入したりしてください。 

 

 （６）成績の確認 

 「アイフォリオ」の画面の右上に「最新成績を見る」という青いボタンがあります。このボ

タンをクリックすると，文字通り「最新の成績を見る」ことができます。この「最新の成績を

見る」ためには，前述の「自己評価」をすべて登録する必要があります。また，「最新の成績」

が反映されるのは，前期は８月末，後期は２月末になります。８月中旬ごろから成績の一部が

表示されることがありますが，その時点では成績報告の〆切前なので，成績がすべて反映され

ることはありません。最新の成績は，成績報告〆切以降の９月中旬，３月中旬以降に確認して

ください。 

 

・基本情報 

 「基本情報」のタブをクリックすると，取得単位数や GPA，個別履修登録科目の成績の一覧

が表示されます。 

 

・教養教育 

 「教養教育」のタブをクリックすると，教養教育での単位取得の状況が確認できます。また，

「充足率」がグラフで表示されます。「充足率」とは，卒業に必要な単位をどのぐらい取得で

きているかを判定した結果です。つまり，充足率 100%とは，卒業要件を満たしていることを意

味します。履修にあたっては，この「履修の手引き」をよく読み，卒業に必要な単位を必ず取

得するように履修計画を立ててください。 

 

・専門教育 

 「専門教育」のタブをクリックすると，専門教育での単位取得状況が確認できます。「教養

教育」と同様に，専門教育でも卒業に必要な単位の取得状況を「充足率」のグラフで表示しま

す。専門教育の履修にあたっては，この「履修の手引き」をよく読み，卒業に必要な単位を必

ず取得するように履修計画を立ててください。 

 

・教職・資格・プログラム  

 教育学部の学生は，主免許，副免許の取得に関わる単位の取得状況を，この「教職」タブか

ら確認することができます。教育学部以外で「教職」を希望する場合，もしくは，教育学部の

学生でも主免，副免以外の免許を希望する場合には，「アイアシスタント」の「学内専用機能」

-「資格」から取得を希望する免許の種類を登録してください。この「登録」が行われていると，

「教職」タブをクリックしたときに教職課程の履修状況が表示されます。 

 「資格」，「プログラム」についても，必要に応じて履修状況が表示されます。確認してみ

ましょう。 

  

 

※  「アイフォリオ」はパソコンからの利用を前提としています。基本的にスマートフォンか

らは利用できません。 

※  「アイフォリオ」は学内ネットワークからのみアクセス可能です。学外からのアクセスは

VPN 接続する必要があります。情報基盤センターに相談してください。 

※  この情報は令和 2 年 3 月時点のものです。今後，システム更新等で変更になる可能性があ

ります。 
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２５ その他 
 

（１）掲示板  

大学から学生に対する連絡は，大学構内に設置している掲示板（「学生センター掲示板」や

「学部掲示板」）で行います。そのため，毎日一度は掲示板を見るように心がけ，掲示を見な

かったり，見落としたために，不利益を受けないよう注意してください。掲示板の場所は，『学

生生活の手引き』で確認してください。 

また，アイアシスタントにも個人に関わる「休講情報」や「呼出情報」などの情報を掲載し

ま す が ， 大 学 構 内 に 設 置 し て い る 掲 示 板 に あ る 情 報 の 全 て を 掲 載 す る わ け で は あ り ま せ んの

で，その点は注意してください。 

 

（２）教養講座  

正規の科目とは別に教養教育の特別講座として，他大学の教員及び学術文化の各界有識者を

招き教養講座が開催されます。講座を受けることにより人生観，世界観にプラスされる何かが

得られると思います。 

開催する際には，掲示でお知らせしますので多数受講してください。 

 

（３）気象警報等の発令時における授業等の取扱い  

気象警報（暴風警報及び暴風雪警報に限ります。）又は特別警報が発令された場合，本学学

生の安全確保のために，授業の休講及び課外活動等が休止となることがあります。詳細につい

ては，「気象警報等の発令時における授業等の取扱いに関する申合せ」を確認してください。  
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＜参考＞ 
＊ 学生の修得すべき単位数        （単位） 

学 部 学 科・課程 コ ー ス 
教養教育

科目 

共通教育

科目 

専門教育

科目 
合 計 

人文社会科学部 
人 間 文 化 課 程  

４３   ８２ １２５ 
地 域 政 策 課 程 

教 育 学 部 学校教育教員養成課程 

小学校教育コース 

２７  

１０９～ 

１１８ 

１３６～ 

１４５ 

中学校教育コース 
１０７～ 

１１６ 

１３４～ 

１４３ 

理数教育コース １１２ １３９ 

特別支援教育コース １０８ １３５ 

理 工 学 部 

化学・生命理工学科  

３１   ９６ １２７ 物理・材料理工学科 

システム創成工学科 

農 学 部 

植 物 生 命 科 学 科  

３５   ９１ １２６ 

応 用 生 物 化 学 科 

森 林 科 学 科 

食 料 生 産 環 境 学 科 

動 物 科 学 科 

共 同 獣 医 学 科  ４４  １５８ ２０２ 

 
 
＊学籍番号 

学籍番号は在学中のすべての提出書類に記載する８桁の番号であり，次表によって定められ

ています。学籍番号を記入する際には，必ず学生証で確認してください。 

＊学部学科等（３桁） ＊入学年度（２桁） ＊通番（３桁） 

 

人文社会科学部 
Ｈ０１ 人間文化課程 

Ｈ０２ 地域政策課程 

教育学部 

Ｅ０１ 学校教育教員養成課程小学校教育コース 

Ｅ０２ 学校教育教員養成課程中学校教育コース 

Ｅ０３ 学校教育教員養成課程理数教育コース 

Ｅ０４ 学校教育教員養成課程特別支援教育コース 

理工学部 

Ｓ０１ 化学･生命理工学科化学コース 

Ｓ０２ 化学･生命理工学科生命コース 

Ｓ０３ 物理･材料理工学科数理･物理コース 

Ｓ０４ 物理･材料理工学科マテリアルコース 

Ｓ０５ システム創成工学科電気電子通信コース 

Ｓ０６ システム創成工学科知能･ﾒﾃﾞｨｱ情報コース 

Ｓ０７ システム創成工学科機械科学コース 

Ｓ０８ システム創成工学科社会基盤･環境コース 

農学部 

Ａ０１ 植物生命科学科 
Ａ０２ 応用生物化学科 
Ａ０３ 森林科学科 
Ａ０４ 食料生産環境学科 

Ａ０５ 食料生産環境学科水産システム学コース 

Ａ０６ 動物科学科 
１８６ 共同獣医学科 

 

○入学年度の西暦下２桁とな

ります。 
 例：２０２０年入学＝２０ 
○編入学生は，編入した学年

の入学年度の西暦下２桁

となります。  
 例：３年次編入生＝１７ 
 

 

○個人を特定する番号で

，３桁となります。 
 
 例： １番＝００１ 
   １０番＝０１０ 

（例） 

「２０２０年度入学 植物生命科学科５１番」の学生の場合は，「Ａ０１２００５１」であり，分解すると,

「Ａ０１＝学部学科等・２０＝入学年度・０５１＝通番」となります。  
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科目を履修する際によく出てくる用語です。覚えておきましょう。 

 
アイアシスタント 
 インターネットを利用した岩手大学の学習支援システムのことです。シラバスの検索・閲覧，履修申告の登録，休講・

補講・教室変更の確認などができます。（詳しくは１０ページを参照） 

 

ＥＳＤ（イー・エス・ディー：Education for Sustainable Development） 
 日本では「持続可能な開発（発展）のための教育」と訳されています。今の社会を「持続可能な社会」へ発展させて

いくために，必要な知識，価値観，行動，生活様式などを学ぶことです。 

 

インターンシップ 
 職場の監督下での一定期間の職業経験のことです。学生の専攻分野に関連した業務に関わるものか否か，フルタイム

かパートタイムか，有給か無給か，短時間か長期間かなど形態は様々ですが，キャリア意識の涵養，職業的技能・態度・

知識の獲得を目的に実施されています。 

 

オフィスアワー 
 学生の相談や質問に対応するために，あらかじめ設けられた時間帯のことです。訪問できる曜日・時間帯はシラバス

に掲載されています。訪問の際には予約が必要な場合もあります。 

 

ＣＡＰ制（キャップ制） 
 履修登録科目数上限制度のことです。授業時間外の学習時間の確保のため，各学生が一学期に履修を登録できる総単

位数に上限を設定しています。優秀な学生に対しては，より多くの科目の履修が認められます。（詳しくは５ページを

参照） 

 

いわて高等教育コンソーシアム 
 いわて高等教育コンソーシアムは，岩手県内の大学等高等教育機関が連携して，県内の高等教育・学術研究の振興と

地域社会の発展に寄与することを目的とした組織体であり，岩手大学，岩手県立大学，岩手医科大学，富士大学，盛岡

大学，放送大学岩手学習センター及び一関工業高等専門学校で構成し，学生は他校の授業を受講し単位を取得したり，

図書館を利用することができます。 

 

集中講義 
 通常の授業とは別に，特定の日時に集中して行う授業です。土曜日や夏季・冬季休業中に行うこともあります。履修

申告の方法は，その都度掲示でお知らせします。 

 

シラバス 
 授業内容の詳細のことです。講義概要や各回ごとの授業内容，成績評価の基準や方法，教科書・参考書，オフィスア

ワー等が記載されています。シラバスは岩手大学ホームページから見ることができます。 

 

ＧＰＡ（ジー・ピー・エー：Grade Point Average） 
 個々の学生の学力を数値化したもので，学業成績点とも呼ばれています。成績を数値で表す最も共通な方法は，秀＝

４，優＝３，良＝２，可＝１，不可＝０としています。その合計点を履修した単位数で割り算した，いわゆる１単位あ

たりの平均点のことを言います。 

 

ＪＡＢＥＥ（ジャビー：Japan Accreditation Board for Engineering Education） 
 大学など高等教育機関で実施されている技術者教育プログラムが，社会の要求水準を満たしているかどうかを，日本

技術者教育認定機構が公平に評価し，要求水準を満たしている教育プログラムを認定する専門認定制度のことです。 

 

ポートフォリオ 
 学生の学習成果を集め，ファイル等にまとめたもののことです。テストやレポートのみならず，学生の書いた図画や，

活動中の写真なども含まれます。ｅポートフォリオと呼ばれるＷＥＢ上でのポートフォリオも使われることもあります。 

 

履修取消制度 
 履修登録期間を過ぎた後に，学修上の理由で履修登録を取消したい場合、指定された履修取消期間にアイアシスタン

トより取消す制度のことです。取消ができない科目もありますので，掲示等でよく確認してください。（詳しくは４ペ

ージを参照） 

履修取消の手続きをせずに，履修登録した科目を受講しなかった場合は，その科目の評価が「不可」となり，「ＧＰ

Ａ算定」や「成績優秀者」判定に影響します。 
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Ⅱ  教 養 教 育 に つ い て 

（農学部共同獣医学科を除く） 
 
１ 教養教育の理念 
 
 岩手大学は，各学部が行う専門教育とならんで，所属する学部にかかわらず全学生が共通に受けるべき教育とし
て教養教育を設け，「世界や地域で活躍できる人材を育成する上で必要となる多様な学問領域の基礎的知識及び基
本的思考力，幅広く深い教養と総合的な判断力，地域の発展に貢献できる豊かな人間性と高い倫理観並びにコミュ
ニケーション能力を涵養する」ことをその理念としています。 
この理念を実現するために，教養教育は岩手大学の全ての教員の関心・責任・協力のもとに実施されています。 
教養教育科目は，「実践知科目」，「技法知科目」及び「学問知科目」によって構成されています。 

 
２ 教養教育の教育目的と修得すべき能力 
 
  教養教育における人材養成像を以下のとおり明示します。 
 
 教養教育の教育目的及び修得すべき能力 
 ＜教育目的＞ 

岩手大学は，すべての学生が共通に学ぶべき教養教育を提供し，それぞれの学生が所属する学部にかかわらず，多様
な学問領域の基礎的知識と基本的思考方法を修得するとともに，幅広く深い教養と総合的な判断力を身につけ，社会や
文化の持続的発展に貢献できる豊かな人間性と高い倫理観，並びに多様な人びとと協働するためのコミュニケーション
能力を培うことを目的とする。 

 ＜修得すべき能力＞ 
教養教育では，その教育プログラムを通して，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
（１）自らの意欲や関心に基づき主体的に学び続ける能力 
（２）自ら問題を発見し，それを探究し解決する思考力と判断力 
（３）複雑化する社会に適応するために必要な情報を収集し処理する基本的能力 
（４）幅広い学問領域の知識を身につけ，専門分野に対する複合的視点を獲得するための総合的能力 
（５）多様な人びとと協働するために必要な母語と外国語による基本的コミュニケーション能力 
（６）心と体の健康を保つ手段や方法を獲得するために必要な基礎的人間力 

 
 各科目区分等の教育目的及び修得すべき能力 
Ａ 実践知科目 

  ＜教育目的＞ 
   「実践知科目」は，技法知・学問知で培った知識や情報，技能を活用する能力を基礎に，さまざまな客体に対する

理解と働きかけについて実践的に学修し，身につけた知識を主体的に実践化することを目的とする。 
  ＜修得すべき能力＞ 
   「実践知科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
   （１）技法知・学問知科目で得た知識や情報を活用して課題を発見し解決する能力 
   （２）社会における自らの役割を認識し，責任感をもって主体的に行動する能力 
   （３）他者と協働して多様な意見を調整し，解決策を見出す能力 
 
 １．転換教育科目 
  ＜教育目的＞ 
    「転換教育科目」は，初年次教育のイントロダクションとなる教育プログラムであり，新入生が高等学校ま

での受動的な学習態度や生活のあり方を転換し，大学における能動的な学習スタイルや大学での新しい生活
環境に支障なく速やかに適合し，自ら主体的に学ぶ力を身につけることや社会的規範・倫理を学ぶことを目
的とする。 

  ＜修得すべき能力＞ 
   「転換教育科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
   （１）基本的なアカデミックスキル 
   （２）学習計画を立案する能力と教育資源を有効に活用する能力 
   （３）コミュニケーション能力と社会的倫理観 
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・基礎ゼミナール 
＜教育目的＞ 

「基礎ゼミナール」は，オリエンテーション，ゼミナール及び教室外活動を通じて，高校時代の教育環境とは
質的に異なる大学における学習スタイルや生活環境に新入生が支障なく適合でき，大学における学びに必要なア
カデミックスキルを修得することを目的とする。加えて，地域について現状を知り理解を深めることを目的と
する。 

＜修得すべき能力＞ 
「基礎ゼミナール」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
（１）自己の表現力やプレゼンテーション能力 
（２）自主的な学習態度や学習への積極的な意欲 
（３）論理的に思考し，自ら課題を探求するために必要な基礎的能力 
（４）図書館や情報検索等の学習資源を有効に活用する能力 
（５）地域の現状を積極的に知り理解しようとする意欲 

 
 ２．地域関連科目 
  ＜教育目的＞ 
    「地域関連科目」は，異分野の専門家と協働し，自らの専門性を地域の課題解決へ実践することができる能

力を養うことを目的とする。 
  ＜修得すべき能力＞ 
    「地域関連科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
    （１）異なる専門分野の者と協働して課題の発見・解決に取り組むことができる能力 
    （２）地域社会の現実に即して地域の課題解決に取り組む実践能力 
 

・課題発展型演習 
＜教育目的＞ 

    「課題発展型演習」は，学部の枠を越えてあるテーマに沿って，課題に取り組み，教員及び学生同士が互いに討
論し，幅広い学びの意義を確認することを目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
    「課題発展型演習」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
    （１）自らの専門分野と異なる知識を修得し，自ら課題を設定する能力 
    （２）他者の異なる意見も理解したうえで，共同して作業を進める能力 
    （３）自らの考えや調査結果を他者に明確に伝える能力 
 
  ・地域課題演習 
  ＜教育目的＞ 
    「地域課題演習」は，学生が地域社会にある具体的課題の解決に向けて，身につけた知識を実践活動と結び

つけるための考え方や方法を学び，課題解決に必要な思考力・判断力を養うことを目的とする。 
  
  ＜修得すべき能力＞ 
    「地域課題演習」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
   （１）異なる分野の人びとと協働して地域にある現実問題を積極的に解決しようとする意欲 
   （２）多様な人びとと共に課題解決に向けた協力体制を組織できるコミュニケーション能力 
   （３）学習で得た知識を社会での実践活動に活かす意欲と行動力 
   （４）学習で得た知識を課題の発見と解決に活かす能力 
 
 
Ｂ 技法知科目 
＜教育目的＞ 

「技法知科目」は，①外国語科目と情報科目の学習を通じて，学問知科目ならびに専門教育科目の学業を進めるう
えで，さらに卒業後に社会生活を営むうえで必要となる基本的技能やその基礎となる知識を身につけるとともに，②
健康・スポーツ科目の学習を通じて，社会生活を営む基盤となる健康・体力の増進を図ることを目的とする。 

 
＜修得すべき能力＞ 

   「技法知科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
   （１）外国語を用いて基本的なコミュニケーションを行うことができる能力 
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   （２）情報の収集・加工を適切に行うことができる能力 
   （３）自ら健康・体力の保持増進を図ることができる能力 
 

１．外国語科目 
・英語 
＜教育目的＞ 

「英語」は，学生が英語を通して他国及び自国の文化や社会に関する理解を深め，英語を用いて積極的にコ
ミュニケーションをとる姿勢を養成することを目的にする。 
また，英語を自律的に学習する習慣を身に付けさせ，修得した英語力を利用して，情報を効率的に収集した

り，情報発信する能力を向上させることを目的とする。 
さらに，英語による異文化コミュニケーションの在り方について認識を深めさせることも目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
「英語」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
（１）十分な英語力を身に付けていない習熟度が初級の学生にとっては，英文法や基礎的語彙・表現などの

復習を通して，英語の基礎的な読み書き能力を修得し，それらを応用して簡単な日常会話ができるコ
ミュニケーション能力 

（２）ある程度の基礎力を既に身に付けている習熟度が中級の学生にとっては，様々なテーマについて書か
れた入門レベルの英文を読みこなせる読解力，平易な英語を使って英文が書ける作文力，身近な話題
について説明したり，簡単な意見を述べたりすることができるコミュニケーション能力 

（３）高度な英語力を有する習熟度が上級の学生にとっては，各自の専門領域に関する複雑なテクストを正
確に理解できる読解力，多様なトピックについて適切な英語表現を用いて英文が書ける作文力，相手
に自分の意思を的確に伝えたり，論理的に意見を述べたりできるコミュニケーション能力 

（４）上記，いずれの習熟度の授業においても，異文化に対する理解を深め，促進する 
 

・英語以外の外国語 
＜教育目的＞ 

     「英語以外の外国語（ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・韓国語）」は，外国語の文法を習得した上
で，①日常生活に必要な基本的な会話ができるようにすること，②外国語で書かれた文章を読むことができる
ようにすること，③日常生活で使う文章を外国語で書けるようにすること，④外国語学習を通して，異文化理
解の基礎的知識を獲得すること，の４点を身につけることを目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
     「英語以外の外国語（ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・韓国語）」では，学生が以下の能力を修得

することを目指す。 
     初級外国語（入門・発展）では， 

（１）下記語学検定試験の級をマスターしたと認められる程度の文法知識と会話能力 
   ・ドイツ語技能検定試験    ４級 
   ・実用フランス語技能検定試験 ４級 
   ・ロシア語能力検定試験    ４級 
   ・中国語検定試験       ４級 
   ・漢語水平考試（HSK）    ３級 
   ・韓国語能力試験       TOPIKⅡ（3～6級120点以上） 
   ・ハングル能力検定試験    ５級 
（２）外国語を用いて，基本的なコミュニケーションを行うことができる能力 
（３）易しい文章を読んだり書いたりできる能力 
（４）国際化社会に対応できる，異文化を理解するための基礎的知識 
中級外国語では， 
（１）下記語学検定試験の級をマスターしたと認められる程度の文法知識と会話能力 
   ・ドイツ語技能検定試験    ３級 
   ・実用フランス語技能検定試験 ３級 
   ・ロシア語能力検定試験    ３級 
   ・中国語検定試験       ３級 
   ・漢語水平考試（HSK）    ４級 
   ・ハングル能力検定試験    ４級 
（２）外国語を用いて，より高度なコミュニケーションを行うことができる能力 
（３）やや難解な文章を読んだり書いたりできる能力 
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（４）国際化社会に対応できる，異文化を理解するための知識 
 

・日本語 
＜教育目的＞ 

「日本語」は，外国人留学生を対象とし，上級レベルの四技能（読む・書く・聞く・話す）の指導を通じ，
日本語による情報収集，口頭発表，論文作成，討論など大学の授業や研究活動に日本語を使用して参加する力
の養成を目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
「日本語」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
（１）文法力，読解力，聴解力については日本語能力試験Ｎ１レベル以上の能力 
（２）レポート，小論文等の文章作成力，および，討論，口頭発表等の口頭表現力等，外国語共通参照枠

（CEFR）のＣ１レベル以上の日本語能力 
 

２．健康・スポーツ科目 
＜教育目的＞ 

「健康・スポーツ科目」は，スポーツを行うことによって健康と体力の保持増進を図り，コミュニケーション
能力を高めるとともに，スポーツ科学やスポーツ文化についても理解を深めながら，生涯にわたりスポーツを実
践する力を養うことを目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
「健康・スポーツ科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
（１）スポーツ活動を通じて健康と体力の保持増進を図る能力 
（２）スポーツを科学的・文化的に理解し，上手にコミュニケーションを図れる能力 

 
３．情報科目 
＜教育目的＞ 

「情報科目」は，高度情報化社会において社会生活を営む上で必要となるコンピュータと情報処理に関する基
礎的な知識と技能を習得することを目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
    「情報科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 

（１）コンピュータの基本的な仕組みを理解し，目的に応じて使うことができる基礎的な能力 
（２）多種多様な情報から必要な情報を獲得し，目的に向けた適切な処理を行う基礎的な能力 
（３）情報を適切に受発信するための基礎的な能力 
（４）情報化社会におけるモラルや社会的な問題を理解し，適切な行動をとることができる能力 

 
 
Ｃ 学問知科目 
＜教育目的＞ 

「学問知科目」は，在学生が諸学問分野の「ものの見方・考え方」を幅広く学ぶことによって，自分自身の専門
分野が全体の中でどのような位置にあり，どのような意味・役割を持っているかを理解するとともに，専門を深める
上で必要な幅広い教養を身につけることを目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
「学問知科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
（１）物事を多面的な角度から考察できる能力 
（２）多様な価値観を受け入れることができる能力 
（３）自然・人間・社会との関係において，各種の常識・通念を根底的に捉え直せるような「ものの見方・考え

方」ができる能力 
（４）激動する現代社会の複雑な諸問題に柔軟に対応できる，総合的判断を行える能力 

 
１．文化 
＜教育目的＞ 

「文化」は，人文科学における各学問分野の観点から，多様な文化がそれぞれどのように形成され，人間にと
ってどのような意味や機能（はたらき）をこれまでもってきたか，そして現在もっているかを理解し，また人間
の心に関する諸問題を理解することを目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
「文化」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
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（１）各種の文化や人間の心について多角的に分析・把握できる能力 
（２）各種の文化や人間の心についての諸見解を批判的に検討し，自分なりの見解を打ち出すことができる 

能力 
 

２．社会 
＜教育目的＞ 

「社会」は，社会で生じている様々な問題を社会科学の各学問分野の視点から取り上げることによって，問題
の背後にある諸要因やそこに働いている論理を理解するとともに，それら問題が私たち一人ひとりにとって持つ
意味を理解することを目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
「社会」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
（１）社会問題が生じている基本的背景を多面的・総合的に分析・把握できる能力 
（２）社会問題に対する諸見解を批判的に検討し，自分なりの見解を打ち出すことができる能力 

 
３．自然＆科学技術 
＜教育目的＞ 

「自然＆科学技術」は，身の回りの自然科学や，くらしと関係する科学技術における各分野の視点から，人間
と自然とのかかわりをめぐるさまざまな問題を取り上げることによって，専門を深めるうえで必要な幅広い教養
を身につけることを目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
「自然＆科学技術」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
（１）人間と自然とのかかわりを多面的な角度から考察できる能力 
（２）自然科学や科学技術に関する初歩的な専門的知識に基づく考え方ができる能力 

 
４．環境科目 
＜教育目的＞ 

「環境科目」は，本学における環境教育の出発点として位置づけられていることから，環境に対する幅広い関
心と深い認識を促し，環境についての多角的な「考え方」を養うことを目的とする。 

＜修得すべき能力＞ 
「環境科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
（１）環境を，自らの主観によるのではなくデータなどに基づき客観的に理解する能力 
（２）環境を，文系，理系などの自らの学ぶ専門領域を超えて，広い視野から理解する能力 
（３）環境に関する問題を，人間や生物の生存と深くかかわるものと理解し，自らの問題として思考する 

能力 
 
  ５．地域科目 
  ＜教育目的＞ 
    「地域科目」は，岩手の地域に関することを様々な分野・視点から学び，岩手の歴史・文化・特色を理解

し，地域社会の複雑な諸問題に柔軟に対応できるような総合的判断力を培うことを目的とする。 
  ＜修得すべき能力＞ 
    「地域科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。 
    （１）多角的・複眼的な視点によって，岩手の地域社会を全体的に把握できる能力 
    （２）総合的な判断に基づいて，岩手の地域社会の諸問題に対して柔軟に対応できる能力 
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３ 履修方法及び開設授業科目 
 
  履修については，本冊子及び授業時間割を参考にし，間違いのないよう注意してください。 

同一授業科目は重複して履修できません。ただし，日本語以外の外国語科目は重複して履修できます。 
 なお，授業科目には，必修科目と選択科目の２種類があり，各学部，学科，課程ごとにそれぞれ範囲及び修得
すべき単位数等が定められていますので，各学部の説明の項を熟読してください。また，履修にあたっては前期
のみ又は後期のみの開設授業科目や年度により開設しない授業科目があるので注意してください。 

 
 
 
Ａ 実践知科目 
 
  （１）転換教育科目の開設授業科目及び履修方法等 
   表Ⅰａ                   

授 業 科 目 単位数 週時限数 備   考 
 基礎ゼミナール  １ １ １年次対象 

 
   －履修年次－ 

１年次に履修すること。 
また，学部毎にガイダンス，クラス分け等を行っているので，注意すること（掲示により確認するこ
と）。  

   (注)１．全学部とも基礎ゼミナール（１単位）は，１年次前期に必ず修得すること。 
 
 
  （２）地域関連科目の開設授業科目及び履修方法等 
   表Ⅰｂ                   

授 業 科 目 単位数 週時限数 
 課題発展型演習  ２ １ 

 
  （注）１．課題発展型演習（２単位）は，人数制限があるので注意すること。 
 
 
  （３）地域課題演習科目（地域関連科目）の開設授業科目及び履修方法等 
   表Ⅰｃ                   

授 業 科 目 単位数 週時限数 
 地域課題演習Ａ 
 地域課題演習Ｂ 
 地域課題演習Ｃ 
 地域課題演習Ｄ 
 地域課題演習Ｅ 
 地域課題演習Ｆ 
 地域課題演習Ｇ 
 地域課題演習Ｈ 

 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 
   （注）１．地域課題演習科目（２単位）は，人数制限があるので注意すること。 
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Ｂ 技法知科目 
 
  （１）「外国語科目」の開設授業科目及び履修方法等 
   表Ⅰｄ－１            

授 業 科 目 単位数 週時限数 授 業 科 目 単位数 週時限数  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 英語総合Ⅰ（上級） 
 英語総合Ⅱ（上級） 
 英語総合Ⅰ（中級） 
 英語総合Ⅱ（中級） 
 英語総合Ⅰ（初級） 
 英語総合Ⅱ（初級） 
 英語コミュニケーションⅠ(上級) 
 英語コミュニケーションⅡ(上級) 
 英語コミュニケーションⅠ(中級) 
 英語コミュニケーションⅡ(中級) 
 英語コミュニケーションⅠ(初級) 
 英語コミュニケーションⅡ(初級) 

 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 初級ロシア語(入門) 
 初級ロシア語(発展) 
 中級ロシア語 
 初級中国語（入門） 
 初級中国語（発展） 
 中級中国語 
 初級韓国語（入門） 
 初級韓国語（発展） 
 中級韓国語 

 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 上級日本語Ａ 
 上級日本語Ｂ 
 上級日本語Ｃ 
 上級日本語Ｄ 
 上級日本語Ｅ 
 上級日本語Ｆ 
 上級日本語Ｇ 
 上級日本語Ｈ 

 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 初級ドイツ語（入門） 
 初級ドイツ語（発展） 
 中級ドイツ語 
 初級フランス語(入門) 
 初級フランス語(発展) 
 中級フランス語 

 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １ 
 １  

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 
   －履修年次－ 
    １年次に履修すること。履修方式は学部ごとに異なるので，注意すること。 
    また，クラス分けを行っているので，注意すること（掲示により確認すること）。  

（注）１．外国語は週１時限で１単位。 
２．「英語」と「英語以外の外国語」を合わせて，計８単位履修すること。 
３．英語総合Ⅰ・Ⅱは「読むことと書くこと」を中心とする授業であり，英語コミュニケーションⅠ

・Ⅱは「聞くことと話すこと」を中心とする授業である。 
４．英語以外の外国語は，ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，韓国語から１つの言語を履  

修する。中級外国語は，初級外国語と同一言語を履修する。 
５．英語以外の外国語は，初級（入門），初級（発展）の順に履修すること。 

ただし，集中型（入門と発展を併せて週４回行う。）の授業の場合は，同時に履修すること。 
６．外国人留学生は，外国語科目として日本語を履修することができる。 
７．外国人留学生は，第一言語（母語）を履修できない。 
８．英語以外の外国語で１科目当たり６０時間以上を高校等で履修してきた学生は，別に指示するので

申し出ること。 
９．「英語」については，上記のほか表Ⅰｄ－２のとおり開設授業科目がある。 

 
 

表Ⅰｄ－２               
授 業 科 目 単位数 週時限数 備考 

 英語基礎 
 英語発展Ａ（TOEIC初級） 
 英語発展Ｂ（TOEIC初級） 
 英語発展Ｃ（TOEIC中級） 
 英語発展Ｄ（TOEIC中級） 
 英語発展Ｅ（実践英語） 
 英語発展Ｆ（実践英語） 
 英語発展Ｇ（科学英語） 
 英語発展Ｈ（科学英語） 

 １ 
  １ 
  １ 
  １ 
  １ 
  １ 
  １ 
  １ 
  １ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１年次対象 
２年次以上対象 
２年次以上対象 
２年次以上対象 
２年次以上対象 
２年次以上対象 
２年次以上対象 
２年次以上対象 
２年次以上対象 
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   －履修年次－ 
    「英語基礎」は１年次，「英語発展」は２年次以上に履修すること。 

なお，「英語基礎」は入学式前日行事で実施した TOEIC テストで基準点に達しなかった者が履修対象者と
なり，修得した単位は卒業要件単位数には含めない。「英語発展」で修得した単位は選択となる。  

 (注)１．外国語は週１時限で１単位。 
 ２．英語発展Ａ～Ｈに履修の順番はない。ただし，英語発展Ｃ・Ｄ（TOEIC 中級）の単位を修得した場

合，英語発展Ａ・Ｂ（TOEIC 初級）を履修することはできない。（１学期で英語発展Ｃ・Ｄ
（TOEIC中級）と英語発展Ａ・Ｂ（TOEIC初級）を同時に履修することはできない。） 

３．英語発展Ａ（TOEIC 初級）及び英語発展Ｂ（TOEIC 初級）は，TOEIC スコア 500 点を到達目標とし
た授業である。 
英語発展Ｃ（TOEIC 中級）及び英語発展Ｄ（TOEIC 中級）は，TOEIC スコア 600 点を到達目標とし
た授業である。    
英語発展Ｅ（実践英語）及び英語発展Ｆ（実践英語）は，日常生活で使用する実践的な英語力を養う
ことを目的とした授業である。 
英語発展Ｇ（科学英語）及び英語発展Ｈ（科学英語）は，「科学」をテーマにした文献の読解力の養
成と英語によるプレゼンテーション能力を高めることを目的とした授業である。 

                                  
 
 
  （２）「健康・スポーツ科目」の開設授業科目及び履修方法等 
   表Ⅰｅ                   

授 業 科 目 単位数 週時限数 備    考 
 健康・スポーツＡ 
 健康・スポーツＢ 
 健康・スポーツＣ（シーズン）  

 １ 
 １ 
 １ 

１ 
１ 
集中 

 通常実技（理論含む） 
 通常実技（理論含む） 
 集中実技（理論含む） 

 
   －履修年次－ 

全学部とも健康・スポーツＡは１年次前期に，健康・スポーツＢは１年次後期に履修すること。健康・ス
ポーツＣ（シーズン）は集中して行う。  

（注）１．全学部とも健康・スポーツＡ（１単位）は必ず修得すること。健康・スポーツ科目が２単位必修の
学部（人文社会科学部，教育学部，農学部）は，健康・スポーツＡに加えて健康・スポーツＢを修
得することが望ましい。 

２．健康・スポーツＣ（シーズン）は，「スキー，スノーボード」，「スケート」から１つ修得できる。 
３．健康・スポーツＢ（理工学部対象）と健康・スポーツＣ（シーズン）は人数制限があるので注意す

ること。 
 
 
  （３）「情報科目」の開設授業科目及び履修方法等 
   表Ⅰｆ （１年次対象）           

授 業 科 目 単位数 週時限数 備   考 
 情報基礎  ２ １  機器の操作含む 

 
－履修年次－ 
１年次前期に履修すること。 

    また，端末台数の関係上，学部毎に学科等の単位でのクラス編成または学籍番号によるクラス編成を行って
いるので，注意すること（時間割及び掲示により確認すること）。  

（注）高校で情報科目を履修し，所定のレベルを有するものは早期に単位を修得できる場合があります。 
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Ｃ 学問知科目 
 

（１）「文化科目」の開設授業科目等 
   表Ⅰｇ            

授 業 科 目 単位数 週時限数 授 業 科 目 単位数 週時限数 
 哲学の世界 
 倫理学の世界 
 日本の思想と文化 
 アジアの思想と文化 
 欧米の思想と文化 
 心の理解 
 日本の文学 
 言葉の世界 
 中国の文学 
 欧米の文学 
 欧米の言語論 
 芸術の世界 
 日本の歴史と文化 

 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
  ２ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 アジアの歴史と文化  
 欧米の歴史と文化 
 ジェンダーの歴史と文化 
 女性と科学の関係史 
 大学の歴史と現在 
 岩手大学ミュージアム学 
 日本語表現技術入門 
 図書館への招待 
 コミュニケーションの現在 
 英語で学ぶ日本文化 
 日本事情Ａ 
 日本事情Ｂ 
 心と表象 

 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
  ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
  ２ 
 ２ 
 ２ 
  ２ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 
 
（２）「社会科目」の開設授業科目等 

   表Ⅰｈ            
授 業 科 目 単位数 週時限数 授 業 科 目 単位数 週時限数 

 市民生活と法 
 憲法 
 経済のしくみ 
 現代社会と経済 
 市民と政治 
 現代政治を見る眼 
 社会的人間論 
 現代社会の社会学 
 地域と生活 
 地域と社会 

 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 対人関係の心理学 
 知的財産入門 
 知財ワークショップ 
 キャリアを考える 
 多文化コミュニケーションＡ 
 多文化コミュニケーションＢ 
 ボランティアとリーダーシップ 
 公共社会 
 現代の諸問題 
キャリアデザイン実践 

 ２ 
  ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
  ２ 
 ２ 

１ 
集中 
集中 
１ 
１ 
１ 
集中 
１ 
１ 
集中 

 
 
（３）「自然＆科学技術科目」の開設授業科目等 

   表Ⅰｉ           
授 業 科 目 単位数 週時限数 授 業 科 目 単位数 週時限数 

 科学と技術の歴史 
 自然のしくみ 
 自然と数理 
 数理のひろがり 
 生命のしくみ 
 宇宙のしくみ 

 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 物質の世界 
 自然と法則 
 くらしと科学技術 
 自然と数理の世界 
 自然の科学 
 科学技術 

 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
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（４）「環境科目」の開設授業科目等 

   表Ⅰｊ  
授 業 科 目 単位数 週時限数 

 「環境」を考える 
 生活と環境 
 都市と環境 
 地域の環境保全を考える 
 地球環境と社会 
 水と環境 
 廃棄物と環境 
 植物栽培と環境テクノロジー 
 森林と環境 
 動物と環境 
 人の暮らしと生物環境 
 環境マネジメントと岩手大学 
 環境の科学 

 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
  ２ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 
   －履修年次－ 
    環境科目は全学部とも１年次後期に履修すること。 
    また，クラス分けを行っているので，注意すること（前期末の掲示により確認すること）。 
    

（注）農学部生が必修のほか選択として履修する場合は，２年次後期以降に履修すること。
 
 
  （５）地域科目（地域関連科目） 
   表Ⅰｋ             

授 業 科 目 単位数 週時限数 授 業 科 目 単位数 週時限数 
 現代社会をみる視角 
 岩手の研究 
 環境マネジメント実践学 
 いわて学Ⅰ 
 いわて学Ⅱ 
 宮沢賢治の世界 
 危機管理と復興 
 持続可能なコミュニティーづくり実践学 

  ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 

１ 
１ 
１ 
集中 
集中 
１ 
集中 
１ 

 地元の企業に学ぶＥＳＤ 
 地場産業・企業論 
 三陸の研究 
 自然災害と社会 
 東北の歴史 
 地域を考える 
 地域と国際社会 
 海外研修－世界から地域を考える－ 

  ２ 
  ２ 
  ２ 
  ２ 
  ２ 
  ２ 
  ２ 
  ２   

１ 
集中 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
集中 

 
 
 
４ 選択について 
   必修単位数を超えた健康・スポーツ科目，外国語科目（英語発展），文化，社会，自然＆科学技術，地域関連

科目（地域科目，地域課題演習科目）（農学部のみ「環境科目」を含む）を選択に充てることができます。 
   また，いわて高等教育コンソーシアム，北東北国立３大学における単位互換協定に基づき，他大学で修得した

科目については選択のなかに取り入れることができます。 
なお，選択の範囲及び修得すべき単位数等については，学部，学科，課程により異なるので各学部の説明の

項を参照してください。 
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参考：開設授業科目要件区分／標準履修学年・時期早見表 

履修区分 
科目名 

（※印は集中講義形式で開講） 
単位数 要件区分 

標準履修 

学年・時期 
備考 

実践知 

科目 
転換教育科目 基礎ゼミナール  1 必修 1 前 

学部毎にクラス分けを行う。 

（掲示により確認すること） 

技法知 

科目 

外国語 

科目 

英語 

英語総合Ⅰ（初級）  1 必修 1 

履修希望調査及び TOEIC テスト（入学前行事）によりクラス分けを行う。 

（掲示により確認すること） 

英語総合Ⅰ（中級）  1 必修 1 

英語総合Ⅰ（上級）  1 必修 1 

英語総合Ⅱ（初級）  1 必修 1 

英語総合Ⅱ（中級）  1 必修 1 

英語総合Ⅱ（上級）  1 必修 1 

英語コミュニケーションⅠ（初級）  1 必修 1 

英語コミュニケーションⅠ（中級）  1 必修 1 

英語コミュニケーションⅠ（上級）  1 必修 1 

英語コミュニケーションⅡ（初級）  1 必修 1 

英語コミュニケーションⅡ（中級）  1 必修 1 

英語コミュニケーションⅡ（上級）  1 必修 1 

英語発展Ａ（TOEIC 初級）  1 選択 2 

  

英語発展Ｂ（TOEIC 初級）  1 選択 2 

英語発展Ｃ（TOEIC 中級）  1 選択 2 

英語発展Ｄ（TOEIC 中級）  1 選択 2 

英語発展Ｅ（実践英語）  1 選択 2 

英語発展Ｆ（実践英語）  1 選択 2 

英語発展Ｇ（科学英語）  1 選択 2 

英語発展Ｈ（科学英語）  1 選択 2 

英語基礎  1 要件外 1 前 
TOEIC テスト（入学前行事）により履修対象者を決定する。 

（掲示により確認すること） 

英語以外 

初級ドイツ語（入門）  1 必修 1 

履修希望調査によりクラス分けを行う。 

（掲示により確認すること） 

初級ドイツ語（発展）  1 必修 1 

中級ドイツ語  1 必修 1 後 

初級フランス語(入門)  1 必修 1 

初級フランス語(発展)  1 必修 1 

中級フランス語  1 必修 1 後 

初級ロシア語(入門)  1 必修 1 

初級ロシア語(発展)  1 必修 1 

中級ロシア語  1 必修 1 後 

初級中国語（入門）  1 必修 1 

初級中国語（発展）  1 必修 1 

中級中国語  1 必修 1 後 

初級韓国語（入門）  1 必修 1 

初級韓国語（発展）  1 必修 1 

中級韓国語  1 必修 1 後 

上級日本語Ａ  1 必修 1 前 

上級日本語Ｂ  1 必修 1 前 

上級日本語Ｃ  1 必修 1 前 

上級日本語Ｄ  1 必修 1 前 

上級日本語Ｅ  1 必修 1 後 

上級日本語Ｆ  1 必修 1 後 

上級日本語Ｇ  1 必修 1 後 

上級日本語Ｈ  1 必修 1 後 

健康・スポーツ 

科目 

健康・スポーツＡ  1 必修 1 前   

  

  

健康・スポーツＢ  1 必修／選択 1 後 

健康・スポーツＣ（シーズン) ※ 1 必修／選択 1 後 

情報科目 情報基礎  2 必修 1 前 
学部毎に学科等の単位でのクラス編成または学籍番号でのクラス編成を行う。 

（時間割及び掲示により確認すること） 

学問知 

科目 
文化科目 

哲学の世界  2 必修／選択 1・2 

 

倫理学の世界  2 必修／選択 1・2 

日本の思想と文化  2 必修／選択 1・2 

アジアの思想と文化  2 必修／選択 1・2 

欧米の思想と文化  2 必修／選択 1・2 

日本の歴史と文化  2 必修／選択 1・2 

アジアの歴史と文化  2 必修／選択 1・2 

欧米の歴史と文化  2 必修／選択 1・2 

ジェンダーの歴史と文化  2 必修／選択 1・2 

女性と科学の関係史  2 必修／選択 1・2 

大学の歴史と現在  2 必修／選択 1・2 

岩手大学ミュージアム学  2 必修／選択 1・2 

心の理解  2 必修／選択 1・2 

日本の文学  2 必修／選択 1・2 

言葉の世界  2 必修／選択 1・2 

中国の文学  2 必修／選択 1・2 

欧米の文学  2 必修／選択 1・2 

欧米の言語論  2 必修／選択 1・2 

芸術の世界  2 必修／選択 1・2 

日本語表現技術入門  2 必修／選択 1・2 

図書館への招待  2 必修／選択 1・2 

コミュニケーションの現在  2 必修／選択 1・2 

心と表象  2 必修／選択 1・2 

日本事情Ａ  2 必修／選択 1・2 

日本事情Ｂ  2 必修／選択 1・2 

英語で学ぶ日本の文化  2 必修／選択 1・2 
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履修区分 

科目名 

（※印は集中講義形式で開講） 
単位数 要件区分 

標準履修 

学年・時期 
備考 

学問知 

科目 
社会科目 

市民生活と法  2 必修／選択 1・2 

教育学部生は、時間割を確認の上、「憲法」を 1年前期に履修すること。 

憲法  2 必修／選択 1・2 

経済のしくみ  2 必修／選択 1・2 

現代社会と経済  2 必修／選択 1・2 

市民と政治  2 必修／選択 1・2 

現代政治を見る眼  2 必修／選択 1・2 

社会的人間論  2 必修／選択 1・2 

現代社会の社会学  2 必修／選択 1・2 

地域と生活  2 必修／選択 1・2 

地域と社会  2 必修／選択 1・2 

対人関係の心理学  2 必修／選択 1・2 

知的財産入門 ※ 2 必修／選択 1・2 

知財ワークショップ ※ 2 必修／選択 1・2 

キャリアを考える  2 必修／選択 1・2 

ボランティアとリーダーシップ ※ 2 必修／選択 1・2 

現代の諸問題  2 必修／選択 1・2 

公共社会  2 必修／選択 1・2 

多文化コミュニケーションＡ  2 必修／選択 1・2 

多文化コミュニケーション B  2 必修／選択 1・2 

キャリアデザイン実践  2 必修／選択 1・2 

学問知 

科目 

自然＆科学技術 

科目 

生命のしくみ  2 必修／選択 1・2 

  

自然のしくみ  2 必修／選択 1・2 

自然と数理  2 必修／選択 1・2 

数理のひろがり  2 必修／選択 1・2 

宇宙のしくみ  2 必修／選択 1・2 

物質の世界  2 必修／選択 1・2 

自然と法則  2 必修／選択 1・2 

自然と数理の世界  2 必修／選択 1・2 

自然の科学  2 必修／選択 1・2 

科学と技術の歴史  2 必修／選択 1・2 

くらしと科学技術  2 必修／選択 1・2 

科学技術  2 必修／選択 1・2 

環境科目 

「環境」を考える  2 必修／選択 1 後・2 後 

前期末に行う履修希望調査によりクラス分けを行う。 

（掲示により確認すること） 

生活と環境  2 必修／選択 1 後・2 後 

都市と環境  2 必修／選択 1 後・2 後 

地域の環境保全を考える  2 必修／選択 1 後・2 後 

地球環境と社会  2 必修／選択 1 後・2 後 

水と環境  2 必修／選択 1 後・2 後 

廃棄物と環境  2 必修／選択 1 後・2 後 

植物栽培と環境テクノロジー  2 必修／選択 1 後・2 後 

森林と環境  2 必修／選択 1 後・2 後 

動物と環境  2 必修／選択 1 後・2 後 

人の暮らしと生物環境  2 必修／選択 1 後・2 後 

環境マネジメントと岩手大学  2 必修／選択 1 後・2 後 

環境の科学  2 必修／選択 1 後・2 後 

地域関連 

科目 

地域 

科目 

現代社会をみる視角  2 必修／選択 1・2 

  

岩手の研究  2 必修／選択 1・2 

環境マネジメント実践学  2 必修／選択 1・2 

いわて学Ⅰ ※ 2 必修／選択 1・2 

いわて学Ⅱ ※ 2 必修／選択 1・2 

宮沢賢治の世界  2 必修／選択 1・2 

危機管理と復興 ※ 2 必修／選択 1・2 

持続可能なコミュニティーづくり実践学  2 必修／選択 1・2 

地元の企業に学ぶＥＳＤ  2 必修／選択 1・2 

地場産業・企業論 ※ 2 必修／選択 1・2 

三陸の研究  2 必修／選択 1・2 

自然災害と社会  2 必修／選択 1・2 

東北の歴史  2 必修／選択 1・2 

地域を考える  2 必修／選択 1・2 

地域と国際社会  2 必修／選択 1・2 

海外研修－世界から地域を考える－ ※ 2 必修／選択 1・2 

実践知 

科目 

  課題発展型演習  2 必修／選択 1 後・2 後   

地域課題 

演習科目 

地域課題演習A  2 必修／選択 1・2 

  

地域課題演習B  2 必修／選択 1・2 

地域課題演習C  2 必修／選択 1・2 

地域課題演習D  2 必修／選択 1・2 

地域課題演習E  2 必修／選択 1・2 

地域課題演習F  2 必修／選択 1・2 

地域課題演習G  2 必修／選択 1・2 

地域課題演習H  2 必修／選択 1・2 

注1：各学部の履修単位数及び履修方法を確認すること。 

注2：履修にあたっては前期のみまたは後期のみの開設授業科目や年度により開設しない科目があるので、時間割を確認すること。 

   なお、時間割には、学年・学部・学科等の単位で履修できる枠（時間割枠）があるので、注意すること。 

注3：科目名の※印は集中講義形式での開講を示しているが、これ以外でも集中講義形式で開講する場合がある。
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５ 各学部の履修単位数及び履修方法 
 
 
 人文社会科学部 

教養教育科目の授業科目区分及び単位数等は前述のとおりですが，修得すべき単位数及び履修方法について
は，以下のようになりますので，熟読のうえ履修してください。 

 
表Ⅱａ 教養教育科目の修得すべき単位数 

 
    

区       分 
 
 

 
    人文社会科学部 
 

必修 
単位 

選択 
上限 単位 

教 
養 
教 
育 
科 
目 

実践知科目 転換教育科目 基礎ゼミナール １   
 
 
 
 
 
 
 

１０ 
Ⅳ参照 

 
 
 
 
 
 
 

実践知科目（転換教育科目）修得単位数計 １  

技法知科目 
外国語科目 

英語 
８ 

２ 
英語以外  
日本語  

健康・スポーツ科目 ２ １ 
情報科目 ２  
技法知科目修得単位数計 １２  

学問知科目 

文化科目 ６ ４ 
社会科目 ６ ４ 
自然＆科学技術科目 ４ ４ 
環境科目 ２  

地域関連科目 
地域科目 

２ 
２ 

実践知科目 
課題発展型演習 

４ 
地域課題演習科目 

学問知科目・実践知科目取得単位合計数 ２０  
教養教育科目修得単位数計 ４３ 

（注）１．各区分から修得すべき単位数以上を履修すること。 
   ２．選択の上限欄の数字は上限単位数を表す。 

    ３．上記の表だけで判断せず，下の説明も確認すること。 
 
 
Ⅰ 実践知科目（転換教育科目）（１単位） 

必修単位（１単位） 
基礎ゼミナール（１単位）を修得すること。 

 
 Ⅱ 技法知科目（１２単位） 
   必修単位（１２単位） 

① 外国語科目（英語・英語以外の外国語） 
英語，英語以外の外国語を次のａ～ｃのいずれか１つの履修形態を選択し修得すること。 
ａ．英語８単位 

英語総合Ⅰ・Ⅱを各２単位，英語コミュニケーションⅠ・Ⅱを各２単位，計８単位 
ｂ．英語４単位，英語以外の外国語４単位，計８単位 

英語総合Ⅰ・Ⅱを各１単位，英語コミュニケーションⅠ・Ⅱを各１単位，計４単位及び英語以
外の外国語から１外国語を選択し，初級（入門）を２単位，初級（発展）を２単位，計４単
位，合計８単位 

ｃ．英語以外の外国語８単位 
１外国語を選択し，初級（入門）を２単位，初級（発展）を２単位，中級を４単位，計８単位 
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② 健康・スポーツ科目 
ⅰ 健康・スポーツＡ（１単位）は必ず修得すること。 
ⅱ 健康・スポーツＢ及び健康・スポーツＣから１単位を修得すること。健康・スポーツＢを修得する
ことが望ましい。 

ⅲ 健康・スポーツＣ（シーズン）は，「スキー，スノーボード」，「スケート」から１つ修得できる
が，人数制限があるので注意すること。 

 
③ 情報科目 

情報基礎（２単位）を修得すること。 
 
 
Ⅲ 学問知科目及び実践知科目（基礎ゼミナールを除く）（２０単位） 
 必修単位（２０単位） 
① 「文化科目」から６単位を修得すること。 
② 「社会科目」から６単位を修得すること。 
③ 「自然＆科学技術科目」から４単位を修得すること。 
④ 「環境科目」から２単位を修得すること。 
⑤ 「地域科目」，「課題発展型演習」，「地域課題演習科目」から２単位を修得すること。 

 
 
 ※Ⅳ 選択（１０単位） 

次の区分から１０単位を修得すること。なお，区分ごとに修得できる上限があるので注意すること。 
また，いわて高等教育コンソーシアム，北東北国立３大学における単位互換制度に基づき，他大学で修得

した科目を含むことができる。 
① 「外国語科目」（「英語発展」のみ。２単位まで） 
② 「健康・スポーツ科目」（１単位まで） 
③ 「文化科目」（４単位まで） 
④ 「社会科目」（４単位まで） 
⑤ 「自然＆科学技術科目」（４単位まで） 
⑥ 「地域科目」（２単位まで） 
⑦ 「課題発展型演習」及び「地域課題演習科目」（４単位まで） 

 
 
－履修上の注意事項－ 

１ 「実践知科目（転換教育科目）」，「外国語科目（英語基礎を含む）」，「健康・スポーツ科目」，「情
報科目」，「環境科目」は１年次に，それぞれ決められた時間帯に履修すること。また「外国語科目（英語
発展）」は２年次以降に履修すること。 
 

２ 教育職員免許状取得希望者は，日本国憲法として「社会科目」で憲法２単位修得する必要があるので注意
すること。 
 

３ 履修については，本冊子及び授業時間割表を参考にし，間違いのないよう注意すること。 
なお，同一授業科目は重複して履修できない。ただし，日本語以外の外国語科目は重複して履修できる。 
また，履修にあたっては前期のみ又は後期のみの開設授業科目や年度により開設しない授業科目があるの

で注意すること。 
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 教 育 学 部 
教養教育科目の授業科目区分及び単位数等は前述のとおりですが，修得すべき単位数及び履修方法について

は，以下のようになりますので，熟読のうえ履修してください。 
 

表Ⅱｂ 教養教育科目の修得すべき単位数 
 
    

区       分 
 
 

 
    教 育 学 部 
 

必修 
単位 

選択 
上限 単位 

教 
養 
教 
育 
科 
目 

実践知科目 転換教育科目 基礎ゼミナール １   
 
 
 
 
 
 
 

２ 
Ⅳ参照 

 
 
 
 
 
 
 

実践知科目（転換教育科目）修得単位数計 １  

技法知科目 
外国語科目 

英語 ４ ２ 
英語以外 

４  
日本語  

健康・スポーツ科目 ２ １ 
情報科目 ２  
技法知科目修得単位数計 １２  

学問知科目 

文化科目 ２ ２ 
社会科目 ４ ２ 
自然＆科学技術科目 ２ ２ 
環境科目 ２  

地域関連科目 
地域科目 

２ 
２ 

実践知科目 
課題発展型演習 

２ 地域課題演習科目 
学問知科目・実践知科目取得単位合計数 １２  

教養教育科目修得単位数計 ２７ 
 （注）１．各区分から修得すべき単位数以上を履修すること。 
   ２．選択の上限欄の数字は上限単位数を表す。 

    ３．上記の表だけで判断せず，下の説明も確認すること。 
 
Ⅰ 実践知科目（転換教育科目）（１単位） 

必修単位（１単位） 
基礎ゼミナール（１単位）を修得すること。 

 
 Ⅱ 技法知科目（１２単位） 
   必修単位（１２単位） 

① 外国語科目（英語） 
英語総合Ⅰ・Ⅱを各１単位，英語コミュニケーションⅠ・Ⅱを各１単位，計４単位を修得すること。 

 
② 外国語科目（英語以外の外国語） 

１外国語を選択し，初級（入門）を２単位，初級（発展）を２単位，計４単位を修得すること。 
 

③ 健康・スポーツ科目 
ⅰ 健康・スポーツＡ（１単位）は必ず修得すること。 
ⅱ 健康・スポーツＢ及び健康・スポーツＣから１単位を修得すること。健康・ スポーツＢを修得す
ることが望ましい。 

ⅲ 健康・スポーツＣ（シーズン）は，「スキー，スノーボード」，「スケート」から１つ修得できる
が，人数制限があるので注意すること。 

 
④ 情報科目 

情報基礎（２単位）を修得すること。 
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Ⅲ 学問知科目及び実践知科目（基礎ゼミナールを除く）（１２単位） 
１．必修単位（１２単位） 
① 「文化科目」から２単位を修得すること。 
② 「社会科目」から憲法（２単位）を含む４単位を修得すること。 
③ 「自然＆科学技術科目」から２単位を修得すること。 
④ 「環境科目」から２単位を修得すること。 
⑤ 「地域科目」，「課題発展型演習」，「地域課題演習科目」から２単位を修得すること。 

 
 
 ※Ⅳ 選択（２単位） 

次の区分から２単位を修得すること。なお，区分ごとに修得できる上限があるので注意すること。 
また，いわて高等教育コンソーシアム，北東北国立３大学における単位互換制度に基づき，他大学で修得

した科目を含むことができる。 
① 「外国語科目」（「英語発展」のみ。２単位まで） 
② 「健康・スポーツ科目」（１単位まで） 
③ 「文化科目」（２単位まで） 
④ 「社会科目」（憲法を除く）（２単位まで） 
⑤ 「自然＆科学技術」（２単位まで） 
⑥ 「地域科目」（２単位まで） 
⑦ 「課題発展型演習」及び「地域課題演習科目」（２単位まで） 

 
 
－履修上の注意事項－ 

１ 「実践知科目（転換教育科目）」，「外国語科目（英語基礎を含む）」，「健康・スポーツ科目」，「情
報科目」，「環境科目」は１年次に，それぞれ決められた時間帯に履修すること。また，「外国語科目（英
語発展）」は２年次以降に履修すること。 
 

２ 履修については，本冊子及び授業時間割表を参考にし，間違いのないよう注意すること。 
  なお，同一授業科目は重複して履修できない。ただし，日本語以外の外国語科目は重複して履修できる。 

また，履修にあたっては前期のみ又は後期のみの開設授業科目や年度により開設しない授業科目があるので
注意すること。 
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 理 工 学 部 
教養教育科目の授業科目区分及び単位数等は前述のとおりですが，修得すべき単位数及び履修方法について

は，以下のようになりますので，熟読のうえ履修してください。 
 

表Ⅱｃ 教養教育科目の修得すべき単位数 
 
    

区       分 
 
 

 
    理 工 学 部 
 

必修 
単位 

選択 
上限 単位 

教 
養 
教 
育 
科 
目 

実践知科目 転換教育科目 基礎ゼミナール １   
 
 
 
 
 
 

５ 
Ⅳ参照 

 
 
 
 
 
 
 

実践知科目（転換教育科目）修得単位数計 １  

技法知科目 
外国語科目 

英語 
８ 

２ 
英語以外  
日本語  

健康・スポーツ科目 １ １ 
情報科目 ２  
技法知科目修得単位数計 １１  

学問知科目 

文化科目 ４ ２ 
社会科目 ４ ２ 
自然＆科学技術科目 ２ ２ 
環境科目 ２  

地域関連科目 
地域科目 

２ 
２ 

実践知科目 
課題発展型演習 

２ 地域課題演習科目 
学問知科目・実践知科目取得単位合計数 １４  

教養教育科目修得単位数計 ３１ 
 （注）１．各区分から修得すべき単位数以上を履修すること。 
   ２．選択の上限欄の数字は上限単位数を表す。 

    ３．上記の表だけで判断せず，下の説明も確認すること。 
 
 Ⅰ 実践知科目（転換教育科目）（１単位） 

必修単位（１単位） 
基礎ゼミナール（１単位）を修得すること。 

 
 
 Ⅱ 技法知科目（１１単位） 
   必修単位（１１単位） 

① 外国語科目（英語・英語以外の外国語） 
英語，英語以外の外国語を次のａ～ｂのどちらか１つの履修形態を選択し修得すること。 
ａ．英語８単位 

英語総合Ⅰ・Ⅱを各２単位，英語コミュニケーションⅠ・Ⅱを各２単位，計８単位 
ｂ．英語４単位，英語以外の外国語４単位，計８単位 

英語総合Ⅰ・Ⅱを各１単位，英語コミュニケーションⅠ・Ⅱを各１単位，計４単位及び英語以外 
     の外国語から１外国語を選択し，初級（入門）を２単位，初級（発展）を２単位，計４単位，合 
     計８単位 

 
② 健康・スポーツ科目（１単位） 

健康・スポーツＡ（１単位）を修得すること。 
 

③ 情報科目 
情報基礎（２単位）を修得すること。 
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Ⅲ 学問知科目及び実践知科目（基礎ゼミナールを除く）（１４単位） 
１．必修単位 
① 「文化科目」から４単位を修得すること。 
② 「社会科目」から４単位を修得すること。 
③ 「自然＆科学技術科目」から２単位を修得すること。 
④ 「環境科目」から２単位を修得すること。 
⑤ 「地域科目」，「課題発展型演習」，「地域課題演習科目」から２単位を修得すること。 

 
 
 ※Ⅳ 選択（５単位） 

次の区分から５単位を修得すること。なお，区分ごとに修得できる上限があるので注意すること。 
また，いわて高等教育コンソーシアム，北東北国立３大学における単位互換制度に基づき，他大学で修得

した科目を含むことができる。 
①  「外国語科目」（「英語発展」のみ。２単位まで） 
② 「健康・スポーツ科目」（１単位まで） 

  健康・スポーツＢ，健康・スポーツＣ（シーズン）は，人数制限があるので注意すること。 
③ 「文化科目」（２単位まで） 
④ 「社会科目」（２単位まで） 
⑤ 「自然＆科学技術科目」（２単位まで） 
⑥ 「地域科目」（２単位まで） 

   ⑦ 「課題発展型演習」及び「地域課題演習科目」（２単位まで） 
 
 
－履修上の注意事項－ 
１ 「実践知科目（転換教育科目）」，「外国語科目（英語基礎を含む）」，「健康・スポーツ科目」，「情報

科目」，「環境科目」は１年次に，それぞれ決められた時間帯に履修すること。また，「外国語科目（英語
発展）」は２年次以降に履修すること。 

 
２ 教育職員免許状取得希望者は，日本国憲法として「社会科目」で憲法２単位，健康・スポーツ科目２単位修

得する必要があるので注意すること。（詳細については，オリエンテーション等で説明する。） 
 
３ 履修については，本冊子及び授業時間割表を参考にし，間違いのないよう注意すること。 
   なお，同一授業科目は重複して履修できない。ただし，日本語以外の外国語科目は重複して履修できる。 

また，履修にあたっては前期のみ又は後期のみの開設授業科目や年度により開設しない授業科目があるので
注意すること。 
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 農  学  部（共同獣医学科を除く） 
教養教育科目の授業科目区分及び単位数等は前述のとおりですが，修得すべき単位数及び履修方法について

は，以下のようになりますので，熟読のうえ履修してください。 
 
表Ⅱｄ 教養教育科目の修得すべき単位数 

 
    

区       分 
 
 

 
    農 学 部 
 

必修 
単位 

選択 
上限 単位 

教 
養 
教 
育 
科 
目 

実践知科目 転換教育科目 基礎ゼミナール １   
 
 
 
 
 
 
 

４ 
Ⅳ参照 

 
 
 
 
 
 
 

実践知科目（転換教育科目）修得単位数計 １  

技法知科目 
外国語科目 

英語 
８ 

２ 
英語以外  
日本語  

健康・スポーツ科目 ２ １ 
情報科目 ２  
技法知科目修得単位数計 １２  

学問知科目 

文化科目 ６ ２ 
社会科目 ６ ２ 
自然＆科学技術科目 ２ ２ 
環境科目 ２ ２ 
 
地域関連科目 
 

地域科目 
２ 

２ 

実践知科目 
課題発展型演習 

２ 地域課題演習科目 
学問知科目・実践知科目取得単位合計数 １８  

教養教育科目修得単位数計 ３５ 
 （注）１．各区分から修得すべき単位数以上を履修すること。 
   ２．選択の上限欄の数字は上限単位数を表す。 

    ３．上記の表だけで判断せず，下の説明も確認すること。 
 
 Ⅰ 実践知科目（転換教育科目）（１単位） 

必修単位（１単位） 
基礎ゼミナール（１単位）を修得すること。 

 
 Ⅱ 技法知科目（１２単位） 
   必修単位（１２単位） 
   ① 外国語科目（英語・英語以外の外国語） 

英語，英語以外の外国語を次のａ～ｂのどちらか１つの履修形態を選択し修得すること。 
ａ．英語８単位 

英語総合Ⅰ・Ⅱを各２単位，英語コミュニケーションⅠ・Ⅱを各２単位，計８単位 
ｂ．英語４単位，英語以外の外国語４単位，計８単位 

英語総合Ⅰ・Ⅱを各１単位，英語コミュニケーションⅠ・Ⅱを各１単位，計４単位及び英語以外
の外国語から１外国語を選択し，初級（入門）を２単位，初級（発展）を２単位，計４単位，合
計８単位 

 
② 健康・スポーツ科目（２単位） 
ⅰ．健康・スポーツＡ（１単位）は必ず修得すること。 
ⅱ．健康・スポーツＢ及び健康・スポーツＣから１単位を修得すること。健康・ スポーツＢを修得す
ることが望ましい。 

ⅲ．健康・スポーツＣ（シーズン）は，「スキー，スノーボード」，「スケート」から１つ修得できる
が，人数制限があるので注意すること。 

-36-



③ 情報科目 
情報基礎（２単位）を修得すること。 

 
 
Ⅲ 学問知科目及び実践知科目（基礎ゼミナールを除く）（１８単位） 
 必修単位（１８単位） 
① 「文化科目」から６単位を修得すること。 
② 「社会科目」から６単位を修得すること。 
③ 「自然＆科学技術科目」から２単位を修得すること。 
④ 「環境科目」から２単位を修得すること。 
⑤ 「地域科目」，「課題発展型演習」，「地域課題演習科目」から２単位を修得すること。 

 
 ※Ⅳ 選択（４単位） 

次の区分から４単位を修得すること。なお，区分ごとに修得できる上限があるので注意すること。 
また，いわて高等教育コンソーシアム，北東北国立３大学における単位互換制度に基づき，他大学で修得

した科目を含むことができる。 
① 「外国語科目」（「英語発展」のみ。２単位まで） 
② 「健康・スポーツ科目」（１単位まで） 
③ 「文化科目」（２単位まで） 
④ 「社会科目」（２単位まで） 
⑤ 「自然＆科学技術科目」（２単位まで） 
⑥ 「環境科目」（２単位まで） 
⑦ 「地域科目」（２単位まで） 
⑧ 「課題発展型演習」及び「地域課題演習科目」（２単位まで） 

 
 
－履修上の注意事項－ 

１ 「実践知科目（転換教育科目）」，「外国語科目（英語基礎を含む）」，「情報科目」，「健康・スポー
ツ科目」，「環境科目（選択分の環境科目は２年次以降で履修）」は１年次に，それぞれ決められた時間帯
に履修すること。また，「外国語科目（英語発展）」は２年次以降に履修すること。 

 
２ 教育職員免許状取得希望者は，日本国憲法として「社会科目」で憲法２単位修得する必要があるので注意

すること。 
 
３ 履修については，本冊子及び授業時間割表を参考にし，間違いのないよう注意すること。 

なお，同一授業科目は重複して履修できない。ただし，日本語以外の外国語科目は重複して履修できる。 
また，履修にあたっては前期のみ又は後期のみの開設授業科目や年度により開設しない授業科目があるの

で注意すること。 
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人文社会科学部学生の皆さんへ 
 
 皆さんの科目履修については，この「履修の手引き」に全て記載してありますので，

関係する部分をよく読んでください。 
 本手引きの記載内容に変更等ある場合は，その都度，アイアシスタント・掲示板でお

知らせします。 
 
【教養教育科目の履修】 
  Ｐ30～31 に書いてある単位を修得してください。 
 
【専門教育科目の履修】 
  下記の順に掲載しています。 
  １．学部等の理念・目的および学位授与の方針，教育課程編成・実施の方針 
  ２．人文社会科学部教育課程規則 
  ３．人文社会科学部教育課程履修細則 
  ４．卒業に必要な単位数および主・副専修プログラム等について 
  ５．人間文化課程 科目等一覧 
  ６．地域政策課程 科目等一覧 
  ７．課程横断型プログラムおよび課外科目一覧 
  ８．取得可能な資格等について 

 
【教育職員免許状等の取得について】 
  中学校教諭（一種），高等学校教諭（一種）の免許等の取得が可能です。 
  履修すべき単位数や免許等取得の条件等については，本手引きで確認してください。 
  ガイダンス等は全てアイアシスタント及び掲示板でお知らせしますので，日頃から

注意してください。 
 
【学生センター相談窓口】 
  教養教育科目に関すること＝学生センター②窓口 
  専門教育科目・教員免許や学芸員等資格取得に関すること＝学生センター③窓口 
 
※人文社会科学部ＨＰにプログラムごとの履修のながれを示しています。 
 https://jinsha.iwate-u.ac.jp/ 



１．学部等の理念・目的および学位授与の方針，教育課程編成・実施の方針 
 
◆理念と目標 
 ＊理念 
    岩手大学人文社会科学部は，教育研究における「総合化」と「専門深化」をともに追究する。その実

現のため，人文社会諸科学と芸術文化に関する総合的教育研究を，自然科学との連携のもとに行い，地

域社会および国際社会の持続的発展に貢献する。 
 ＊教育目標 
    人文社会科学部は，幅広く深い教養と豊かな人間性，複雑化・高度化が進む現代社会に対応すること

ができる総合的な知見・思考力・判断力，および広い国際的視野を育むための教育を行う。  
    カリキュラムにおいて，教養教育と専門教育との有機的な連携，および専門教育における人文社会諸

科学・芸術文化と自然科学との密接な連携を図り，教育における「総合化と専門深化」の実現をめざす。 

 ＊研究目標 
    人文社会科学部は，グローバル化が進む現代社会の諸問題を解明・解決し，地域社会に暮らす人々の

生活に貢献することを目的として，以下の視点から独創的で多面的・総合的な研究を行う。 
    （１）固有の文化を育み，それを歴史的に継承してきた地域社会と，そこに暮らす人々の行動の特徴 
    （２）グローバル化が地域社会に及ぼす影響 
    （３）地域における社会システム・環境システムの特徴 

 ＊社会貢献目標 
    人文社会科学部は，地域社会が抱える諸課題を自らの課題として，これらに積極的に対応し，研究成

果の地域還元や地域に対する社会教育・芸術活動を通じて地域社会に貢献する。さらに，教育研究活動

の場を広げることによって，国際社会に貢献する。 

◆教育目的 
  人文社会科学部は，現代社会の諸問題を総合的観点から理解する能力と，人間・文化・社会・環境に関す

る専門的知識・能力を有し，地域社会および国際社会に実践を通して貢献できる人材を養成することを目的

とする。 

◆修得すべき能力 

  人文社会科学部は，その教育プログラムを通して，学生が次のような能力を獲得することを目指している。 
  （１）分野にとらわれず，幅広く深く学ぶ能力 
  （２）人間・文化・社会・環境を，現象だけにとらわれず，それぞれの本質的視点から分析し，それらを

総合し，判断する能力 
  （３）地域社会および国際社会のなかで，学び，考え，行動するために必要なコミュニケーション能力 

◆課程の教育目的 
  人間文化課程では，固有文化を育み歴史的に継承されてきた地域社会と，そこに暮らす人間の行動を多角

的に学修し，グロ－バル化を踏まえた地域づくりと住民の健やかな生活に貢献できる人材，および地域文化

を世界に向けて発信できる人材の養成を目的とする。 
  地域政策課程では，震災復興から，未来のモデルとなる持続可能な社会づくりへの道筋を見据え，地域創

生・地域マネジメントの課題に，法学・経済学・環境学それぞれの分野の学修を軸としながら，総合的視点

から取り組むことのできる人材の養成を目的とする。 

-38-



◆人文社会科学部及び各専修プログラムの学位授与の方針，教育課程編成・実施の方針 
   学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）とは，学生が修得すべき学修の成果を示したもので，端

的に言えば，学生が本学部卒業（＝学位授与）までに身に着けるべき知識や能力等です。教育課程編

成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）は，学位授与の方針実現のために，教育課程（カリキュ

ラム）をどのように編成し，実施するかを示したものです。 
   本学部では，本学の学位授与の方針に基づき，学部および専修プログラムの学位授与の方針，教育

課程編成・実施の方針を定めています。学修を進めるうえで，本学部卒業までに身に着けることがで

きる知識・能力等を知り，その知識・能力等獲得のために，どのように学修内容が定められているの

かを理解することは，皆さんの夢の実現への近道となることでしょう。 
   自立的な学修の第一歩として，学位授与の方針と教育課程編成・実施の方針をよく読んで，学修に

取り組んでください。 
 
〈学 部〉 
 学位授与の方針 
   人文社会科学部では，「総合化と専門深化」の教育理念に基づき，現代社会の諸問題を総合的観点から理

解する能力と人間・文化・社会・環境に関する専門的知識・能力を有し，地域社会および国際社会に実践

を通して貢献できる人材の養成を目的としており，所定の教育課程を学修し，以下に示す能力を修得した

者に「学士（総合科学）」の学位を授与する。 
    （知識・理解） 
  １．教養教育により幅広い分野の知識を修得している。 
  ２．人間・文化・社会・環境について，教養教育で得た基礎的知識・技能等を土台にし，専門的な知識と

理解を有するとともに，総合的・学際的な広い視野を有している。 
    （思考・判断） 
  ３．総合的な学修を活かし，変化が著しく複雑化する現代社会に対応できる柔軟な思考力と的確な判断力

を有している。 
    （技能・表現） 
  ４．グロ－バル化が進む社会において，多様な考え方，異質なものを理解するとともに，自らの見解・成

果を的確に表現し，発信できる高いコミュニケ－ション能力を有している。 
    （関心・意欲・態度） 
  ５．地域社会・国際社会の諸課題に実践を通して取り組み，貢献しようとする積極的態度と高い倫理性を

有している。 

 教育課程編成・実施の方針 

    人文社会科学部では，「総合化と専門深化」の教育理念に基づき，現代社会の諸問題を総合的観点から理

解する能力と人間・文化・社会・環境に関する専門的知識・能力を有し，地域社会および国際社会に実践

を通して貢献できる人材の養成を教育目的としている。 
   この目的を達成するために，教養教育で得た多様な学問領域の基礎的知識および基本的思考力，幅広く

深い教養と総合的な判断力等を踏まえ，学位授与の方針に基づき，専門教育科目を「学部共通科目」，「課

程科目」，「専修プログラム科目」の３つのカテゴリ－に分け，体系的な教育課程を編成する。 
   教育課程の特色として，学部共通科目の高年次必修科目に「総合科学論Ⅰ・Ⅱ」を配置し，諸学問のあ

り方を規定する方法論および諸研究が学際的に取り組む現代の重要課題を学修し，自らの学修の学問的特
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性や位置づけに対する理解を深める。また，多様な学修成果，能力の養成を可能とする主・副専修プログ

ラムを設けることで，専門性の強化および総合的・複眼的視野の充実を図るだけでなく，地域の諸課題に

柔軟に対応できる思考力・判断力と，その解決に必要なコミュニケ－ション能力を育成する。 
なお，教育課程を編成している各科目の評価に関しては，別途定めている「成績評価のガイドライン」

に基づくものとする。 
 

    （知識・理解） 
  １．幅広い分野の知識等修得のために，教養教育を必修とする。 
  ２．総合的・学際的視野を養うために，「総合科学論Ⅰ・Ⅱ」および主・副専修プログラムの修得を必修と

する。 
    （思考判断） 
  ３．柔軟な思考力と的確な判断力を養うために，１つ以上の副専修プログラムの修得を必修とする。 
    （技能・表現） 
  ４．基礎的語学力および多様な考え方を理解し，自分の考えを表現する力を養うために，教養教育の外国

語科目および１つ以上の副専修プログラム修得を必修とし，学部共通科目に「課題解決型国際研修」を

置く。 
    （関心・意欲・態度） 
  ５．諸課題に積極的に取り組み，貢献しようとする態度および高い倫理観を養うために，教養教育科目の

「地域関連科目」を必修とし，「課題解決型国際研修」を置く。 
 

〈人間文化課程 専修プログラム〉 

  行動科学専修プログラム 学位授与の方針 

    行動科学専修プログラムでは，人間行動を個人的側面と社会的側面から総合的に理解し，情報科学的

素養と人間学的素養をもって，地域住民の心身の問題，家族の問題，生きがいの問題など，人々が抱え

る多様な問題に適切に対処できる人材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得した者を主専修

プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．心理学，社会学を中心とした行動科学的なアプローチから得られた人間行動に関する知識を幅広く

身につけており，人間行動を総合的・多元的に理解することができる。 
     （思考・判断） 
   ２．人間行動をめぐる諸問題に適切に対処するための情報分析能力やコミュニケーション能力を身につ

けている。 
   ３．人間行動に関する専門的な知識等を活用して，現実の問題解決に向けてアプローチでき，地域社会

に積極的な提案を行うことができる。 
     （技能・表現） 
   ４．現代社会に生きる人々が新たに直面する事象を，自らの力で理解し判断する自発的課題探求力を身

につけている。 
   ５．発表や討論を通じてのコミュニケーションやプレゼンテーションのスキルを修得している。 
   ６．経験（実習・実験）を通して，チームワークやリーダーシップなどの集団活動場面におけるスキル

を修得している。 
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     （関心・意欲） 
   ７．専門分野の学問内容，最新の研究成果，動向等について興味・関心を持っている。 
   ８．専門性を活かして，社会に参画する意欲を持っている。 
     （態度） 
   ９．人間に対する深い理解と広い視野に基づく学際的・総合的な課題探求能力を修得し，現代社会の様々

な課題を全体的に把握し，それらの課題に適切かつ柔軟に対処できる。 

  行動科学専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 

    行動科学専修プログラムでは，人間行動を個人的側面と社会的側面から総合的に理解し，情報科学的

素養と人間学的素養をもって，地域住民の心身の問題，家族の問題，生きがいの問題など，人々が抱え

る多様な問題に適切に対処できる人材の養成を目的としている。この教育目的を達成するために，以下

のようにカリキュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．心理学，社会学を中心とした行動科学的なアプローチから得られた人間行動に関する知識を幅広く

身につけ，人間行動について総合的・多元的に理解できるようにするために，２年次には，プログラ

ム基礎科目として，心理学，社会学，情報科学，人間学の各専門分野の基本的な講義科目，３・４年

次には，プログラム展開科目として各学問分野のより専門・応用的な講義科目を系統的に配置する。

さらに，人間行動の理解に関わる専門分野に通底する学際的な方法論を理解するための科目として「行

動科学方法論（心理学研究法）」を配置する。 
     （思考・判断） 
   ２．情報分析能力を身につけるために，基礎科目として基礎的および実践・応用的な統計科目と「社会

調査法」（１年次），「社会調査実習」（２年次）があり，コミュニケーション能力の涵養をはかるため

に，心理学，社会学，情報科学，人間学の各専門分野の演習科目，「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次），

「特別研究」（４年次）を配置する。 
   ３．現実の問題解決に向けてアプローチでき，地域社会に積極的な提案を行うことができるようにする

ために，「社会調査実習」（２年次），「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次），「特別研究」（４年次）を配置

する。 
     （技能・表現） 
   ４．現代社会に生きる人々が新たに直面する事象を，自らの力で理解し判断する自発的課題探求力を身

につけるために，展開科目として各専門分野の演習科目，プログラム基礎科目の「社会調査実習」（２

年次），「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次），「特別研究」（４年次）を配置する。 
   ５．発表や討論を通じてのコミュニケーションやプレゼンテーションのスキルを修得できるようにする

ために，展開科目として各専門分野の演習科目，「社会調査実習」（２年次），「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３

年次），そして「特別研究」（４年次）を配置する。 
   ６．経験（実習・実験）を通したチームワークやリーダーシップなどの集団活動場面におけるスキルを

修得させるために，１年次の課程導入科目に「人間文化入門」，２年次の基礎科目として「社会調査実

習」を配置する。 
     （関心・意欲） 
   ７．専門分野の学問内容に興味を抱かせるために，２年次のプログラム基礎科目として，心理学，社会

学，情報科学，人間学の基本的な講義科目が配置されている。また，最新の研究成果・動向等につい

て興味・関心を持たせるために，プログラム展開科目では各専門分野のより専門・応用的な講義科目
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を系統的に配置する。研究成果を報告し議論する「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次）もまた専門分野へ

の関心を高めるために大きく寄与する科目である。 
   ８．専門性を活かした地域社会への参画の意欲を高めるために，「社会調査実習」（２年次），「特殊実験

調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次），「特別研究」（４年次），また，情報をデザインし社会に働きかけていく力を修

得させる「ソーシャルデザイン論」の講義科目と演習科目を配置する。 
     （態度） 
   ９．人間に対する深い理解と広い視野に基づく学際的・総合的な課題探求能力を修得し，現代社会の様々

な課題を全体的に把握し，それらの課題に適切かつ柔軟に対処できるようにするため，１年次の課程

導入科目に「人間文化入門」と「人間文化研究」，２年次のプログラム基礎科目に「社会調査実習」と

「心理学基礎実験（心理学実験）」，３・４年次のプログラム基礎科目に「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」，「特

別研究」を配置して，こうした態度の形成を促す。 
 
  スポーツ科学専修プログラム 学位授与の方針 
    スポーツ科学専修プログラムでは，スポーツ科学の基礎的な知識を踏まえ，多様な対象者に適切な運

動やスポーツの処方や指導ができる資質を身につけ，スポーツを通した地域づくりや地域住民の心身の

健康づくりに適切に対処できる人材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得した者を主専修プ

ログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．スポーツ科学の基礎的な知識を理解している。 
   ２．健康づくりに関する知識とその意義を理解している。 
     （思考・判断） 
   ３．スポーツや健康に関する地域の多様なニーズやシーズを察知でき，適切な対応策が講じられる。 
     （技能・表現） 
   ４．対象に応じた適切な運動処方が計画，および具体的な実践指導ができる。 
   ５．地域課題を探索するために，社会調査等を利用した方法が活用できる。 
     （関心・意欲） 
   ６．健康やスポーツによる地域の活性化や地域づくりに関心を持ち，自ら地域に出て実践的な活動をす

る意欲がある。 
     （態度） 
   ７．専門性を生かし，グローバルな視野から地域貢献に積極的に関わる態度を身につけている。 

  スポーツ科学専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    スポーツ科学専修プログラムは，スポーツ科学の基礎的な知識を踏まえ，多様な対象者に適切な運動

やスポーツの処方や指導ができる資質を身につけ，スポーツを通した地域づくりや地域住民の心身の健

康づくりに適切に対処できる人材の養成を目的としている。この教育目的を達成するために，以下のよ

うにカリキュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．スポーツ科学の基礎的な知識を理解するために，基礎科目として「スポーツ文化論」，「スポーツ行

動論」，「健康運動論」，「スポーツ科学方法論」，展開科目として「運動生理学」，「スポーツ心理学」，「バ

イオメカニクス」等を配置する。さらに，その修得をサポートする「社会学概論」，「心理学概論」等

を開設する。 
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   ２．健康づくりに関する知識とその必要性を理解するために，基礎科目として「健康管理論」，「健康づ

くり運動論」，展開科目として「健康障害と予防」を必修とする。 
     （思考・判断） 
   ３．スポーツや健康に関する地域の多様なニーズやシーズを察知でき，適切な対応策が講じられるよう

になるため，理論的側面として「スポーツプロデュース論」，「スポーツＮＰＯ論」，「スポーツ政策論」

等を配置する。 
     （技能・表現） 
   ４．対象に応じた適切な運動処方が計画，および具体的な実践指導ができるために，実技・実習の基礎

科目として「健康づくり運動実習」と「健康スポーツ指導法Ⅰ・Ⅱ」，展開科目として「健康運動処方

論」を配置する。 
   ５．地域課題の探索ができるようにするため，課程共通科目の「社会調査法」とプログラム基礎科目の

「スポーツ社会調査実習」を配置する。 
     （関心・意欲） 
   ６．健康やスポーツによる地域の活性化や地域づくりに関心を持ち，自ら地域に出て実践的な活動や地

域住民の健康づくりに意欲を持つために「地域スポーツコーディネート実習」，「スポーツトレーナー

実習」を配置する。 
     （態度） 
   ７．「スポーツ行動論演習Ａ・Ｂ」，「健康運動論演習Ａ・Ｂ」，「スポーツプロデュース演習Ａ・Ｂ」を配

置し，より専門性を深め，その過程の中でグローバルな視野から地域貢献に積極的に関わる態度を身

に付けさせる。 
 
  現代文化専修プログラム 学位授与の方針 
    現代文化専修プログラムでは，人間の営みの総体としての文化を近代モダニズムを含む現代的な視点

から捉え，文化現象の生成・発展・変容とともに流動化する現代社会を把握し，文化の継承や創成を通

じて地域社会の活性化に寄与できる人材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得した者を専修

プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関して幅広い知識と素養を有している。 
   ２．国際的な視野に立って異文化を理解できる。 
   ３．地域社会の諸問題を歴史や思想などの根源的原理から考察できる。 
   ４．現代的状況の下で文化がどのように変容していくかを理解できる。 
     （思考・判断） 
   ５．地域社会の現況把握や遭遇する諸課題に対して，多角的な視点から対象を把握できる。 
   ６．グローバルな観点が不可欠な現代的諸課題に対して，柔軟な思考で最適解を導き出せる判断力を有

している。 
     （技能・表現） 
   ７．対象に応じた認識手段や分析手法を有している。 
   ８．企画・立案した内容や自身の見解等を的確に説明し発信できる。 
     （関心・意欲・態度） 
   ９．未知の事象に対しても積極的に対応し得る好奇心や意欲を持っている。 
   １０．地域社会の活性化等に主体的に関わろうとする態度を有している。 
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  現代文化専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    現代文化専修プログラムでは，人間の営みの総体としての文化を近代モダニズムを含む現代的な視点

から捉え，文化現象の生成・発展・変容とともに流動化する現代社会を把握し，文化の継承や創成を通

じて地域社会の活性化に寄与できる人材の養成を目的としている。この教育目的を達成するために，主

要領域である社会文化思想，音楽文化，表象文化，文化記号に関わる分野を中心に，以下のようにカリ

キュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関して幅広い知識と教養を涵養するために，１年次に課程導入科目「人間文化入門」，

「人間文化研究」を必修科目として配置する。 
   ２．国際的な視野に立って異文化を理解するために，１年次に課程共通科目「国際交流研修」，「英語圏

文化論」，「ヨーロッパ語圏文化論」，「アジア圏文化論」，外国語の基礎及びコミュニケーション基礎科

目などを選択必修として配置する。 
   ３．地域社会の諸問題を歴史や思想などの根源的原理から考察するために，プログラム基礎科目「社会

文化思想論」，「美学芸術学入門」，「音楽文化史」を，２年次前期～３年次後期に選択必修科目として

配置する。 
   ４．現代的状況の下で文化がどのように変容していくかを理解するために，プログラム基礎科目「表象

文化論」，「文化記号論」を，２年次前期～３年次後期に選択必修科目として配置する。 
     （思考・判断） 
   ５．地域社会の現況把握や遭遇する諸課題に対して，多角的な視点から対象を把握するために，プログ

ラム展開科目「社会文化思想論特講」，「消費文化論特講」，「芸術文化論特講」，「音楽文化論特講」，「表

象文化論特講」，「現代文化論特講」を，２年次後期～４年次前期に選択必修科目として配置する。 
   ６．グローバルな観点が不可欠な現代的諸課題に対して，柔軟な思考で最適解を導き出せる判断力を養

成するために，「社会文化思想論演習」，「芸術文化論演習」，「表象文化論演習」，「文化記号論演習」， 

「ソーシャルデザイン論演習」を，３年次前期～４年次後期に選択必修科目として配置し，特別研究

の指導を兼ねることとする。 
     （技能・表現） 
   ７．対象に応じた認識手段や分析手法を修得するために，プログラム基礎科目「文化事象探究」を，２

年次後期～４年次前期に必修科目として配置する。 
   ８．企画・立案した内容や自身の見解等を的確に説明し発信できるようになるために，「文化事象探究」

に加えて，プログラム展開科目「メディア文化論特講」，「著作権概論」を，２年次後期～３年次後期

に選択必修科目として配置する。 
     （関心・意欲・態度） 
   ９．未知の事象に対しても積極的に対応し得る好奇心や意欲を持つために，プログラム基礎科目「文化

事象探究」を，２年次後期～４年次前期に必修科目として配置する。 
   １０．地域社会の活性化等に主体的に関わろうとする態度を養成するために，プログラム展開科目  

「ソーシャルデザイン論」，「ソーシャルデザイン論特講」，「応用倫理学」を，２年後期～３年前期に

選択必修科目として配置する。 
 
  異文化間コミュニティ専修プログラム 学位授与の方針 
    異文化間コミュニティ専修プログラムでは，性別，国籍，言語・民族性などの違いによってマイノリ

ティ（少数者）が生み出されるしくみ，社会的排除の現状と歴史的背景を学び，これらの知識と当事者

-44-



へのエンパワーメント・スキルを身につけ，社会的排除の乗り越えを目指す地域の創生に貢献できる人

材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．マイノリティが生み出されるしくみについて，総合的・多角的に理解する能力を有している。 
   ２．社会的排除の現状・歴史的背景・乗り越えをめぐる模索について，人文・社会諸科学の幅広い知識

にもとづいて理解する能力を有している。 
     （思考・判断） 
   ３．性別，国籍，言語・民族性などの違いによって，自らがどのような社会的位置づけに置かれている

のかを，人文・社会科学の諸議論をふまえて思考する能力を有している。 
   ４．性別，国籍，言語・民族性などの違いによって，自らにどのような視座の偏りが生じるのかについ

て，自覚的な思考ができる能力を有している。 
     （技能・表現） 
   ５．社会的排除当事者へのエンパワーメント・スキルのうち，基礎的な技能を身につけている。 
   ６．社会的排除当事者のヴァルネラヴィリティ（社会的立場の弱さ）を考慮に入れた，行動や表現がで

きる能力を有している。 
     （関心・意欲） 
   ７．多様なコミュニケーション手段を積極的に学び，国内のみならず国際的な異文化間コミュニティ形

成に対する関心を有している。 
     （態度） 
   ８．社会的排除の乗り越えに対して，地域の一員として主体的に関わろうとする態度を持っている。 

  異文化間コミュニティ専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    異文化間コミュニティ専修プログラムでは，性別，国籍，言語・民族性などの違いによってマイノリ

ティ（少数者）が生み出されるしくみ，社会的排除の現状と歴史的背景を学び，これらの知識と当事者

へのエンパワーメント・スキルを身につけ，社会的排除の乗り越えを目指す地域の創生に貢献できる人

材の養成を目的としている。この教育目的を達成するために，以下のようにカリキュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．マイノリティが生み出されるしくみについて，総合的・多角的に理解する能力をはぐくむために，

プログラム基礎科目においては「ジェンダー論」・「複合エスニシティ論」・「異文化コミュニケーショ

ン論」の３分野いずれもの履修を必修とする。 
   ２．社会的排除の現状・歴史的背景・乗り越えをめぐる模索について，人文・社会諸科学の幅広い知識

にもとづいて理解する能力をはぐくむために，①様々な文化における民族問題や差別問題の概要を知

ることのできる，歴史や外国文学・文化に関する科目（「日本思想史講義」，「英米文化論講義」），②現

代における差別や社会的排除の諸相を学ぶことのできる，哲学や社会学に関する科目（「人間学」，「家

族社会学」），③様々な社会的包摂の方法を知ることのできる，心理学やスポーツに関する科目（「臨床

心理学（臨床心理学概論）」，「スポーツＮＰＯ論」）を幅広く配置する。 
     （思考・判断） 
   ３．性別，国籍，言語・民族性などの違いによって，自らがどのような社会的位置づけに置かれている

のかを，人文・社会科学の諸議論をふまえて思考する能力をはぐくむために，プログラム基礎科目に

おいて「ジェンダー論」・「複合エスニシティ論」・「異文化コミュニケーション論」以外に，人文系よ

り４単位以上，社会科学系より２単位以上の履修を選択必修とした上で，それらで学修した諸議論を
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ふまえた思考を，「ジェンダー論」・「複合エスニシティ論」・「異文化コミュニケーション論」の各特講

の履修を通じて育成する。 
   ４．性別，国籍，言語・民族性などの違いによって，自らにどのような視座の偏りが生じるのかについ

て，自覚的な思考ができる能力をはぐくむために，３・４年次に「ジェンダー論」・「複合エスニシテ

ィ論」・「異文化コミュニケーション論」の各演習科目を配置し，討論を通じた自覚的思考の涵養をお

こなう。 
     （技能・表現） 
   ５．社会的排除当事者へのエンパワーメント・スキルのうち，基礎的な技能を身につけるため，プログ

ラム基礎科目は心理学などの社会的包摂の方法を知ることのできる科目も選択できるよう配置すると

ともに，「社会保障論」，「国際開発と環境・貧困」等，エンパワーメントと関連の深い社会政策・制度

についての選択必修科目群を配置する。 
   ６．社会的排除当事者のヴァルネラヴィリティ（社会的立場の弱さ）を考慮に入れた，行動や表現がで

きる能力をはぐくむため，３・４年次に配置する「ジェンダー論」・「複合エスニシティ論」・「異文化

コミュニケーション論」の各演習科目では，社会的排除と包摂をめぐる具体的な実践課題を取り上げ

る。 
     （関心・意欲） 
   ７．多様なコミュニケーション手段を積極的に学び，国内のみならず国際的な異文化間コミュニティ形

成に対する関心をはぐくむため，課程共通科目として，１年次に「国際交流研修」，「日本語表現基礎」

をはじめとする各国語基礎科目，「異文化間コミュニティ論」等を配置する。 
     （態度） 
   ８．社会的排除の乗り越えに対して，地域の一員として主体的に関わろうとする態度をはぐくむため，

自己の設定した課題テーマを深く主体的に探求する「特別研究」を４年次に配置する。 
 
  歴史専修プログラム 学位授与の方針 
    歴史専修プログラムでは，日本・アジア・西洋の過去を横断的に学び，現代の諸問題の歴史的背景を

理解するとともに，過去との対話を通して現代を相対化して捉える能力を身につけ，流動性や越境性を

増す現代社会で活躍できる，歴史的視座と国際的視野，および比較の視点を有する人材の養成を目的と

しており，以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関する幅広い知識と教養を有し，国際的な視野に立って異文化を理解することができ

る。 
   ２．日本・アジア・西洋各国の歴史に関する横断的，基礎的な知識を有し，現代の諸問題の歴史的背景

を理解している。 
     （思考・判断） 
   ３．日本・アジア・西洋各国の政治・経済・社会・文化・思想などについて歴史的視座から検討し，ま

た国際的視野から比較することを通して，現代の諸地域の政治・経済・社会・文化・思想などを相対

化し，問い直すことのできる能力を身につけている。 
     （技能・表現） 
   ４．文献資料あるいは非文献資料を適切に取り扱い，読み解く能力を身につけている。また，従来の研

究成果を批判的に検討し，自らの見解を論理的に組み立て，資料に基づいて適切に発表することがで

きる。 
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     （関心・意欲・態度） 
   ５．日本・アジア・西洋各国の歴史に関する諸問題について自らの課題を見出し，主体的に探究する意

欲を持っている。 

  歴史専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    歴史専修プログラムでは，日本・アジア・西洋の過去を横断的に学び，現代の諸問題の歴史的背景を

理解するとともに，過去との対話を通して現代を相対化して捉える能力を身につけ，流動性や越境性を

増す現代社会で活躍できる，歴史的視座と国際的視野，および比較の視点を有する人材の養成を目的と

している。この教育目的を達成するために，以下のようにカリキュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関する幅広い知識と教養を有し，国際的な視野に立って異文化を理解するために，課

程導入科目（１年次）と課程共通科目（１・２年次）を配置する。 
   ２．プログラム基礎科目（２・３年次）に配置する，①歴史資料論，史学史，および日本史・日本思想

史・アジア史・西洋史・社会文化思想論の各領域の講義を横断的・総合的に学ぶとともに，②漢文や

ギリシア語，ラテン語，総合英語・ドイツ語・フランス語・ロシア語の各国語の中から選択して基礎

的な読解力を身につけ，③またプログラム展開科目も含めて，表象文化論，ジェンダー論，ドイツ文

学講義，フランス文化論講義，考古学各論などの歴史学に関連する分野の学問を学ぶことにより，歴

史を読み解く幅広い能力を修得する。 
     （思考・判断） 
   ３．プログラム展開科目（２～４年次，演習は３・４年次）に配置する，日本史特講・講読・演習，日

本思想史特講・講読・演習，アジア史特講・演習，西洋史特講・講読・演習，社会文化思想論特講・

演習などの中から選択して学修し，歴史的視座と国際的視野，および比較の視点を身につけ，現代を

相対化して捉える能力を修得する。 
     （技能・表現） 
   ４．プログラム展開科目（２～４年次，演習は３・４年次）に配置する，日本史特講・講読・演習，日

本思想史特講・講読・演習，アジア史特講・演習，西洋史特講・講読・演習，社会文化思想論特講・

演習などの中から選択して学修し，歴史学にかかわる資料の読解力を向上させるとともに，先行研究

を批判的に検討し，そのうえで自らの見解を発表できる能力を修得する。 
     （関心・意欲・態度） 
   ５．日本・アジア・西洋各国の歴史に関する諸問題について自らの課題を見出し，資料に基づいて自ら

の見解を論理的に組み立て，最終年次において「特別研究」を達成する。 
 
  芸術文化専修プログラム 学位授与の方針 
    芸術文化専修プログラムでは，社会における文化・芸術のあり方に関する総合的な学修を基礎として，

生涯教育活動の中核となる芸術文化の実践によって，地域における文化の活性化，および地域からの文

化発信に貢献できる人材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修

了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。 
   ２．芸術文化の諸領域に関して総合的な素養を身に付けている。 
   ３．現代的状況や地域社会の下で，多様な視点から芸術文化を理解することができる。 
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   ４．芸術文化におけるアート・デザイン・クラフト・理論の諸領域のいずれかに関して深い知識を有し

ている。 
     （思考・判断） 
   ５．芸術文化について，作品鑑賞や文献を使って自主的に学習し思考することができる。 
   ６．探求する課題について論理的に思考・判断することができる。 
     （技能・表現） 
   ７．芸術文化におけるアート・デザイン・クラフト・理論の諸領域のいずれかに関して，実践的あるい

は論理的な技能を身に付け，作品あるいは文章によって表現することができる。 
   ８．探求する課題について，制作あるいは文章によって自分の考えを展開し，表現することができる。 
     （関心・意欲） 
   ９．芸術文化に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を有している。 
     （態度） 
   １０．強い責任感を持って，専門分野を社会に活かそうとする態度を身に付けている。 

  芸術文化専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    芸術文化専修プログラムでは，社会における文化・芸術のあり方に関する総合的な学修を基礎として，

生涯教育活動の中核となる芸術文化の実践によって，地域における文化の活性化，および地域からの文

化発信に貢献できる人材の養成を目的としている。この教育目的を達成するために，以下のようにカリ

キュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有するために，１年次に課程導入科目（「人間文化入門」と

「人間文化研究」）を必修科目として配置する。 
   ２．芸術文化の諸領域，すなわちアート（絵画・版画・彫刻・書・映像メディア等の造形表現領域）， デ

ザイン（プロダクトデザイン・グラフィックデザイン等のデザイン領域）， クラフト（金工・窯芸・

染織等の工芸領域），理論（美学・芸術史・芸術理論等の芸術学領域）の４領域に関わる分野について

総合的な素養を身に付けるために，課程共通科目として，１年次に「絵画基礎」，「彫刻基礎」，「工芸

基礎」，「デザイン基礎Ａ」，「デザイン基礎Ｂ」，「書法基礎」を，２年次に「芸術文化論」を選択必修

科目として配置する。 
   ３．現代的状況や地域社会の下で，多様な視点から芸術文化を理解することができるために，プログラ

ム基礎科目として，「美学芸術学入門」，「美術史入門」，「デザイン論」，「書道史」，「音楽文化史Ａ・Ｂ」

を選択科目として配置する。 
   ４．芸術文化の諸領域のいずれかに関して深い知識を身に付けるために，プログラム基礎科目に「音楽

理論Ⅰ・Ⅱ」，プログラム展開科目に「美術史Ⅰ・Ⅱ」，「書学」，「芸術文化論特講Ａ・Ｂ」，「音楽文化

論特講Ａ・Ｂ」を選択科目として配置する。 
     （思考・判断） 
   ５．芸術文化について，作品鑑賞や文献を使って自主的に学習し思考することができるようにするため

に，「芸術文化論演習Ａ～Ｄ」，「美術史演習Ａ～Ｄ」をプログラム展開科目として配置する。 
   ６．探求する課題について論理的に思考・判断することができるために，「特別研究」（卒業論文または

制作レポートを付した卒業制作）を課程共通科目の必修科目として配置する。  
     （技能・表現） 
   ７．芸術文化におけるアート・デザイン・クラフト・理論の諸領域のいずれかに関して，実践的あるい
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は論理的な技能を身に付け，作品あるいは文章によって表現することができるために，２～４年次に

かけて各分野の造形実習を自由に選択できるように配置するとともに，「美術史Ⅰ・Ⅱ」，「書学」，「芸

術文化論特講Ａ・Ｂ」，「音楽文化論特講Ａ・Ｂ」も配置する。 
   ８．探求する課題について，制作あるいは文章によって自分の考えを展開し，表現することができるた

めに，３・４年次にかけて各分野の造形演習や「芸術文化論演習Ａ～Ｄ」，「美術史演習Ａ～Ｄ」を自

由に選択できるように配置するとともに，４年次には「特別研究」を配置する。 
     （関心・意欲） 
   ９．芸術文化に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を高めるために，２年次に「プロジェクト実践

演習（基礎）」を，３・４年次にかけて各領域の演習科目を配置する。 
     （態度） 
   １０．強い責任感を持って，専門分野を社会に活かそうとする態度を身に付けるために，３・４年次に

かけてプロジェクト解決型の授業「プロジェクト実践演習（発展）Ⅰ～Ⅲ」を配置する。 
 
  英語圏文化専修プログラム 学位授与の方針 
    英語圏文化専修プログラムでは，英語圏の文化・文学・言語について深い理解と英語の高度なコミュ

ニケーション能力を通して，グローバル社会で活躍できる人材を養成することを目的としており，以下

に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。 
   ２．国際的な視野に立って異文化を理解することができる。 
   ３．英語圏の文化・文学・言語・英語習得の諸分野に関して総合的な素養を身に付けている。 
   ４．英語圏の文化・文学・言語・英語習得の諸分野のいずれかに関して深い知識を有している。 
     （思考・判断） 
   ５．英語圏の文化・文学・言語について，英語の資料や文献を使って自主的に学習し思考することがで

きる。 
   ６．探求する課題について論理的に思考・判断することができる。 
     （技能・表現） 
   ７．実践的な英語コミュニケーション能力を身に付け，英語圏の人と英語で交流することができる。 
   ８．探求する課題について，論理的な文章によって自分の考えを表すことができる。 
     （関心・意欲） 
   ９．英語圏の文化と言語に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を有している。 
     （態度） 
   １０．強い責任感を持って，専門分野で得た知識や技能を社会に活かそうとする態度を身に付けている。 

  英語圏文化専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    英語圏文化専修プログラムでは，英語圏の文化・文学・言語について深い理解と英語の高度なコミュ

ニケーション能力を通して，グローバル社会で活躍できる人材を養成することを目的としている。この

教育目的を達成するために，以下のようにカリキュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有するために，１年次に課程導入科目（「人間文化入門」と

「人間文化研究」）を必修科目として配置する。 
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   ２．国際的な視野に立って異文化を理解することができるために，課程共通科目として，１～２年次に

「国際交流研修」と「英語圏文化論」を選択必修科目として配置する。 
   ３．英語圏の文化・文学・言語・英語習得の諸分野に関して総合的な素養を身に付けるために，プログ

ラム基礎科目として，「英米文化論講義」，「英米文学講義」，「言語習得論」，「英語学講義」をそれぞれ

２単位履修するよう配置する。 
   ４．英語圏の文化・文学・言語・英語習得の諸分野のいずれかに関して深い知識を身に付けるために，

プログラム展開科目の「英米文学・文化論演習」，「英語習得論演習」，「英語学演習」のいずれかの分

野において４単位を選択するよう配置する。 
     （思考・判断） 
   ５．英語圏の文化・文学・言語について，英語の資料や文献を使って自主的に学習し思考することがで

きるようにするために，「英米文学・文化論演習」，「英語習得論演習」，「英語学演習」をプログラム展

開科目として配置する。 
   ６．探求する課題について論理的に思考・判断することができるために，「特別研究」を課程共通科目の

必修科目として配置する。 
     （技能・表現） 
   ７．実践的な英語コミュニケーション能力を身に付け，英語圏の人と英語で交流することができるため

に，「英語コミュニケーション基礎」，「英語コミュニケーション発展」，「英語コミュニケーション応用」

を２～４年次にかけて段階的に学べるように配置するとともに，英語のレベルアップを図るために「ア

カデミック・イングリッシュ」，「パワーアップ・イングリッシュ」，「スキルアップ・イングリッシュ」

を２・３年次に配置する。 
   ８．探求する課題について，論理的な文章によって自分の考えを表すことができるために，「特別研究」

を４年次に配置する。 
     （関心・意欲） 
   ９．英語圏の文化と言語に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を高めるために，３・４年次に各種

演習科目を配置する。 
     （態度） 
   １０．強い責任感を持って，専門分野を社会に活かそうとする態度を身に付けるために，課題解決型の

授業科目（英米文学・文化論演習など）を配置する。 
 
  ヨーロッパ語圏文化専修プログラム 学位授与の方針 
    ヨーロッパ語圏文化専修プログラムでは，ヨーロッパの諸言語（ドイツ語，フランス語，ロシア語）

のコミュニケーション能力を養成するとともに，ヨーロッパ諸国の文化的特徴・社会事情の理解，文学

作品・作家についての理解，ヨーロッパ諸言語の言語学的分析方法の習得などを通して，多文化・多言

語化するグローバル化社会で活躍できる人材を養成することを目的としており，以下に示す能力を修得

した者を主専修プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。 
   ２．国際的な視野に立って異文化を理解することができる。 
   ３．ヨーロッパ諸国の言語・文化の諸相を，その歴史的背景や社会的背景も踏まえながら理解できる能

力を有している。 
   ４．ヨーロッパ諸国の言語・文化・文学の諸分野のいずれかに関して深い知識を有している。 

-50-



     （思考・判断） 
   ５．ヨーロッパ社会における諸問題を探求するための広い視野に基づいた思考力と社会的背景を踏まえ

た判断力を有している。 
   ６．探求する課題について論理的に思考・判断することができる。 
     （技能・表現） 
   ７．グローバル化社会に対応できるコミュニケーション手段として個別言語を用いて発信できる能力を

有している。 
   ８．探求する課題について，論理的な文章によって自分の考えを表すことができる。 
     （関心・意欲） 
   ９．ヨーロッパの諸言語，文化に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を有している。 
      （態度） 
   １０．多様な文化を積極的に学修して多文化社会のあり方について主体的に探求する態度を有している。 

  ヨーロッパ語圏文化専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    ヨーロッパ語圏文化専修プログラムでは，ヨーロッパの諸言語（ドイツ語，フランス語，ロシア語）

のコミュニケーション能力を養成するとともに，ヨーロッパ諸国の文化的特徴・社会事情の理解，文学

作品・作家についての理解，ヨーロッパ諸言語の言語学的分析方法の習得などを通して，多文化・多言

語化するグローバル化社会で活躍できる人材を養成することを目的としている。この教育目的を達成す

るために，以下のようにカリキュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有するために，１年次に課程導入科目（「人間文化入門」と

「人間文化研究」）を必修科目として配置する。 
   ２．国際的な視野に立って異文化を理解することができるために，課程共通科目として，１年次に「国

際交流研修」，「ヨーロッパ語圏文化論」を選択必修科目に配置する。 
   ３．ヨーロッパ諸国の言語・文化の諸相を，その歴史的背景や社会的背景も踏まえながら理解するため

に，プログラム基礎科目として，「ドイツ語学講義」，「フランス語学講義」，「ロシア語学講義」，「ドイ

ツ文学講義」，「フランス文学講義」，「ドイツ文化論講義」，「フランス文化論講義」，「ロシア文学・文

化論講義」を配置する。 
   ４．ヨーロッパ諸国の言語・文化・文学の諸分野のいずれかに関して深い知識を身に付けるために，プ

ログラム展開科目の「ドイツ語学演習」，「フランス語学演習」，「ロシア語学演習」，「ドイツ文学演習」，

「フランス文学演習」，「ロシア文学・文化論演習」を配置する。 
     （思考・判断） 
   ５．ヨーロッパ社会における諸問題を探求するための広い視野に基づいた思考力と社会的背景を踏まえ

た判断力を獲得するために，「ドイツ文化論演習」，「フランス文化論演習」，「ロシア文学・文化論演習」

をプログラム展開科目として配置する。 
   ６．探求する課題について論理的に思考・判断することができるために，「特別研究」を課程共通科目の

必修科目として配置する。 
     （技能・表現） 
   ７．グローバル化社会に対応できるコミュニケーション手段として個別言語を用いて発信できる能力を

身につけるために，「ドイツ語コミュニケーション（基礎／発展／実践）」，「フランス語コミュニケー

ション（基礎／発展／実践）」，「ロシア語コミュニケーション（基礎／発展／実践）」を２～４年次に
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かけて段階的に学べるように配置する。 
   ８．探求する課題について，論理的な文章によって自分の考えを表すことができるために，「フランス語

作文」を２～３年次に，「ロシア語作文」を３～４年次に，「特別研究」を４年次に配置する。 
     （関心・意欲） 
   ９．ヨーロッパ語圏の文化と言語に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を高めるために，３・４年

次に各種演習科目を配置する。 
     （態度） 
   １０．多様な文化を積極的に学修して多文化社会のあり方について主体的に探求する態度を身に付ける

ために，各分野の演習科目を配置する。 
 
  アジア圏文化専修プログラム 学位授与の方針 
    アジア圏文化専修プログラムでは，日本および中国を中心としたアジア地域の歴史的文化的特徴・社

会事情の理解，文学作品・作家についての理解，日本語および中国語の言語学的分析方法の習得などを

通して，多文化・多言語化するグローバル化社会で活躍できる人材を養成することを目的としており，

以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。 
   ２．国際的な視野に立って異文化を理解することができる。 
   ３．アジア圏の言語・文化の諸相を，その歴史的背景や社会的背景も踏まえながら理解できる能力を有

している。 
   ４．アジア圏の言語・文化・文学の諸分野のいずれかに関して深い知識を有している。 
     （思考・判断） 
   ５．アジア圏における諸問題を探求するための広い視野に基づいた思考力と社会的背景を踏まえた判断

力を有している。 
   ６．探求する課題について論理的に思考・判断することができる。 
     （技能・表現） 
   ７．グローバル化社会に対応できるコミュニケーション手段として個別言語を用いて発信できる能力を

有している。 
   ８．探求する課題について，論理的な文章によって自分の考えを表すことができる。 
     （関心・意欲) 
   ９．アジア圏の諸言語，文化に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を有している。 
     （態度） 
   １０．多様な文化を積極的に学修して多文化社会のあり方について主体的に探求する態度を有している。 

  アジア圏文化専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    アジア圏文化専修プログラムでは，日本語および中国語の言語のコミュニケーション能力を養成する

とともに，アジア圏の文化的特徴・社会事情の理解，文学作品・作家についての理解，日本語および中

国語の言語学的分析方法の習得などを通して，多文化・多言語化するグローバル化社会で活躍できる人

材を養成することを目的としている。この教育目的を達成するために，以下のようにカリキュラムを編

成する。 
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     （知識・理解） 
   １．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有するために，１年次に課程導入科目（「人間文化入門」と

「人間文化研究」）を必修科目として配置する。 
   ２．国際的な視野に立って異文化を理解することができるために，課程共通科目として，１年次に「国

際交流研修」，２年次に「アジア圏文化論」を選択必修科目として配置する。 
   ３．広くアジア圏の言語・文化の諸相を，その歴史的背景や社会的背景も踏まえながら理解するために，

プログラム基礎科目として，「日本史講義」，「日本思想史講義」，「日本文学講義」，「日本語学講義」，「中

国語学講義」，「アジア史講義」を配置する。 
   ４．アジア圏の文化・文学・言語の諸分野のいずれかに関して深い知識を身に付けるために，プログラ

ム展開科目の「日本史演習」，「日本思想史演習」，「日本文学演習」，「日本語学演習」，「中国語学演習」，

「アジア史演習」を配置する。 
     （思考・判断） 
   ５．アジア文化圏における諸問題を探求するための広い視野に基づいた思考力と社会的背景を踏まえた

判断力を獲得するために，「日本史特講」，「日本思想史特講」，「日本文学特講」，「日本語学特講」，「中

国語学特講」，「アジア史特講」をプログラム展開科目として配置する。 
   ６．探求する課題について論理的に思考・判断することができるために，「特別研究」を課程共通科目の

必修科目として配置する。 
（技能・表現） 

   ７．グローバル化社会に対応できるコミュニケーション手段として日本語を用いて発信できる能力を身

につけるために，「日本語表現基礎」と「日本語読解基礎」を２年次で学べるように配置する。中国語

による論理的な文章を講読できるために，「中国語学講読」を２～４年次に配置する。 
   ８．探求する課題について，論理的な文章を講読し，また，自分の考えを文章に表すことができるため

に，「特別研究」を４年次に配置する。 
     （関心・意欲） 
   ９．アジア圏の文化と言語に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を高めるために，３・４年次に各

種演習科目を配置する。 
     （態度） 
   １０．多様な文化を積極的に学修して多文化社会のあり方について主体的に探求する態度を身に付ける

ために，課題解決型の授業科目である各分野の演習科目を配置する。 

 

〈地域政策課程 専修プログラム〉 

  政策法務専修プログラム 学位授与の方針 
    政策法務専修プログラムは，法学全体，とくに公法，刑事法，政治学などに関する学修に基づき，学

部・課程および他専修プログラムにおける学修で得られた知見と合わせて，公共政策形成の観点から地

域創生・地域マネジメントの課題に取り組むことのできる人材の養成を目的とする。この目的の下，本

プログラムの教育課程は，公共政策形成に必要な専門的知識および法学的思考様式をもって，実際の政

策立案・評価を効果的に行うことのできる能力の修得を目標とし，以下に示す条件を満たした者を主専

修プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．法・経済・環境に関する基礎的な知識を修得している。 
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   ２．地域社会が抱える現実的な法的・政治的課題の内容や意義，歴史的経緯について的確に認識してい

る。 
     （思考・判断） 
   ３．法と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解するための法学的思考様式を

身につけている。 
   ４．法学的思考様式を用いて現実の社会的課題に関する判断を下す力を有している。 
     （技能・表現） 
   ５．法学全体に関する基礎的な観点および公法，刑事法，政治学を中心とする専門的な観点から，地域

社会が抱える課題につき，法学的思考様式を用いて政策立案を行い，それを論理的かつ的確に説明す

るスキルを身につけている。 
   ６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーションの

スキルを身につけている。 
     （関心・意欲） 
   ７．地域社会が抱える課題の解決や地域創生・地域マネジメントに強い関心を持っている。 
   ８．本専修プログラムで修得した専門的視点を活かし，地域の問題解決のために社会に参画する意欲を

持っている。 
     （態度） 
   ９．中立公正な立場から高い倫理性を持って，専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を身につけて

いる。 

  政策法務専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    政策法務専修プログラムでは，プログラムのディプロマ・ポリシーを実現するために，法・経済・環

境に関する基礎および公法，刑事法，政治学などの専門に関する学修を目的に，以下のようにカリキュ

ラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．法・経済・環境に関する専門基礎的な知識を幅広く身につけるために，１年次に必修の課程導入科

目（「地域政策入門Ａ・Ｂ」）と課程共通科目（「民法（総則）Ⅰ・Ⅱ」など），２年次にプログラム基

礎科目（「憲法（人権）Ⅰ・Ⅱ」，「憲法（統治機構）Ⅰ」，「刑法総論Ａ」，「政治学（政治過程）」，「環

境生態学Ａ」など）を配置する。 
   ２．法学全体に関する基礎知識および公法，刑事法，政治学を中心とする専門的知識を修得するため，

プログラム基礎科目として２・３年次に「憲法（統治機構）Ⅱ」，「刑法各論Ａ」，「刑事訴訟法（証拠

法・公判法）」，「行政法（作用法総論）Ⅰ・Ⅱ」，「行政法（救済法）Ⅰ・Ⅱ」，「民法（物権）Ⅰ」，「民

法（債権総論）Ａ」，「民法（家族法）Ⅰ」などを配置する。また，地域社会が抱える具体的・現実的

課題の内容や意義，歴史的経緯を学修するうえでの基本的知識を学ぶために，２・３年次にプログラ

ム基礎科目として「政治学（政治理論）」，「行政学Ⅰ・Ⅱ」，「財政学Ⅰ・Ⅱ」などを配置する。  
     （思考・判断） 
   ３．法と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解する法学的思考様式を身につ

けるために，プログラム基礎科目として２・３年次に「憲法（統治機構）Ⅱ」，「刑法総論Ｂ」，「民法

（家族法）Ⅱ」，「政治学（政治理論）」などを，３年次にプログラム展開科目として「刑事訴訟法（捜

査法・公訴法）」などを配置する。 
   ４．身に付けた法学的思考様式を用いて現実の社会的課題に関する判断を下す力を養うために，２・３

-54-



年次にプログラム基礎科目として「刑事政策」，「政治学（政治過程）」を置き，具体的個別的な政策に

ついての評価を求める。また，３年次にプログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いず

れかを選択必修）を配置し，地域の具体的な政策について知り，評価を下す機会を設ける。 
     （技能・表現） 
   ５．法学全体に関する基礎的な観点および公法，刑事法，政治学を中心とする専門的な観点から，地域

社会が抱える課題につき，法学的思考様式を用いて政策立案を行い，それを論理的かつ的確に説明す

るスキルを身につけられるように，３・４年次にプログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・

Ｂ」（いずれかを選択必修）および各演習科目（いずれかを選択必修）を置き，調査・報告やグループ

ディスカッションを実施する。さらに４年次に課程共通科目として「特別研究」（必修）を配置し，自

身の学修・研究の結果を文章に表現する機会を与える。 
   ６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーション・

スキルを身につけさせるために，３年次にプログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（い

ずれかを選択必修）を置き，多人数集団の中でのコミュニケーションと自己発信能力を陶冶すること

ができるようにする。 
     （関心・意欲） 
   ７．３年次にプログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）を配置し，

地域政策に携わる実践的機会を与えることで，地域が抱える課題の解決や地域創生・地域マネジメン

トへの関心を高められるようにする。 
   ８．本専修プログラムで修得した専門的視点を活かし，地域の問題解決のために社会に参画する意欲を

高めるために，２・３年次にプログラム基礎科目として選択必修の「刑事政策」，「政治学（政治過程）」，

３年次にプログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）を配置する。 
     （態度） 
   ９．中立公正な立場から高い倫理性を持ち，専門分野を社会に活かす体験をさせるため，３・４年次に

プログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）および各演習科目（い

ずれかを選択必修）を配置する。 
 
  企業法務専修プログラム 学位授与の方針 
    企業法務専修プログラムは，法学全体，とくに民法（財産法），商法，労働法などに関する学修に基づ

き，学部・課程および他専修プログラムにおける学修で得られた知見と合わせて，企業法務の観点から

地域創生・地域マネジメントの課題に取り組むことのできる人材の養成を目的とする。この目的の下，

本プログラムの教育課程は，企業法務に必要な専門的知識および法学的思考様式をもって，地域産業が

抱える諸問題の解決を実行ないし提言することのできる能力の修得を目標とし，以下に示す条件を満た

した者を主専修プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．法・経済・環境に関する基礎的な知識を修得している。 
   ２．地域産業が抱える現実的な法的（とくに私法に関する）課題の内容や意義，歴史的経緯について的

確に認識している。 
     （思考・判断） 
   ３．法と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解するための法学的思考様式を

身につけている。 
   ４．法学的思考様式を用いて現実の社会的課題に関する判断を下す力を有している。 

-55-



 
     （技能・表現） 
   ５．法学全体に関する基礎的な観点および民法（財産法），商法，労働法を中心とする専門的な観点から，

地域産業が抱える課題につき，法学的思考様式を用いて政策立案を行い，それを論理的かつ的確に説

明するスキルを身につけている。 
   ６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーションの

スキルを身につけている。 
     （関心・意欲） 
   ７．地域産業が抱える課題の解決や地域創生・地域マネジメントに強い関心を持っている。 
   ８．本専修プログラムで修得した専門的視点を活かし，地域産業の問題解決のために社会に参画する意

欲を持っている。 
     （態度） 
   ９．中立公正な立場から高い倫理性を持って，専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を身につけて

いる。 

  企業法務専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    企業法務専修プログラムでは，プログラムのディプロマ・ポリシーを実現するために，法・経済・環

境に関する基礎および民法（財産法），商法，労働法などの専門に関する学修を目的に，以下のようにカ

リキュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．法・経済・環境に関する専門基礎的な知識を幅広く身につけるために，１年次に必修の課程導入科

目（「地域政策入門Ａ・Ｂ」）と課程共通科目（「民法（総則）Ⅰ・Ⅱ」など），２年次にプログラム基

礎科目（「民法（物権）Ⅰ・Ⅱ」，「民法（債権総論）Ａ・Ｂ」，「会社法Ａ」，「労働法（個別法）」，「環

境生態学Ａ」など）を配置する。 
   ２．法学全体に関する基礎知識および民法（財産法），商法，労働法を中心とする専門的知識を修得する

ため，プログラム基礎科目として２・３年次に「憲法（人権）Ⅰ」，「民法（債権各論）Ａ・Ｂ」，「民

法（家族法）Ⅰ」，「商法Ａ」などを配置する。また，地域産業が抱える具体的・現実的課題の内容や

意義，歴史的経緯を学修するうえでの基本的知識を学ぶために，２・３年次にプログラム基礎科目と

して「雇用管理法」，「経営学総論Ⅰ・Ⅱ」などを配置する。  
     （思考・判断） 
   ３．法と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解する法学的思考様式を身につ

けるために，プログラム基礎科目として２・３年次に「憲法（人権）Ⅱ」，「民法（家族法）Ⅱ」，「会

社法Ｂ」などを，３年次にプログラム展開科目として「民法（相続法）」，「民事訴訟法Ⅰ・Ⅱ」などを

配置する。 
   ４．身に付けた法学的思考様式を用いて現実の社会的課題に関する判断を下す力を養うために，２・３

年次にプログラム基礎科目として「労働法（集団法）」，「商法Ｂ」を置き，具体的個別的な政策につい

ての評価を求める。また，３年次にプログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれか

を選択必修）を配置し，地域の具体的な政策について知り，評価を下す機会を設ける。 
     （技能・表現） 
   ５．法学全体に関する基礎的な観点および民法（財産法），商法，労働法を中心とする専門的な観点から，

地域社会が抱える課題につき，法学的思考様式を用いて政策立案を行い，それを論理的かつ的確に説
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明するスキルを身につけられるように，３・４年次にプログラム展開科目として「地域政策実践演習

Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）および各演習科目（いずれかを選択必修）を置き，調査・報告やグ    

ループディスカッションを実施する。さらに４年次に課程共通科目として「特別研究」（必修）を配置

し，自身の学修・研究の結果を文章に表現する機会を与える。 
   ６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーション・

スキルを身につけさせるために，３年次にプログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（い

ずれかを選択必修）を置き，多人数集団の中でのコミュニケーションと自己発信能力を陶冶すること

ができるようにする。 
     （関心・意欲） 
   ７．３年次にプログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）を配置し，

地域政策に携わる実践的機会を与えることで，地域産業が抱える課題の解決や地域創生・地域マネジ

メントへの関心を高められるようにする。 
   ８．本専修プログラムで修得した専門的視点を活かし，地域産業の問題解決のために社会に参画する意

欲を高めるために，２・３年次にプログラム基礎科目として「労働法（集団法）」，「商法Ｂ」，３年次

にプログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）を配置する。 
     （態度） 
   ９．中立公正な立場から高い倫理性を持ち，専門分野を社会に活かす体験をさせるため，３・４年次に

プログラム展開科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）および各演習科目（い

ずれかを選択必修）を配置する。 
 
  地域社会経済専修プログラム 学位授与の方針 
    地域社会経済専修プログラムでは，経済学の基礎的学修とともに，地域・地方自治にかかる基礎的な

制度・政策を学ぶことによって，地域経済の創生・再生を担うことができる人材の養成を目的としてお

り，以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．経済・法・環境に関する基礎的な知識を幅広く身につけている。 
   ２．地域経済のしくみを総合的に理解するための専門的な知識を修得している。 
     （思考・判断） 
   ３．経済と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解する経済学的素養を身につ

けている。 
   ４．経済学をはじめとした専門的知識を活用し，地域経済のしくみとその課題を総合的に思考すること

ができる。 
     （技能・表現） 
   ５．地域経済の現状や課題を関連資料・データに基づいて理論的・実証的に分析・評価し，それらに基

づく政策的判断ができる。 
   ６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーションの

スキルを身につけている。 
     （関心・意欲） 
   ７．地域経済が抱えるさまざまな諸問題や経済現象に強い関心を持っている。 
   ８．経済学をはじめとする専門的視点を活かして，地域経済の課題に主体的・実践的に取り組む意欲を

持っている。 
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     （態度） 
   ９．中立公正な立場から高い倫理性を持って，専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を身につけて

いる。 

  地域社会経済専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    地域社会経済専修プログラムでは，経済学の基礎的学修とともに，地域・地方自治にかかる基礎的な

制度・政策を学ぶことによって，地域経済の創生・再生を担うことができる人材の養成を目的としてい

る。この教育目標を達成するために，経済学ならびに地域経済を主に，以下のようにカリキュラムを編

成する。 
     （知識・理解） 
   １．経済・法・環境に関する基礎的な知識を幅広く身につけるために，１年次に必修の課程導入科目（「地

域政策入門Ａ・Ｂ」）と課程共通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」，「環境経済論Ⅰ」，「民法（総則）Ⅰ・Ⅱ」，

「環境政策論Ⅰ」），２・３年次のプログラム基礎科目に多岐にわたる各分野の関連科目を配置する。 
   ２．地域経済のしくみを理解するための総合的な専門的知識を修得するために，１年次に課程共通科目

（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」，「環境経済論Ⅰ」），２・３年次のプログラム基礎科目に選択必修科目（「理論

経済学Ⅰ・Ⅱ」，「財政学Ⅰ・Ⅱ」，「国際経済論Ａ・Ｂ」，「農業経済論Ⅰ・Ⅱ」，「ミクロ経済学」，「金

融論」）を配置する。 
     （思考・判断） 
   ３．経済学的素養を充分に身につけるために，１年次の課程共通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」，「環境経済

論Ⅰ」）や２・３年次のプログラム基礎科目における選択必修科目（「理論経済学Ⅰ・Ⅱ」，「財政学Ⅰ・

Ⅱ」等）に加えて，「経営学総論Ⅰ・Ⅱ」，「会計学Ⅰ・Ⅱ」，「経済外書講読」，「簿記論Ⅰ・Ⅱ」，「環境

経済論Ⅱ」等を配置する。 
   ４．各分野の専門的知識を活かして地域経済のしくみとその課題を総合的に思考する能力を修得するた

めに，２・３年次のプログラム基礎科目を中心に経済関連科目だけでなく「行政学Ⅰ・Ⅱ」，「行政法

（作用法総論）Ⅰ・Ⅱ」，「環境政策論Ⅱ」，「持続可能な社会論」等の法・環境関連科目を配置する。 
     （技能・表現） 
   ５．地域経済の現象や課題を関連資料・データに基づいて評価・分析し，政策的判断を行うスキルを身

につけられるように，調査・分析，口頭発表・集団討議やレポート・論文作成等の教育活動を取り入

れた科目（プログラム基礎科目に「地域経済調査演習」，「地域経済実践演習」（２年次履修），プログ

ラム展開科目に各分野の演習科目（３年次履修），課程共通科目に「特別研究」（４年次履修））を必修・

選択必修として配置し，２年次から系統的に履修できるようにする。 
   ６．柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーション・スキルを身につけるために，プログラム基

礎科目の「地域経済調査演習」，「地域経済実践演習」，各分野の演習科目，課程共通科目の「特別研究」

等の口頭発表・集団討議を取り入れる科目を必修・選択必修とする。 
     （関心・意欲） 
   ７．経済関連科目をはじめとする各分野のプログラム基礎科目に加えて，プログラム展開科目に「応用

マクロ経済学」，「日本経済史」，「西洋経済史」，「人的資源管理論」，「経済思想」，「企業論」，「労働経

済論」，「日本経済論」といった発展的な経済関連科目を配置し，また各分野の演習科目や「特別研究」

を通じて現代におけるさまざまな地域経済の諸問題や経済現象への関心を高められるようにする。 
   ８．経済学をはじめとする専門的視点を活かして，地域経済の課題に主体的・実践的に取り組む意欲を

高めるために，プログラム基礎科目に「地域経済調査演習」，「地域経済実践演習」，プログラム展開科
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目に各分野の演習科目，課程共通科目に「特別研究」等を配置する。 
     （態度） 
   ９．中立公正な立場から高い倫理性を持ち，専門分野を社会に活かす体験をさせるため，プログラム基

礎科目に「地域経済調査演習」，「地域経済実践演習」，プログラム展開科目に各分野の演習科目，課程

共通科目の「特別研究」等を系統的に履修できるように配置する。 
 
  地域社会連携専修プログラム 学位授与の方針 
    地域社会連携専修プログラムでは，経済学を基礎として，法学や環境学の視点を取り入れながら地域

社会や産業の現場で生じている生産・生活をめぐる諸問題を学修することによって，地域が抱える諸課

題を総合的な観点から解決できる人材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得した者を主専修

プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．経済・法・環境に関する基礎的な知識を幅広く身につけている。 
   ２．地域社会や産業のしくみを総合的に理解するための専門的な知識を修得している。 
     （思考・判断） 
   ３．経済と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解する経済学的素養を身につ

けている。 
   ４．経済学をはじめとした専門的知識を活用し，地域社会や産業のしくみとその課題を総合的に思考す

ることができる。 
     （技能・表現） 
   ５．地域社会や産業が抱える諸問題を関連資料・データに基づいて理論的・実証的に分析・評価し，そ

れらに基づく政策的判断ができる。 
   ６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーションの

スキルを身につけている。 
     （関心・意欲） 
   ７．地域社会や産業が抱えるさまざまな諸問題や経済現象に強い関心を持っている。 
   ８．経済学をはじめとする専門的視点を活かして，地域社会や産業の課題に主体的・実践的に取り組む

意欲を持っている。 
     （態度） 
   ９．中立公正な立場から高い倫理性を持って，専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を身につけて

いる。 

  地域社会連携専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    地域社会連携専修プログラムでは，経済学を基礎として，法学や環境学の視点を取り入れながら地域

社会や産業の現場で生じている生産・生活をめぐる諸問題を学修することによって，地域が抱える諸課

題を総合的な観点から解決できる人材の養成を目的としている。この教育目標を達成するために，経済

学ならびに地域産業を主に，以下のようにカリキュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．経済・法・環境に関する基礎的な知識を幅広く身につけるために，１年次に必修の課程導入科目（「地

域政策入門Ａ・Ｂ」）と課程共通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」，「環境経済論Ⅰ」，「民法（総則）Ⅰ・Ⅱ」，

「環境政策論Ⅰ」），２・３年次のプログラム基礎科目に多岐にわたる各分野の科目を配置する。 
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   ２．地域社会や産業のしくみを理解するための総合的な専門的知識を修得するために，１年次に課程共

通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」），２・３年次のプログラム基礎科目に選択必修科目（「経営学総論Ⅰ・

Ⅱ」，「会計学Ⅰ・Ⅱ」，「社会保障論Ⅰ・Ⅱ」，「政治経済学Ⅰ・Ⅱ」，「環境経済論Ⅱ」）を配置する。 
     （思考・判断） 
   ３．経済学的素養を充分に身につけるために，１年次の課程共通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」，「環境経済

論Ⅰ」）や２・３年次のプログラム基礎科目における選択必修科目（「経営学総論Ⅰ・Ⅱ」，「会計学Ⅰ・

Ⅱ」等）に加えて，「農業経済論Ⅰ・Ⅱ」，「財政学Ⅰ・Ⅱ」，「簿記論Ⅰ・Ⅱ」，「国際経済論Ａ・Ｂ」等

を配置する。 
   ４．各分野の専門的知識を活かして地域社会や産業のしくみとその課題を総合的に思考する能力を修得

するために，２・３年次のプログラム基礎科目を中心に経済関連科目だけでなく「行政学Ⅰ・Ⅱ」，「会

社法Ａ・Ｂ」，「労働法（個別法）（集団法）」，「持続可能な社会論」，「環境政策論Ⅱ」，「環境社会学Ⅰ・

Ⅱ」等の法・環境関連科目を配置する。 
     （技能・表現） 
   ５．地域経済の現象や課題を関連資料・データに基づいて評価・分析し，政策的判断を行うスキルを身

につけられるように，調査・分析，口頭発表・集団討議やレポート・論文作成等の教育活動を取り入

れた科目（プログラム基礎科目に「地域経済調査演習」，「地域環境マネジメント実践演習」（２年次履

修），プログラム展開科目に各分野の演習科目（３年次履修），課程共通科目に「特別研究」（４年次履

修））を必修・選択必修として配置し，２年次から系統的に履修できるようにする。 
   ６．柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーション・スキルを身につけるために，プログラム基

礎科目の「地域経済調査演習」，「地域環境マネジメント実践演習」，各分野の演習科目，課程共通科目

の「特別研究」等の口頭発表・集団討議を取り入れる科目を必修・選択必修とする。 
     （関心・意欲） 
   ７．経済関連科目をはじめとする各分野のプログラム基礎科目に加えて，プログラム展開科目に「地方

財政論」，「協同組合論」，「マーケティング論」，「管理会計論」，「企業論」，「日本経済論」といった発

展的な経済関連科目を配置し，また各分野の演習科目や「特別研究」を通じて現代におけるさまざま

な地域社会や産業の諸問題や経済現象への関心を高められるようにする。 
   ８．経済学をはじめとする専門的視点を活かして，地域経済の課題に主体的・実践的に取り組む意欲を

高めるために，プログラム基礎科目に「地域経済調査演習」，「地域環境マネジメント実践演習」，プロ

グラム展開科目に各分野の演習科目，課程共通科目に「特別研究」等を配置する。 
     （態度） 
   ９．中立公正な立場から高い倫理性を持ち，専門分野を社会に活かす体験をさせるため，プログラム基

礎科目に「地域経済調査演習」，「地域環境マネジメント実践演習」，プログラム展開科目に各分野の演

習科目，課程共通科目の「特別研究」等を系統的に履修できるように配置する。 
 
  環境共生専修プログラム 学位授与の方針 
    環境共生専修プログラムでは，環境学・法学・経済学の総合的学修を基礎に，環境学の専門的学修を

環境政策・環境マネジメントの実践に活かし，持続可能な共生社会の構築に貢献できる人材の養成を目

的としており，以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 
     （知識・理解） 
   １．環境・法・経済に関する基礎的な知識を幅広く身につけている。 
   ２．文理融合に基づく環境学諸分野の研究手法と専門的な知識を修得している。 
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     （思考・判断） 
   ３．環境と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解する能力を身につけている。 
   ４．環境学を始めとした専門的知識を活用し，環境問題の解決，「持続可能な共生社会」構築に向けた具

体的な方策を総合的に思考・判断することができる。 
     （技能・表現） 
   ５．地域社会とその環境に関する調査・分析ができ，そこに潜む問題点やその解決法について，自らの

見解・提言を論理的かつ的確に説明するスキルを身につけている。 
   ６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーションの

スキルを身につけている。 
     （関心・意欲） 
   ７．地球規模から身近な地域まで，多岐にわたる環境や環境問題に強い関心を持っている。 
   ８．環境学をはじめとする専門的視点を活かし，環境や地域の問題解決のために社会に参画する意欲を

持っている。 
     （態度） 
   ９．中立公正な立場から高い倫理性を持って，専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を身につけて

いる。 

  環境共生専修プログラム 教育課程編成・実施の方針 
    環境共生専修プログラムでは，プログラムの学位授与の方針を実現するために，以下のようにカリ  

キュラムを編成する。 
     （知識・理解） 
   １．環境・法・経済に関する専門基礎的な知識を幅広く身につけるために，１年次に必修の課程導入科

目（「地域政策入門Ａ・Ｂ」）と課程共通科目（「環境政策論Ⅰ」など），２年次にプログラム基礎科目

（「環境統計学Ⅰ・Ⅱ」など）を配置する。 
   ２．環境学諸分野の研究手法と専門的知識を獲得させるために，プログラム基礎科目として２年次に必

修の「環境科学演習」，「持続可能な社会論」，２・３年次に選択必修の「環境政策論Ⅱ」，「環境経済論

Ⅱ」，「環境社会学Ⅰ・Ⅱ」，「環境生態学Ａ」，「自然環境学Ａ」，プログラム展開科目として２・３・４

年次に選択必修の「保全生物学」，「景観生態学」，「環境経済論特講」，「環境社会学特講」，「環境思想」，

各分野の演習科目などを配置する。 
      （思考・判断） 
   ３．環境と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえ，理解する能力を身につけるため

に，１年次に必修の課程導入科目（「地域政策入門Ａ・Ｂ」），課程共通科目（「環境経済論Ⅰ」など），

２・３年次にプログラム基礎科目（「環境政策論Ⅱ」，「環境経済論Ⅱ」，「環境社会学Ⅰ・Ⅱ」など）を

配置する。 
   ４．獲得した様々な専門的知識を用いて，環境問題の解決，「持続可能な共生社会」構築に取り組む活動

を行わせるために，プログラム基礎科目に必修の「環境科学演習」，「持続可能な社会論」，選択必修の

「地域環境マネジメント実践演習」，「環境社会調査演習」に加え，「環境社会調査実習」，「環境科学実

験」，各分野の演習科目等の演習・実習・実験科目（２・３年次履修），４年次必修の「特別研究」な

どを配置する。 
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     （技能・表現）  
   ５．地域社会やその環境に関する調査ができ，そこに潜む問題点や解決法に関する見解・提言を論理的

かつ的確に説明するスキルを身につけられるように，プログラム基礎科目に「環境科学演習」，「地域

環境マネジメント実践演習」，「環境社会調査演習・実習」，「環境科学実験」，４年次に課程共通科目の

「特別研究」等，調査・分析，フィールド実習，口頭発表，論文執筆などの教育活動を取り入れた科

目を必修・選択必修として配置し，２年次から系統的に履修できるようにする。 
   ６．柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーション・スキルを身につけるために，プログラム基

礎科目の「環境科学演習」，「持続可能な社会論」，課程共通科目の「特別研究」を必修，各分野の演習

科目などを必修・選択必修とする。 
     （関心・意欲） 
   ７．地球規模環境問題や開発途上国の開発をテーマとしたプログラム基礎科目の「国際開発と環境・貧

困」，身近な地域環境の現状・取り組みに焦点を当てたプログラム基礎科目の「環境科学演習」，「地域

環境マネジメント実践演習」，「環境社会調査実習」，「環境科学実験」，これらから幅広く環境の現実を

扱う科目をプログラム基礎・展開科目を中心に配置し，多岐にわたる環境や環境問題への関心を高め

られるようにする。 
   ８．環境学をはじめとする専門的視点を活かし，環境・地域の問題解決のために社会に参画する意欲を

高められるよう，プログラム基礎科目に「環境科学演習」，「地域環境マネジメント実践演習」，「環境

社会調査実習」，プログラム展開科目に「保全生物学」，「環境経済論特講」，「環境社会学特講」などを

配置する。 
     （態度） 
   ９．中立公正な立場から高い倫理性を持ち，専門分野を社会に活かす体験をさせるため，プログラム基

礎科目に「地域環境マネジメント実践演習」，「環境社会調査演習・実習」，「環境科学実験」，プログラ

ム展開科目に各分野の演習科目，課程共通科目の「特別研究」などを系統的に履修できるように配置

する。 
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２．人文社会科学部教育課程規則（平成１６年４月１日制定） 

 
 （趣旨） 
第１条 この規則は、国立大学法人岩手大学学則（以下「学則」という。）第３６条第５項の規定に

基づき、岩手大学人文社会科学部（以下「本学部」という。）における専門教育（以下「専門教育」

という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。 
 
 （目的） 
第２条 本学部は、「総合化と専門深化」の教育理念に基づき，現代社会の諸問題を総合的観点から

理解する能力と人間・文化・社会・環境に関する専門的知識・能力を有し，地域社会及び国際社会

に実践を通して貢献できる人材の養成を目的とする。 
 
 （科目及び単位の修得） 
第３条 専門教育における授業科目（以下「科目」という。）及び単位数は、別表第１に定めるとこ

ろによる。 
２ 専門教育においては、別表第２に掲げる単位数以上を修得しなければならない。 
３ 科目の必修と選択の別、履修年次、時間数、履修方法等は、別に定める。 
 
 （授業時間割等の公示） 
第４条 各学期に開講する科目、授業時間及び担当教員等は、学期の初めまでに公示する。 
２ 学期の途中から開講する科目については、その都度公示する。 
 
 （履修科目の申告） 
第５条 学生は、履修しようとする科目を学期の初めの指定の期間内に学部長に申告しなければな

らない。 
２ 学期の途中から開講する科目については、その都度前項の申告をすることができる。 
３ 第１項及び第２項の申告をしない者は、単位の認定を受けることができない。 
４ 第１項及び第２項の申告の後は、履修取り消しを認める指定期間を除き、履修を取り消すことは

できない。 
 
 （他学部科目等の履修） 
第６条 学生は、所定の手続きを経て他学部の科目及び国際教育科目の授業科目を履修することが

できる。 
２ 他学部の学生が、本学部の科目の履修を願い出たときは前項に準ずる。 
 
 （他大学等での履修） 
第７条 学生は、他の大学又は短期大学の科目を履修しようとするときは、所定の手続きを経て許可

を得なければならない。 
２ 前項及び前条第１項の規定により修得した単位及び海外の交流協定締結大学で修得した単位の

うち本学部の専門教育科目に振り替えられない単位は、別に定める単位数の範囲内で別表第２の

専修プログラム科目又は自由選択科目の単位として認めることができる。 
 （試験） 
第８条 試験を行う場合は、学期末に行う。ただし、科目によっては、その他適当な時期に行うこと

ができる。 
 
 （細則） 
第９条 この規則に定めるもののほか、専門教育に関し必要な事項は、教授会が別に定める。 
 

（以下省略） 
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３．人文社会科学部教育課程履修細則（平成２８年４月１日制定） 

 

 （趣旨） 

第１条 この細則は，岩手大学人文社会科学部教育課程規則（以下｢規則｣という。）第９条の規定に

基づき，岩手大学人文社会科学部（以下「本学部」という。）の専門教育の授業科目の履修に関し

必要な事項を定めるものとする。 

 

 （学部共通科目） 

第２条 本学部の基本的教育目標の一つである「総合性・学際性」を基礎とした幅広い視野を養うと

ともに，学問研究の根底的基礎となる考え方と方法を深化させ，課題探求能力を育成するため，学

部共通科目を置く。 

２ 本学部の学生（以下｢学生｣という。）は，規則第３条第２項に定める学部共通科目の単位数のう

ち「総合科学論Ⅰ」２単位及び「総合科学論Ⅱ」２単位を修得しなければならない。 

３ 「総合科学論Ⅰ」及び「総合科学論Ⅱ」の履修に関し，必要な事項は別に定める。 

 

 （課程科目） 

第３条 学生は，課程全体の教育目標を達成するために，課程ごとに置く課程科目から規則第３条第

２項に定める単位数のうち，課程導入科目４単位，課程共通科目８単位以上及び「特別研究」６単

位を修得しなければならない。 

 

 （専修プログラム科目） 

第４条 課程の専門領域の学修を深めるために専修プログラムを置く。 

２ 本学部の総合的な学修をより系統立てて行わせるために，専修プログラムに主専修プログラム

及び副専修プログラムを置く。 

３ 学生は，主専修プログラムを３年次の学年初めに選択し，学部長に届け出なければならない。 

４ 主専修プログラムは，所属する課程の専修プログラムから選択しなければならない。 

５ 学生は，第３項に基づき届け出た専修プログラムの科目から規則第３条第２項に定める単位数

のうち，主専修プログラム科目３４単位以上（うち，プログラム基礎科目を１０単位以上，プログ

ラム展開科目を１０単位以上含まなければならない）修得しなければならない。 

６ 学生は，副専修プログラムを３年次の学年初めに選択し，学部長に届け出なければならない。 

７ 副専修プログラムは，第３項に基づき届け出た主専修プログラム以外の専修プログラム（所属す

る課程以外の専修プログラム及び課程横断型プログラムを含む）から選択しなければならない。 

８ 学生は，第６項に基づき届け出た専修プログラムの科目から規則第３条第２項に定める単位数

のうち，副専修プログラム科目１６単位以上を修得しなければならない。 

９ 前項に定める単位数は，選択した専修プログラムの副専修プログラム科目又は課程横断型プロ

グラムで定める授業科目から修得しなければならない。 

１０ 専修プログラムに関し必要な事項は別に定める。 

 

 （他課程科目） 

第５条 学生は，他課程科目として，他の課程の「特別研究」を除く課程科目から規則第３条第２項

に定める単位数以上を修得しなければならない。 

 

 （自由選択科目） 

第６条 学生は，自由選択科目として，第２条から前条までに定める科目から規則第３条第２項に定

める単位数以上を修得しなければならない。ただし，第２条から前条までに定める科目の修得すべ

き最低単位数に算入した授業科目の単位は，自由選択科目の単位数に含めることができない。 

２ 前項及び第４条第８項の修得すべき単位数には，規則第７条第２項の規定により修得した単位

を合計１０単位まで加えることができる。 

３ グローバル・地域人材育成プログラムを副専修プログラムに選択した学生は，規則第７条第２項
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に定める単位のうち，国際教育科目の授業科目及び海外の協定交流協定締結大学で修得した単位

のうち本学部の専門教育科目に振り替えられない単位を副専修プログラム科目の修得単位数に加

えることができ，それ以外の単位は自由選択科目の修得単位数に加えることができる。 

４ グローバル・地域人材育成プログラム以外を副専修プログラムに選択した学生は，規則第７条第

２項に定める単位を自由選択科目の修得単位数に加えることができ，それが自由選択科目の卒業

に必要な最低修得単位数を超える場合は，副専修プログラム科目の修得単位数に加えることがで

きる。 

 

 （特別研究） 

第７条 課程科目に置く特別研究は，最終年次に履修するものとする。 

２ 特別研究（通年，６単位）を履修するには，当該科目を履修する前の学期の，卒業要件として履

修する授業科目（教養教育科目を含み，課外科目を除く。以下「卒業要件科目」という。）の修得

単位数が９６単位以上でなければならない。 

３ 卒業論文等（特別研究の成果をまとめた論文又は作品をいう。）は，卒業予定年度の１月２１日

（９月卒業予定者の場合は，７月２１日。その日が休日の場合は，その翌日）午後５時までに学務

課に提出しなければならない。 

４ 特別研究の審査は，課程において行う。 

５ 特別研究の指導体制，題目届け等の手続き，その他必要な事項は別に定める。 

 

 （早期卒業） 

第８条 学生は，岩手大学における在学期間の特例に関する規則に基づき，２年次の学年末において，

卒業要件科目を９０単位以上修得し，かつ，すべての学期において成績優秀者（岩手大学における

授業科目の履修登録単位数の上限に関する規則第４条に規定する者をいう。）である場合は，学部

長に早期卒業の認定を願い出ることができる。 

２ 教務委員会の審査に基づき，教授会が早期卒業の可能性があると認める場合は，その者を早期卒

業の候補者（以下｢候補者｣という。）とする。 

３ 候補者は，３年次に「特別研究」を履修しなければならない。 

４ 候補者は，候補者として認定を受けた後の各学期において，秀及び優の標語の単位数を１０分の

９以上得なければならない。 

５ 前項の秀及び優の標語の単位数を１０分の９以上得ない場合は，候補者の資格を失う。 

６ 候補者は，３年次の学年末又は４年次の前期末に，特別研究の内容を中心とした最終試験を受け

なければならない。 

７ 候補者が卒業の認定を受けるためには，特別研究の成績は秀又は優でなければならない。 

 

 （雑則） 

第９条 本学部における転課程及び転学部に関し，必要な事項は別に定める。 

２ 本学部における編入学に関し，必要な事項は別に定める。 

３ 本学部における再入学に関し，必要な事項は別に定める。 

４ 本学部における科目等履修生に関し，必要な事項は別に定める。 

 

  （以下省略） 
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４．卒業に必要な単位数および主・副専修プログラム等について 

  

◆修得しなければならない最低単位数（教育課程規則第３条第１項および履修細則第２～６条より） 

科 目 区 分 単位数 

教養教育（内訳はＰ３０で確認） ４３ 

専 

門 

教 

育 

学部共通科目 ４ 

課程科目 

課程導入科目 ４ 

課程共通科目 ８ 

特別研究 ６ 

専修プログラム 

科目 

主専修プログラム科目 ３４ 

 
プログラム基礎科目 （１０単位以上） 

プログラム展開科目 （１０単位以上） 

副専修プログラム科目 １６ 

他課程科目 ４ 

自由選択科目 ６ 

計 ８２ 

合  計 １２５ 

 

 ◆専門教育の科目区分ごとの必修・選択必修科目等 

   学部共通科目 

    必修：総合科学論Ⅰ（２単位），総合科学論Ⅱ（２単位） 

   課程科目 

   ・課程導入科目 

     必修：所属する課程の課程導入科目を４単位 

   ・課程共通科目 

     選択必修：所属する課程の課程共通科目から８単位以上 

     なお，各課程で必修・選択必修の授業科目が下記のとおり決められています。 

     人間文化課程 

      選択必修①：下記授業科目から４単位以上修得 

       国際交流研修，国際課題研修（芸術），日本語表現基礎，日本語読解基礎，ドイツ語

基礎，フランス語基礎，ロシア語基礎，中国語基礎，韓国語基礎，社会調査法 

      選択必修②：下記授業科目から４単位以上修得 

       人間行動論，スポーツ科学，現代文化論，異文化間コミュニティ論，芸術文化論，歴

史学概論，英語圏文化論，ヨーロッパ語圏文化論，アジア圏文化論，絵画基礎，彫刻

基礎，工芸基礎，デザイン基礎Ａ，デザイン基礎Ｂ，書法基礎，ドイツ語コミュニ   

ケーション基礎，フランス語コミュニケーション基礎，ロシア語コミュニケーション

基礎 

     地域政策課程 

      必修：民法（総則）Ⅰ，経済学基礎Ⅰ，環境政策論Ⅰ 

   ・特別研究 

     必修（６単位） 卒業する年度に通年で開講されますが，履修申告は不要です。 

   専修プログラム科目 

   ・主専修プログラム科目 

     必修・選択必修：各専修プログラムで定める必修・選択必修科目を修得（「◆主・副専修

プログラムについて」で確認してください。） 
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   ・副専修プログラム科目 

     必修・選択必修：各専修プログラムの副専修プログラムラム科目から，各専修プログラム

で定める必修・選択必修科目を修得（「◆主・副専修プログラムについて」

で確認してください。） 

   他課程科目 

    所属していない課程の課程導入科目および課程共通科目から４単位以上 

   自由選択科目 

    本学部専門教育の授業科目から６単位以上（課外科目を除く）※１，※２ 

     ※１ 学部共通科目，課程科目，専修プログラム科目，他課程科目の修得しなければなら

ない最低単位数を超えて修得した単位は，自由選択科目の単位に算入されます。 

     ※２ 他学部・他大学・短期大学の専門教育の授業科目の修得単位，国際教育科目の修得

単位および海外協定大学で修得した単位で本学部専門教育の単位に振り替えられ

なかった単位は，１０単位を上限に副専修プログラム科目または自由選択科目の修

得単位に算入することができます（履修細則第６条）。 

 

 ◆授業科目履修に係る注意事項 

  ①授業科目名に「Ⅰ」，「Ⅱ」とある場合は，数字順に履修・単位修得することを推奨します。一

部授業科目では下位数字の授業科目の単位を修得しなければ上位数字の授業科目を履修する

ことができません（例：民法（総則）Ⅰの単位を修得しないと民法（総則）Ⅱを履修できない）。

上記履修制限がある授業科目は「科目等一覧」にその旨を記載していますので，注意して履修

申告してください。 

  ②同じ授業科目を，重複して単位修得することはできません。 

  ③各授業科目の対象学年より下の学年の学生はその授業科目を履修することはできませんが，そ

れ以上の学年は履修することができます。 

  ④主専修に選択した専修プログラム以外の演習科目を履修しようとする場合は，事前にその授業

科目を担当する教員の了承を得て履修してください。了承を得ずに履修すると，後日，履修申

告が取り消され，単位修得できない場合があります。 

  ⑤集中講義の履修申告は，通常の履修申告（各学期の初め）とは別に行います。履修申告の開始

時期や方法は，アイアシスタント・掲示板でお知らせします。 

  ⑥一部授業科目はクォーター制で開講されます。クォーター制の授業科目は週２回開講となりま

すので，履修する授業科目の選択や履修申告の際はご注意ください。クォーター制で開講する

授業科目は，科目等一覧の「備考」欄にその旨を記載しています。 

   上記のほか，一般的な注意事項等は，本手引きＰ１の「科目履修に当たって知っておくべきこ

と」で確認してください。 

 

 ◆主・副専修プログラムについて 

   主・副専修プログラムの選択は２年次末までに行い，３年次から本格的な学修を開始します（２

年次から履修可能な授業科目もあるので，詳細は科目等一覧で確認してください）。 

   主専修プログラムは，自分の所属する課程の専修プログラムから１つを選び，そのプログラム

の授業科目（主専修プログラム科目）を履修し，学修を進めていきます。主専修プログラム科目

は，選択した専修プログラムのプログラム基礎科目１０単位以上，プログラム展開科目１０単位

以上を修得したうえで，３４単位以上修得しなければなりません。各専修プログラムでは，必修・

選択必修の授業科目等を【別表Ａ】のとおり設定しているので，科目等一覧とあわせて確認し，

履修・単位修得してください。 

   副専修プログラムは，全ての専修プログラム（課程問わず）および課程横断型プログラムから

１つ以上を選んで学修を進めていきます。ただし，主専修プログラムに選択した専修プログラム
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を，副専修プログラムに選択することはできません。各専修プログラムでは，副専修プログラム

用の授業科目（副専修プログラム科目）を定めていて（科目等一覧で，授業科目名の左に「副」

とある授業科目），その副専修プログラム科目から１６単位以上修得しなければなりません。 

   副専修プログラムでも必修・選択必修の授業科目等が【別表Ｂ】のとおり決められており，そ

れを満たさないと，副専修プログラム科目を１６単位以上修得しても卒業できません。課程横断

型プログラムの授業科目は，課程横断型プログラムの科目等一覧で確認してください。 

   なお，自由選択科目の卒業に必要な最低修得単位数（６単位）を超えて修得した，他学部・他

大学・短期大学の専門教育の授業科目の修得単位（①），国際教育科目の修得単位（②）および

海外の交流協定締結大学への留学により修得した単位のうち，本学部の専門教育の授業科目に振

り替えられなかった単位（③）は，４単位まで副専修プログラム科目の修得単位に含める場合が

あります。（卒業に必要な修得単位数に算入可）。この４単位が，副専修に算入できるか，また算

入する場合に副専修プログラム科目のどの単位修得要件の単位数に算入できるかは，選択した副

専修プログラムにより異なりますので，プログラム担当教員に相談してください。 

   課程横断型の「グローバル・地域人材育成」プログラムを副専修に選択した場合は，前述の②，

③の単位を自由選択科目の修得単位数に算入せず，副専修プログラム科目の修得単位数に算入す

ることができます（①の単位は先に自由選択科目に算入）。ただし，Ｐ６７の「自由選択科目」

の説明にあるように，算入できる単位数の上限は１０単位です。下記に修得単位の算入方法を示

しますので、参考にしてください。 

   副専修プログラム科目に定められている授業科目を履修する場合は，自分が選択している主・

副専修プログラムに関わらず，履修申告時に，主専修プログラム科目として履修するのか，副専

修プログラム科目として履修するのかを選択してください。時間割表には「主」用，「副」用の

申告コードが記載されているので，注意して履修申告してください。 

 

≪参考≫他学部科目等の修得単位の算入方法 

 例１． 

  選択した副専修プログラム ：行動科学専修プログラム 

  他学部科目等の単位修得状況：他学部科目２単位（２年前期修得），国際教育科目６単位（３年

前期修得），留学で修得した単位のうち振替できなかった単位４

単位（３年後期修得） 

  自由選択科目の修得単位＝他学部科目２単位＋国際教育科目４単位 

    →修得しなければならない最低修得単位数（６単位）を満たす 

  副専修プログラム科目の修得単位＝国際教育２単位＋留学で修得した単位で振替できなかった

単位のうち２単位 

    →修得しなければならない最低修得単位数（１６単位）に４単位算入 

   これにより，他学部科目等の上限（１０単位）に達したので，留学で修得した単位で振替でき

なかった２単位は，修得しなければならない最低単位数に算入できません。副専修プログラム科

目の修得しなければならない最低単位数の不足分（１２単位）は，行動科学の副専修プログラム

科目から単位修得することになります。 

 例２． 

  選択した副専修プログラム ：グローバル・地域人材育成プログラム 

  他学部科目等の単位修得状況：他学部科目２単位（２年前期修得），国際教育科目６単位（３年

前期修得），留学で修得した単位のうち振替できなかった単位４

単位（３年後期修得） 

  グローバル・地域人材育成プログラムの単位修得要件を満たすように，次のとおり算入します。 

   副専修プログラム科目の修得単位＝国際教育科目６単位，留学で修得した単位で振替できな 

かった単位４単位 
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   これにより，他学部科目等の上限（１０単位）に達したので，他学部科目の２単位は，修得し

なければならない最低単位数には算入できません。 

 

◆学修ポートフォリオについて 

   学修ポートフォリオは，学生が自分の学修状況の記録や関係する資料等を１つにまとめたもの

です。学期初めに履修申告した授業科目を記録したあと，履修している授業科目での配布物や課

題，参考資料をまとめ，学期の終わりには履修した授業科目の成績を記録します。また，ポート

フォリオを使って，次学期の学修目標や履修する授業科目の検討を行います。 

 

 

 ☆用語解説 

  学修 

   学問をまなび身につけること。「学習」も同様の意味で使われるが，大学設置基準（大学を設置する

のに必要な最低の基準を定めた文部科学省令）では「学修」を使っている。2012 年 8 月の中央教育

審議会答申の注釈に「大学設置基準上，大学での学びは『学修』としている。これは，大学での学

びの本質は，講義，演習，実験，実習，実技等の授業時間とともに，授業のための事前の準備，事

後の展開などの主体的な学びに要する時間を内在した『単位制』により形成されていることによる。」

とあり，高校までの教育（学習内容は学習指導要領で規定）と大学教育は異なることを意味してい

る。 

  修得 

   学問・技芸などを学んで会得すること。主体的な学びの場である大学での学修は，「修得」であり，

習い覚える「習得」とは異なる。 

  必修 

   卒業するために，必ず修得しなければならない授業科目・単位を指す。 

  選択必修 

   指定された複数の授業科目から，指定された単位数分の授業科目を修得する場合を指す。本手引き

では科目一覧表等で「選必」と略す場合がある。 

  クォーター制 

   本学の授業科目は，通常，１年間を２つの学期に分けて開講しているが（セメスター制），一部授業

科目は，学期を４つに分けて開講している。１年間を４つの学期に分けることをクォーター制と言

う。クォーター制で開講する授業科目は，週２回授業が行われ，期間はセメスター制の半分になる 

  専修プログラム 

   専門性の明確化と総合化の充実を図ることを目的に作られたカリキュラム（教育計画）のこと。各

専修プログラムはそれぞれの教育目的に基づき，授業科目の履修年次や必修・選択必修の授業科目

を決めており，学生は体系的に学修を進めることができる（基礎的内容学修後に発展的内容を学修

等）。また，主専修（高度な専門性養成）と副専修（一定程度の専門知識修得や技能養成）の組み合

わせで，多様な学修目的・進路目標に応えることができる。 

  ポートフォリオ 

   英語で，紙挟み，書類かばんという意味。「学修ポートフォリオ」は，学修状況を記録した書類や関

係する資料等を，紙挟みや書類かばんに収めたように，取りまとめたものを指す。 
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【別表Ａ】各専修プログラム　主専修プログラム要件一覧表

必修

選必①

選必②

選必③

基
礎

必修

必修

選必

必修

分野a: 社会文化思想論Ⅰ～Ⅳ

分野b: 表象文化論Ａ～Ｄ

分野c: 文化記号論Ⅰ～Ⅳ

分野d: 美学芸術学入門，音楽文化史ＡまたはＢ

分野e: 社会文化思想論特講ＡまたはＢ，消費文化論特講

分野f: 表象文化論特講ＡまたはＢ，比較文学論特講ＡまたはＢ

分野g: 芸術文化論特講ＡまたはＢ，音楽文化論特講ＡまたはＢ

分野h: ソーシャルデザイン論，ソーシャルデザイン論特講，

メディア文化論特講ＡまたはＢ

分野i: 現代文化特講ＡまたはＢ

分野j: 社会文化思想論演習Ａ～Ｄ

分野k: 表象文化論演習Ａ～Ｄ

分野l: 文化記号論演習Ａ～Ｄ

分野m: 芸術文化論演習Ａ～Ｄ

分野n: ソーシャルデザイン論演習ＡまたはＢ

　全プログラム共通要件：

単位数

10

2

4

4

6

専修プロ
グラム名

科目区分等

人
間
文
化
課
程

行
動
科
学

プログラム基礎科目から10単位以上，プログラム展開科目から10単位以上修
得したうえで，計34単位以上修得

授　業　科　目　名　等

現
代
文
化

基
礎

文化事象探究Ａ～Ｄ

選必①

２分野以上から修得

展
開

選必②

２分野以上から修得

基
礎

社会調査実習，心理学基礎実験（心理学実験），特殊実験調査Ⅰおよび
Ⅱ，行動科学方法論（心理学研究法）

基礎統計学，統計学（検定・推定），行動科学統計法Ａ（心理学統計法
Ⅰ）またはＢ（心理学統計法Ⅱ）

12

2

4

4

6

4

人間学演習ＡまたはＢ，家族社会学演習ＡまたはＢ，地域社会学演習
ＡまたはＢ，地理情報システム論Ａ，ソーシャルデザイン論演習Ａま
たはＢ

ス
ポ
ー

ツ
科
学

健康管理論，健康づくり運動論，健康づくり運動実習，健康スポーツ指
導法ⅠおよびⅡ，スポーツ科学方法論，スポーツ科学実験・実習

展
開

健康障害と予防

スポーツ行動論演習ＡまたはＢ，健康運動論演習ＡまたはＢ，スポーツ
プロデュース演習ＡまたはＢ

心理学概論，実験心理学（神経・生理心理学），認知心理学（知覚・認
知心理学Ⅰ），人格心理学（感情・人格心理学），臨床心理学（臨床心
理学概論），社会心理学（社会・集団・家族心理学），認知情報学，心
理・社会言語学

人間学，社会学概論，家族社会学，地域社会学，社会情報システム論，
ソーシャルデザイン論，行動地理学

展
開

選必④

分野aから２単位以上，分野bから２単位以上で合計6単位以上修得

分野a＜心理系＞

実験心理学演習ＡまたはＢ，認知心理学演習ＡまたはＢ，人格心理学
演習ＡまたはＢ，臨床心理学演習ＡまたはＢ，社会心理学演習Ａまた
はＢ，犯罪心理学演習，認知情報学演習，言語学演習ＡまたはＢ

分野b＜社会系＞

選必③

２分野以上から修得

6
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分野a: ジェンダー論Ａ～Ｅ

分野b: 複合エスニシティ論Ａ～Ｄ

分野c: 異文化コミュニケーション論Ａ～Ｄ

選必②

選必

分野d: ジェンダー論特講Ａ～Ｄ

分野e: 複合エスニシティ論特講Ａ～Ｄ

分野f: 異文化コミュニケーション論特講Ａ～Ｄ

選必④

選必

基
礎

必修

展
開

選必

必修

選必①

必修

選必②

必修

選必①

選必②

選必③

選必④

必修

分野a: 英米文学・文化論演習Ａ～Ｄ

分野b: 英語習得論演習Ａ～Ｄ

分野c: 英語学演習Ａ～Ｈ

基
礎

選必①

展
開

選必②

2

2

2

2

4

4

4

選必①および②以外のプログラム基礎科目から修得

展
開

選必③

２分野以上から修得

ジェンダー論演習Ａ～Ｄ，複合エスニシティ論演習Ａ～Ｄ，異文化コ
ミュニケーション論演習Ａ～Ｄ

選必③および④以外のプログラム展開科目から修得

基
礎

選必①

各分野から２単位以上修得

民法（家族法）ⅠまたはⅡ，社会保障論ⅠまたはⅡ，国際開発と環境・
貧困

8

2

4

6

6

4

歴
史

歴史資料論，史学史

日本史演習Ⅰ～Ⅳ，日本思想史演習Ⅰ～Ⅳ，アジア史演習Ａ～Ｄ，西洋
史演習Ａ～Ｄ，社会文化思想論演習Ａ～Ｄ

芸
術
文
化

基
礎

プロジェクト実践演習（基礎）

美学芸術学入門，デザイン論，色彩演習，美術史入門，書道史，音楽文
化史ＡまたはＢ

展
開

プロジェクト実践演習（発展）Ⅰ～Ⅲ

芸術文化論演習Ａ～Ｄ，美術史演習Ａ～Ｄ，造形演習（絵画）Ａ～Ｄ，
造形演習（彫刻）Ａ～Ｄ，造形演習（版画）ⅠまたはⅡ，造形演習（デ
ザイン）Ａ～Ｄ，造形演習（金工）Ａ～Ｄ，造形演習（窯芸）Ⅰまたは
Ⅱ，造形演習（染織）ⅠまたはⅡ，造形演習（視覚文化）Ａ～Ｄ，造形
演習（応用書法）Ⅰ～Ⅳ

4

4

2

2

6

4

１分野から修得

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
語
圏
文
化

ドイツ語学講義Ａ～Ｃ，ドイツ文学講義Ａ～Ｃ，ドイツ文化論講義Ａ～
Ｃ，フランス語学講義Ａ～Ｂ，フランス文学講義Ａ～Ｃ，フランス文化
論講義Ａ～Ｃ，ロシア語学講義Ａ～Ｃ，ロシア文学・文化論講義

ドイツ語学演習Ａ～Ｃ，ドイツ文学演習Ａ～Ｃ，ドイツ文化論演習Ａま
たはＢ，フランス語学演習Ａ～Ｃ，フランス文学演習Ａ～Ｃ，フランス
文化論演習Ａ～Ｃ，ロシア語学演習Ａ～Ｃ，ロシア文学・文化論演習Ａ
～Ｃ

英
語
圏
文
化

基
礎

英語コミュニケーション基礎Ⅰ，英語コミュニケーション発展Ⅰ

英米文化論講義Ａ～Ｈ

英米文学講義Ａ～Ｄ

言語習得論ＡまたはＢ

英語学講義Ａ～Ｆ

展
開

英語コミュニケーション応用Ⅰ

選必⑤

人
間
文
化
課
程

異
文
化
間
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

4

2
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選必①

選必②

選必③

選必④

分野a: 日本史特講Ａ～Ｃ，日本思想史特講Ａ～Ｃ,

アジア史特講Ａ～Ｄ

分野b: 日本文学特講ＡまたはＢ，日本文学講読ＡまたはＢ，

日本語学特講Ａ～Ｄ

分野c: 中国語学特講ＡまたはＢ，中国文学特講ＡまたはＢ，

中国思想史特講ＡまたはＢ

分野d: 日本思想史演習Ⅰ～Ⅳ

分野e: アジア史演習Ａ～Ｄ

分野f: 日本文学演習Ａ～Ｄ

分野g: 日本語学演習Ⅰ～Ⅳ

分野h: 中国語学演習Ａ～Ｄ

選必①

選必②

選必③

選必①

選必②

選必③

選必①

選必②

選必③

選必①

選必②

選必③

必修

選必①

選必②

選必③

選必④

2

2

人
間
文
化
課
程

ア
ジ
ア
圏
文
化

基
礎

日本史講義ＡまたはＢ，日本思想史講義Ａ～Ｄ

アジア史講義ＡまたはＢ

日本文学講義Ａ～Ｄ，日本語学概説，日本語学講義Ａ～Ｄ

中国文学講義ⅠまたはⅡ，中国語学講義Ａ～Ｄ

展
開

２分野以上から修得

選必⑥

１分野から修得

2

2

4

選必⑤ 6

地
域
政
策
課
程

政
策
法
務

基
礎

憲法（人権）Ⅰ，憲法（統治機構）Ⅰ，刑法総論Ａ，政治学（政治過
程），刑事政策

環境生態学Ａ，自然環境学Ａ

展
開

地域政策実践演習ＡまたはＢ

4

2

2

4

4

2

2

4

4

2

2

4

4

2

選必④

同名演習科目のⅠおよびⅡを修得

政治学演習Ⅰ・Ⅱ，憲法演習Ⅰ・Ⅱ，民法（財産法）演習Ⅰ・Ⅱ，民法（家
族法）演習Ⅰ・Ⅱ，商法演習Ⅰ・Ⅱ，刑法演習Ⅰ・Ⅱ，刑事訴訟法演習Ⅰ・
Ⅱ，労働法演習Ⅰ・Ⅱ，理論経済学演習Ⅰ・Ⅱ，政治経済学演習Ⅰ・Ⅱ，財
政学演習Ⅰ・Ⅱ，農業経済論演習Ⅰ・Ⅱ，国際経済論演習Ⅰ・Ⅱ，経営学演
習Ⅰ・Ⅱ，環境政策論演習Ⅰ・Ⅱ，環境経済論演習Ⅰ・Ⅱ，環境社会学演習
Ⅰ・Ⅱ，自然環境学演習Ⅰ・Ⅱ，環境生態学演習Ⅰ・Ⅱ

企
業
法
務

基
礎

民法（物権）Ⅰ，民法（債権総論）Ａ，民法（債権各論）Ａ，会社法
Ａ，労働法（個別法）

環境生態学Ａ，自然環境学Ａ

展
開

地域政策実践演習ＡまたはＢ

選必④
同名演習科目のⅠおよびⅡを修得

　対象授業科目は政策法務プログラムの「選必④」と同じ

地
域
社
会
経
済

基
礎

理論経済学ⅠまたはⅡ，財政学ⅠまたはⅡ，国際経済論ＡまたはＢ，農
業経済論ⅠまたはⅡ，ミクロ経済学，金融論

地域経済調査演習，地域経済実践演習

環境生態学Ａ，自然環境学Ａ

展
開

環
境
共
生

基
礎

持続可能な社会論，環境科学演習

環境政策論Ⅱ，環境経済論Ⅱ，環境社会学ⅠまたはⅡ

環境生態学Ａ，自然環境学Ａ

環境社会調査演習，地域環境マネジメント実践演習

選必④
同名演習科目のⅠおよびⅡを修得

　対象授業科目は政策法務プログラムの「選必④」と同じ

地
域
社
会
連
携

基
礎

経営学総論ⅠまたはⅡ，会計学ⅠまたはⅡ，社会保障論ⅠまたはⅡ，政
治経済学ⅠまたはⅡ，環境経済論Ⅱ

地域経済調査演習，地域環境マネジメント実践演習

環境生態学Ａ，自然環境学Ａ

展
開

2

4

4

選必④
同名演習科目のⅠおよびⅡを修得

　対象授業科目は政策法務プログラムの「選必④」と同じ

4

2

2

2

4

展
開

保全生物学，景観生態学，環境経済論特講，環境社会学特講，環境思
想，環境倫理学

選必⑤
同名演習科目のⅠおよびⅡを修得

　対象授業科目は政策法務プログラムの「選必④」と同じ
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【別表Ｂ】各専修プログラム　副専修プログラム要件一覧表

課
程

※グローバル・地域人材育成プログラムについては，１０７ページで確認してください。

地域社会連携
指定なし

※人間文化課程所属学生は「他課程科目」で「経済学基礎Ⅰ」を履修することが望ましい

環境共生

選必
①

環境政策論Ⅱ，環境経済論Ⅱ，環境社会学ⅠまたはⅡから４単位以上修
得

選必
②

環境生態学ＡまたはＢ，自然環境学ＡまたはＢから２単位以上修得

選必
③

持続可能な社会論，国際開発と環境・貧困，保全生物学，景観生態学か
ら４単位以上修得

アジア圏文化 プログラム基礎科目６単位以上，プログラム展開科目１０単位以上修得

地
域
政
策
課
程

政策法務
憲法（人権）Ⅰ，憲法（統治機構）Ⅰ，刑法総論Ａ，政治学（政治過程），刑
事政策から４単位以上修得

企業法務
民法（物権）Ⅰ，民法（債権総論）Ａ，民法（債権各論）Ａ，会社法Ａ，労働
法（個別法）から４単位以上修得

地域社会経済
指定なし

※人間文化課程所属学生は「他課程科目」で「経済学基礎Ⅰ」を履修することが望ましい

英語圏文化 プログラム基礎科目１２単位以上，プログラム展開科目４単位修得

ヨーロッパ語圏
文化

選必
①

プログラム基礎科目から１０単位以上修得し，そのうちドイツ，フラン
ス，ロシアの語学講義，文学講義，文化論講義，文学・文化論講義から
６単位以上修得

　※「＊＊語コミュニケーション発展」，「総合＊＊語」は含まない

選必
②

プログラム展開科目から６単位以上修得し，そのうちドイツ，フラン
ス，ロシアの語学演習，文学演習，文化論演習，文学・文化論演習から
２単位以上修得

　※授業科目名に「演習」とあるものから修得すること

プログラム展開科目から６単位以上修得し，そのうちジェンダー論特講
Ａ～Ｄ，複合エスニシティ論特講Ａ～Ｄ，異文化コミュニケーション論
特講Ａ～Ｄから４単位以上修得

歴史 プログラム基礎科目から６単位以上，プログラム展開科目から６単位以上修得

芸術文化 プログラム基礎科目１０単位以上，プログラム展開科目６単位以上修得

全プログラム共通要件： 各専修プログラムの副専修プログラム科目（科目等一覧で授業科目名に
「副」とある授業科目（課程横断型を除く））から16単位以上修得

プログラム名 要　　　件

人
間
文
化
課
程

行動科学 プログラム基礎科目から６単位以上，プログラム展開科目から６単位以上修得

スポーツ科学 プログラム基礎科目から６単位以上，プログラム展開科目から６単位以上修得

現代文化 プログラム基礎科目から６単位以上，プログラム展開科目から６単位以上修得

異文化間
選必
①

プログラム基礎科目から６単位以上修得し，そのうちジェンダー論Ａ～
Ｅ，複合エスニシティ論Ａ～Ｄ，異文化コミュニケーション論Ａ～Ｄか
ら４単位以上修得

異文化間
コミュニティ

選必
②
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５．人間文化課程　科目等一覧

注１

注２

注３

★課程共通科目単位修得要件
　選必①から４単位以上，選必②から４単位以上修得

単位数 対象 開講
必 選 自 学年 間隔

総合科学論Ⅰ 2 3前 1回/1年
総合科学論Ⅱ 2 3後 1回/1年
日韓学生の協働研修Ⅰ 2 1・2前 1回/1年 集中
日韓学生の協働研修Ⅱ 2 1・2前 1回/1年 集中
課題解決型国際研修（英語） 2 1・2後 1回/1年 集中
課題解決型国際研修（ドイツ語） 2 1・2後 1回/1年 集中
課題解決型国際研修（フランス語） 2 1・2後 1回/1年 集中
課題解決型国際研修（中国語） 2 1・2後 1回/1年 集中
人間文化入門 2 1前 1回/1年
人間文化研究 2 1後 1回/1年
国際交流研修 2 1前 1回/1年 選必①
国際課題研修（芸術） 2 2後 1回/1年 選必①
日本語表現基礎 2 2前後 1回/1年 選必①
日本語読解基礎 2 2前後 1回/1年 選必①
ドイツ語基礎 2 2後 1回/1年 選必①
フランス語基礎 2 2後 1回/1年 選必①
ロシア語基礎 2 2・3後 1回/2年 選必①
中国語基礎 2 2・3後 1回/2年 選必①
韓国語基礎 2 2・3後 1回/2年 選必①
社会調査法 2 1後 1回/1年 選必①
人間行動論 2 2前 1回/1年 選必②
スポーツ科学 2 1後 1回/1年 選必②
現代文化論 2 2前 1回/1年 選必②
異文化間コミュニティ論 2 2前 1回/1年 選必②
芸術文化論 2 2前 1回/1年 選必②
歴史学概論 2 2前 1回/1年 選必②
英語圏文化論 2 2前 1回/1年 選必②
ヨーロッパ語圏文化論 2 1後 1回/1年 選必②
アジア圏文化論 2 2前 1回/1年 選必②
絵画基礎 2 1前 1回/1年 選必②
彫刻基礎 2 1後 1回/1年 選必②
工芸基礎 2 1後 1回/1年 選必②
デザイン基礎Ａ 2 1前 1回/1年 選必②
デザイン基礎Ｂ 2 1後 1回/1年 選必②
書法基礎 2 1後 1回/1年 選必②
ドイツ語コミュニケーション基礎 2 1後 1回/1年 選必②
フランス語コミュニケーション基礎 2 1後 1回/1年 選必②
ロシア語コミュニケーション基礎 2 1後 1回/1年 選必②

6 特別研究 6 4通 1回/1年
地域政策入門Ａ 2 1前 1回/1年
地域政策入門Ｂ 2 1前 1回/1年
民法（総則）Ⅰ 2 1前 1回/1年
民法（総則）Ⅱ 2 1後 1回/1年 要「Ⅰ」
経済学基礎Ⅰ 2 1前 1回/1年
経済学基礎Ⅱ 2 1後 1回/1年 要「Ⅰ」
環境政策論Ⅰ 2 1後 1回/1年
環境経済論Ⅰ 2 1後 1回/1年

*　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。

　科目区分「課程科目」の「導入科目」は課程導入科目，「共通科目」は課程共通科目
の略です。

　単位数の「必」は必修科目，「選」は選択必修科目，「自」は自由選択科目の略で
す。必修，選択必修科目については，「４．卒業に必要な単位数および主・副専修プロ
グラム等について」で確認してください。

　下位数字の授業科目の単位修得が履修の条件となっている授業科目は,備考欄に「要
『単位修得が必要な授業科目名の数字』」を記載しています。

他
課
程
科
目

科目区分 授業科目名 備考

課
程
科
目

導
入

科
目

共
通
科
目

学
部
共
通
科
目

必要
単位数

4

-

4

4

クォーター制で開講

クォーター制で開講

4

4
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◇行動科学専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

社会調査実習 2 2前 1回/1年
心理学基礎実験（心理学実験） 2 2後 1回/1年
特殊実験調査Ⅰ 2 3前 1回/1年
特殊実験調査Ⅱ 2 3後 1回/1年

副 行動科学方法論（心理学研究法） 2 3後 1回/1年
副 基礎統計学　　 2 2前 1回/1年 選必①
副 統計学（検定･推定） 2 2後 1回/1年 選必①
副 行動科学統計法Ａ（心理学統計法Ⅰ） 2 2前 1回/1年 選必①
副 行動科学統計法Ｂ（心理学統計法Ⅱ） 2 2・3後 1回/2年 選必①
副 心理学概論 2 2前 1回/1年 選必②
副 実験心理学（神経・生理心理学） 2 2・3後 1回/2年 選必②
副 認知心理学（知覚・認知心理学Ⅰ） 2 2前 1回/1年 選必②
副 人格心理学（感情・人格心理学） 2 2・3後 1回/2年 選必②
副 臨床心理学（臨床心理学概論） 2 2・3前 1回/2年 選必②
副 社会心理学（社会・集団・家族心理学） 2 2前 1回/1年 選必②
副 人間学 2 2前 1回/1年 選必③
副 認知情報学 2 2後 1回/1年 選必②
副 心理･社会言語学 2 2後 1回/1年 選必②
副 社会学概論 2 2前 1回/1年 選必③
副 家族社会学 2 2前 1回/1年 選必③
副 地域社会学 2 2後 1回/1年 選必③
副 社会情報システム論 2 2前 1回/1年 選必③
副 ソーシャルデザイン論 2 2後 1回/1年 選必③
副 行動地理学 2 2・3後 1回/2年 選必③
副 実験心理学特講（学習・言語心理学） 2 3・4前 1回/2年
副 実験心理学演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必④a
副 実験心理学演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必④a
副 認知心理学特講（知覚・認知心理学Ⅱ） 2 3・4後 1回/2年
副 認知心理学演習Ａ 2 3前 1回/1年 選必④a
副 認知心理学演習Ｂ 2 3後 1回/1年 選必④a
副 人格心理学特講 2 3・4後 1回/2年
副 人格心理学演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必④a
副 人格心理学演習Ｂ 2 3・4前 1回/2年 選必④a
臨床心理学実習（心理演習） 2 3後 1回/1年

副 臨床心理学特講（心理学的支援法Ⅰ） 2 3・4前 1回/2年
副 臨床心理学演習Ａ 2 3・4後 1回/2年 選必④a
副 臨床心理学演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必④a
心理検査法実習（心理的アセスメント） 2 3・4前 1回/2年

副 社会心理学特講（産業・組織心理学） 2 3・4後 1回/2年
副 犯罪社会心理学（司法・犯罪心理学） 2 3・4後 1回/2年
副 社会心理学演習Ａ 2 3前 1回/1年 選必④a
副 社会心理学演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必④a
副 犯罪心理学演習 2 3・4後 1回/2年 選必④a
副 基礎心理学 2 2・3前 1回/2年 集中
副 応用心理学 2 3・4前 1回/2年 集中
副 文化心理学 2 3・4後 1回/2年 集中
副 文化人類学 2 3・4後 1回/2年 集中
副 心理療法論（心理学的支援法Ⅱ） 2 3・4後 1回/2年 集中
副 心理学通論 2 3・4前 1回/2年
副 生理学特講 2 3・4前 1回/2年

備考

　必修のプログラム基礎科目１０単位を修得し，選必①から２単位以上，選必②から４単位以上，
選必③から４単位以上，選必④を２分野以上（アルファベットが分野を表す）から６単位以上修得

　プログラム基礎科目から６単位以上，プログラム展開科目から６単位以上修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

備考
授業科目名

「副」：副専修プログラム科目

副 人間学特講Ａ 2 2・3後 1回/2年
副 人間学特講Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 人間学演習Ａ 2 2後 1回/1年 選必④b
副 人間学演習Ｂ 2 3前 1回/1年 選必④b
副 認知情報学特講 2 3前 1回/1年
副 認知情報学演習 2 3・4後 1回/2年 選必④a
副 一般言語学 2 3前 1回/1年
副 言語学演習Ａ 2 3後 1回/1年 選必④a
副 言語学演習Ｂ 2 4前 1回/1年 選必④a
副 応用倫理学 2 3後 1回/1年
副 論理学 2 2・3後 1回/2年 集中
副 社会調査特講 2 3前 1回/1年
副 家族社会学特講Ａ 2 3・4後 1回/2年
副 家族社会学特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年
副 家族社会学演習Ａ 2 3前 1回/1年 選必④b
副 家族社会学演習Ｂ 2 3後 1回/1年 選必④b
副 地域社会学特講Ａ 2 3・4前 1回/2年
副 地域社会学特講Ｂ 2 3・4前 1回/2年
副 地域社会学演習Ａ 2 3前 1回/1年 選必④b
副 地域社会学演習Ｂ 2 3後 1回/1年 選必④b
副 現代社会論 2 3前 1回/1年 集中
副 社会情報システム論特講 2 3後 1回/1年
副 地理情報システム論Ａ 2 3前 1回/1年 選必④b
副 地理情報システム論Ｂ 2 3後 1回/1年
副 ソーシャルデザイン論特講 2 3前 1回/1年
副 ソーシャルデザイン論演習Ａ 2 3前 1回/1年 選必④b
副 ソーシャルデザイン論演習Ｂ 2 3後 1回/1年 選必④b
副 社会情報学特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 集中
副 社会情報学特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年 集中
副 地域分析 2 3・4前 1回/2年
主専修プログラム最低必要単位数 10 24 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと
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◇スポーツ科学専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

副 スポーツ文化論 2 2前 1回/1年
副 スポーツプロデュース論 2 2後 1回/1年
副 スポーツ行動論 2 2前 1回/1年
社会学概論 2 2前 1回/1年
心理学概論 2 2前 1回/1年

副 健康運動論 2 2後 1回/1年
副 健康管理論 2 2後 1回/1年
副 健康づくり運動論 2 2前 1回/1年
副 健康づくり運動実習 2 2後 1回/1年
副 健康スポーツ指導法Ⅰ 1 2前 1回/1年
副 健康スポーツ指導法Ⅱ 1 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 スポーツ科学方法論 2 3前 1回/1年
副 スポーツ科学実験・実習 2 2後 1回/1年
副 地域スポーツコーディネート実習 1 3前 1回/1年 集中
副 スポーツ社会調査実習 2 3後 1回/1年
副 スポーツ行動論演習Ａ 2 3前 1回/1年 選必
副 スポーツ行動論演習Ｂ 2 3後 1回/1年 選必
副 健康運動論演習Ａ 2 3前 1回/1年 選必
副 健康運動論演習Ｂ 2 3後 1回/1年 選必
副 スポーツプロデュース演習Ａ 2 3前 1回/1年 選必
副 スポーツプロデュース演習Ｂ 2 3後 1回/1年 選必
副 健康障害と予防 2 3後 1回/1年
副 運動生理学 2 3後 1回/1年
副 スポーツ心理学 2 2後 1回/1年
副 スポーツＮＰＯ論 2 3・4後 1回/2年
副 コーチング論 2 3後 1回/1年
副 バイオメカニクス 2 3前 1回/1年
副 スポーツと栄養 2 3・4前 1回/2年
副 スポーツ政策論 2 3・4後 1回/2年
副 健康運動処方論 2 3前 1回/1年
生理学特講 2 3・4前 1回/2年
現代社会論 2 3前 1回/1年 集中
地域分析 2 3・4前 1回/2年
文化人類学 2 3・4後 1回/2年 集中

副 スポーツトレーナー実習 1 3後 1回/1年 集中
主専修プログラム最低必要単位数 14 20 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

　必修のプログラム基礎科目１２単位，プログラム展開科目２単位を修得し，選必から４単位以
上を修得

　プログラム基礎科目から６単位以上，プログラム展開科目から６単位以上修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

注意　下位数字の単位修得が履修条件の授業科目は，備考欄に「要『単位修得が必要な授業科目名
　　の数字』」を記載しています。
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◇現代文化専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

文化事象探究Ａ 1 2・3後 1回/2年
文化事象探究Ｂ 1 3・4前 1回/2年
文化事象探究Ｃ 1 2・3後 1回/2年
文化事象探究Ｄ 1 3・4前 1回/2年

副 社会文化思想論Ⅰ 2 2・3前 1回/2年 選必①a
副 社会文化思想論Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 選必①a
副 社会文化思想論Ⅲ 2 2・3前 1回/2年 選必①a
副 社会文化思想論Ⅳ 2 2・3後 1回/2年 選必①a
副 表象文化論Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必①b
副 表象文化論Ｂ 2 2・3後 1回/2年 選必①b
副 表象文化論Ｃ 2 2・3前 1回/2年 選必①b
副 表象文化論Ｄ 2 2・3後 1回/2年 選必①b
副 文化記号論Ⅰ 2 2・3前 1回/2年 選必①c
副 文化記号論Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 選必①c
副 文化記号論Ⅲ 2 2・3前 1回/2年 選必①c
副 文化記号論Ⅳ 2 2・3後 1回/2年 選必①c
副 美学芸術学入門 2 2前 1回/1年 選必①d
副 音楽文化史Ａ 2 2前 1回/1年 選必①d
副 音楽文化史Ｂ 2 2後 1回/1年 選必①d
副 社会文化思想論特講Ａ 2 2・3後 1回/2年 選必②e
副 社会文化思想論特講Ｂ 2 3前 1回/1年 選必②e
副 消費文化論特講 2 2・3後 1回/2年 選必②e
副 表象文化論特講Ａ 2 2・3後 1回/2年 選必②f
副 表象文化論特講Ｂ 2 3・4前 1回/2年 選必②f
副 比較文学論特講Ａ 2 2・3後 1回/2年 選必②f
副 比較文学論特講Ｂ 2 3・4前 1回/2年 選必②f
副 芸術文化論特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必②g
副 芸術文化論特講Ｂ 2 3・4前 1回/2年 選必②g
副 音楽文化論特講Ａ 2 2・3後 1回/2年 選必②g

副 音楽文化論特講Ｂ 2 2・3後 1回/2年 選必②g
副 ソーシャルデザイン論 2 2後 1回/1年 選必②h
副 ソーシャルデザイン論特講 2 3前 1回/1年 選必②h
副 メディア文化論特講Ａ 2 2後 1回/1年 選必②h
副 メディア文化論特講Ｂ 2 3前 1回/1年 選必②h
副 現代文化特講Ａ 2 2後 1回/1年 選必②i 集中
副 現代文化特講Ｂ 2 3前 1回/1年 選必②i 集中

社会文化思想論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必③j
社会文化思想論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必③j
社会文化思想論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必③j
社会文化思想論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必③j
表象文化論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必③k
表象文化論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必③k
表象文化論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必③k
表象文化論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必③k
文化記号論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必③l
文化記号論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必③l
文化記号論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必③l
文化記号論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必③l

　必修のプログラム基礎科目４単位を修得し，選必①を２分野（アルファベットが分野を表
す，以下同様）以上から６単位以上，選必②を２分野以上から４単位以上，選必③を２分野以
上から６単位以上修得

　プログラム基礎科目から６単位以上，プログラム展開科目から６単位以上修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

芸術文化論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必③m
芸術文化論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必③m
芸術文化論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必③m
芸術文化論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必③m
ソーシャルデザイン論演習Ａ 2 3前 1回/1年 選必③n
ソーシャルデザイン論演習Ｂ 2 3後 1回/1年 選必③n
応用倫理学 2 3後 1回/1年
著作権概論 2 2･3後 1回/2年

主専修プログラム最低必要単位数 4 30 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと
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◇異文化間コミュニティ専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

副 ジェンダー論Ａ 2 2・3後 1回/2年 選必①a Ｑ 副選①
副 ジェンダー論Ｂ 2 2・3前 1回/2年 選必①a Ｑ 副選①
副 ジェンダー論Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年 選必①a Ｑ 副選①
副 ジェンダー論Ｄ 2 2・3・4後 1回/3年 選必①a Ｑ 副選①
副 ジェンダー論Ｅ 2 2・3・4後 1回/3年 選必①a Ｑ 副選①
副 複合エスニシティ論Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必①b 副選①
副 複合エスニシティ論Ｂ 2 2・3後 1回/2年 選必①b 副選①
副 複合エスニシティ論Ｃ 2 2・3前 1回/2年 選必①b 副選①
副 複合エスニシティ論Ｄ 2 2・3後 1回/2年 選必①b 副選①
副 異文化コミュニケーション論Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必①c 副選①
副 異文化コミュニケーション論Ｂ 2 2・3後 1回/2年 選必①c 副選①
副 異文化コミュニケーション論Ｃ 2 2・3前 1回/2年 選必①c 副選①
副 異文化コミュニケーション論Ｄ 2 2・3後 1回/2年 選必①c 副選①
副 文化記号論Ⅱ 2 2・3後 1回/2年
副 文化記号論Ⅲ 2 2・3前 1回/2年
副 日本史講義Ｂ 2 2・3前 1回/2年
副 日本思想史講義Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 日本思想史講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年
副 アジア史講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 アジア史講義Ｂ 2 2・3前 1回/2年
副 西洋史講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 西洋史講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 西洋史講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ドイツ語学講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ドイツ語学講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ドイツ語学講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ドイツ文学講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ドイツ文学講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 フランス文化論講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 フランス文化論講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ロシア語学講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ロシア語学講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ロシア語学講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 英米文化論講義Ｇ 2 2・3前 1回/2年
副 英米文化論講義Ｈ 2 2・3後 1回/2年
副 英米文学講義Ｂ 2 2後 1回/1年
副 言語習得論Ｂ 2 2後 1回/1年
副 日本文学講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年
副 日本語学講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 中国思想史講義Ⅱ 2 2・3後 1回/2年
副 中国語学講義Ｄ 2 3・4後 1回/2年
副 社会学概論 2 2前 1回/1年
副 行動科学統計法Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 人格心理学（感情・人格心理学） 2 2・3後 1回/2年

　選必①から８単位以上（うち，各分野（アルファベットが分野を表す，以下同様）から２単位以
上），選必②から２単位以上修得，選必①，②以外のプログラム基礎科目から４単位以上，選必③
を２分野以上から６単位以上，選必④から６単位以上，選必③，④以外のプログラム展開科目から
４単位以上修得

　プログラム基礎科目から６単位以上（うち，副選①から４単位以上），プログラム展開科目から
６単位以上（うち，副選②から４単位以上）修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

注意　下位数字の単位修得が履修条件の授業科目は，備考欄に「要『単位修得が必要な授業科目名
　　の数字』」を記載しています。また，クォーター制で開講する可能性のある授業科目は，備考
　　欄に「Ｑ」と記載しています。
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

副 臨床心理学（臨床心理学概論） 2 2・3前 1回/2年
副 人間学 2 2前 1回/1年
副 家族社会学 2 2前 1回/1年

民法（家族法）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年 選必②
民法（家族法）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 選必② 要「Ⅰ」
社会保障論Ⅰ 2 2前 1回/1年 選必②
社会保障論Ⅱ 2 2後 1回/1年 選必② 要「Ⅰ」
国際開発と環境・貧困 2 2・3後 1回/2年 選必②

副 ジェンダー論特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必③d Ｑ 副選②
副 ジェンダー論特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必③d Ｑ 副選②
副 ジェンダー論特講Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必③d Ｑ 副選②
副 ジェンダー論特講Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必③d Ｑ 副選②
副 複合エスニシティ論特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必③e 副選②
副 複合エスニシティ論特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必③e 副選②
副 複合エスニシティ論特講Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必③e 副選②
副 複合エスニシティ論特講Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必③e 副選②
副 異文化コミュニケーション論特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必③f 副選②
副 異文化コミュニケーション論特講Ｂ 2 2・3後 1回/2年 選必③f 副選②
副 異文化コミュニケーション論特講Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必③f 副選②
副 異文化コミュニケーション論特講Ｄ 2 2・3後 1回/2年 選必③f 副選②

ジェンダー論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必④
ジェンダー論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必④
ジェンダー論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必④
ジェンダー論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必④
複合エスニシティ論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必④
複合エスニシティ論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必④
複合エスニシティ論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必④
複合エスニシティ論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必④
異文化コミュニケーション論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必④
異文化コミュニケーション論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必④
異文化コミュニケーション論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必④
異文化コミュニケーション論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必④

副 社会文化思想論特講Ａ 2 2・3後 1回/2年
副 社会文化思想論特講Ｂ 2 3前 1回/1年
副 消費文化論特講 2 2・3後 1回/2年
副 メディア文化論特講Ａ 2 2後 1回/1年
副 メディア文化論特講Ｂ 2 3前 1回/1年
副 現代文化特講Ａ 2 2後 1回/1年 集中
副 現代文化特講Ｂ 2 3前 1回/1年 集中
副 芸術文化論特講Ｂ 2 3・4前 1回/2年
副 音楽文化論特講Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 西洋史特講Ａ 2 2・3・4後 1回/3年
副 西洋史特講Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 西洋史特講Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年
副 文化心理学 2 3・4後 1回/2年 集中
副 文化人類学 2 3・4後 1回/2年 集中
副 人間学特講Ａ 2 2・3後 1回/2年
副 応用倫理学 2 3後 1回/1年
副 家族社会学特講Ａ 2 3・4後 1回/2年
副 家族社会学特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年
副 地域社会学特講Ｂ 2 3・4前 1回/2年
副 スポーツＮＰＯ論 2 3・4後 1回/2年
副 環境思想 2  2後 1回/1年
主専修プログラム最低必要単位数 0 34 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと
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◇歴史専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

副 歴史資料論 2 2・3後 1回/2年
副 史学史 2 2・3後 1回/2年
副 日本史講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 日本史講義Ｂ 2 2・3前 1回/2年
副 日本思想史講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 日本思想史講義Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 日本思想史講義Ｃ 2 2・3前 1回/2年
副 日本思想史講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年
副 アジア史講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 アジア史講義Ｂ 2 2・3前 1回/2年
副 アジア史講読Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 アジア史講読Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 アジア史講読Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 アジア史講読Ｄ 2 2・3・4後 1回/3年

副 西洋史講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年

副 西洋史講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 西洋史講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 社会文化思想論Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 社会文化思想論Ⅱ 2 2・3後 1回/2年
副 社会文化思想論Ⅲ 2 2・3前 1回/2年
副 社会文化思想論Ⅳ 2 2・3後 1回/2年

ギリシャ語Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
ギリシャ語Ⅱ 2 2・3後 1回/2年
ラテン語Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
ラテン語Ⅱ 2 2・3後 1回/2年
総合英語Ａ 2 2前 1回/1年
総合英語Ｂ 2 2後 1回/1年
総合ドイツ語Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
総合ドイツ語Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
総合ドイツ語Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
総合フランス語Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
総合フランス語Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
総合フランス語Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
総合ロシア語 2 2前 1回/1年

副 考古学講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 考古学講義Ｂ 2 2・3前 1回/2年

中国思想史講義Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
中国思想史講義Ⅱ 2 2・3後 1回/2年
表象文化論Ａ 2 2・3前 1回/2年
表象文化論Ｂ 2 2・3後 1回/2年
ジェンダー論Ｄ 2 2・3・4後 1回/3年 Ｑ
ジェンダー論Ｅ 2 2・3・4後 1回/3年 Ｑ
複合エスニシティ論Ｂ 2 2・3後 1回/2年
複合エスニシティ論Ｃ 2 2・3前 1回/2年
日本文学講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
日本文学講義Ｂ 2 2・3後 1回/2年
日本文学講義Ｃ 2 2・3前 1回/2年
日本文学講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年
日本語学講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
古典籍古文書講読Ａ 2 2・3前 1回/2年

　必修のプログラム基礎科目４単位，選必から４単位以上修得

　プログラム基礎科目から６単位以上，プログラム展開科目から６単位以上修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

注意　クォーター制で開講する可能性のある授業科目は，備考欄に「Ｑ」と記載しています。
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

古典籍古文書講読Ｂ 2 2・3後 1回/2年
ドイツ文学講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
ドイツ文学講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
ドイツ文学講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
フランス文学講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
フランス文学講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
フランス文化論講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
フランス文化論講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
音楽文化史Ａ 2 2前 1回/1年
音楽文化史Ｂ 2 2後 1回/1年
書道史 2 2・3前 1回/2年
美学芸術学入門 2 2前 1回/1年
基礎法Ａ 2 2・3前 1回/2年
基礎法Ｂ 2 2・3後 1回/2年

副 日本史特講Ａ 2 2・3・4後 1回/3年
副 日本史特講Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 日本史特講Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年
副 日本史講読Ａ 2 3・4前 1回/2年
副 日本史講読Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 日本史講読Ｃ 2 3・4前 1回/2年
副 日本史講読Ｄ 2 2・3後 1回/2年
副 日本史演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必
副 日本史演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必

日本史演習Ⅲ 2 4前 1回/1年 選必
日本史演習Ⅳ 2 4後 1回/1年 選必

副 日本思想史特講Ａ 2 3・4前 1回/2年
副 日本思想史特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年
副 日本思想史特講Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年 集中
副 日本思想史講読Ⅰ 2 3・4前 1回/2年
副 日本思想史講読Ⅱ 2 3・4後 1回/2年
副 日本思想史演習Ⅰ 2 3・4前 1回/2年 選必
副 日本思想史演習Ⅱ 2 3・4後 1回/2年 選必
副 日本思想史演習Ⅲ 2 3・4前 1回/2年 選必
副 日本思想史演習Ⅳ 2 3・4後 1回/2年 選必
副 アジア史特講Ａ 2 2・3・4後 1回/3年
副 アジア史特講Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 アジア史特講Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年
副 アジア史特講Ｄ 2 2・3・4前 1回/3年 集中
副 アジア史演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必
副 アジア史演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必
副 アジア史演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必
副 アジア史演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必
副 西洋史特講Ａ 2 2・3・4後 1回/3年

副 西洋史特講Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年

副 西洋史特講Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年
副 西洋史特講Ｄ 2 2・3・4前 1回/3年 集中
副 西洋史講読Ａ 2 2・3・4後 1回/3年
副 西洋史講読Ｂ 2 3・4前 1回/2年
副 西洋史講読Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年
副 西洋史講読Ｄ 2 3・4前 1回/2年
副 西洋史講読Ｅ 2 2・3・4後 1回/3年
副 西洋史演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必
副 西洋史演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必
副 西洋史演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必
副 西洋史演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

-83-



科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

副 社会文化思想論特講Ａ 2 2・3後 1回/2年
副 社会文化思想論特講Ｂ 2 3前 1回/1年

社会文化思想論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必
社会文化思想論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必
社会文化思想論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必
社会文化思想論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必

副 考古学各論Ａ 2 3・4後 1回/2年
副 考古学各論Ｂ 2 3・4後 1回/2年

中国思想史特講Ａ 2 3・4前 1回/2年
中国思想史特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年
家族社会学特講Ａ 2 3・4後 1回/2年
美術史Ⅰ 2 3前 1回/1年
美術史Ⅱ 2 3後 1回/1年
中国語学演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年
環境思想 2  2後 1回/1年
日本経済史 2 2・3後 1回/2年
西洋経済史 2 3・4前 1回/2年

主専修プログラム最低必要単位数 4 30 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと
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◇芸術文化専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

プロジェクト実践演習（基礎） 2 2後 1回/1年
副 美学芸術学入門 2 2前 1回/1年 選必①
副 デザイン論 2 2前 1回/1年 選必①
副 色彩演習 2 2後 1回/1年 選必①
副 美術史入門 2 2前 1回/1年 選必①
副 書道史 2 2・3前 1回/2年 選必①
副 音楽文化史Ａ 2 2前 1回/1年 選必①
副 音楽文化史Ｂ 2 2後 1回/1年 選必①
副 音楽理論Ⅰ 2 2後 1回/1年
副 音楽理論Ⅱ 2 3後 1回/1年
副 造形実習（絵画）Ａ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（絵画）Ｂ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（絵画）Ｃ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（絵画）Ｄ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（絵画）Ｅ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（絵画）Ｆ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（彫刻）Ａ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（彫刻）Ｂ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（彫刻）Ｃ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（彫刻）Ｄ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（彫刻）Ｅ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（彫刻）Ｆ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（版画）Ⅰ 1 2前 1回/1年
副 造形実習（版画）Ⅱ 1 2後 1回/1年
副 造形実習（デザイン）Ａ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（デザイン）Ｂ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（デザイン）Ｃ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（デザイン）Ｄ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（デザイン）Ｅ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（デザイン）Ｆ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（金工）Ａ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（金工）Ｂ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（金工）Ｃ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（金工）Ｄ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（金工）Ｅ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（金工）Ｆ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（窯芸）Ⅰ 1 2前 1回/1年
副 造形実習（窯芸）Ⅱ 1 2後 1回/1年
副 造形実習（染織）Ⅰ 1 2前 1回/1年
副 造形実習（染織）Ⅱ 1 2後 1回/1年
副 造形実習（視覚文化）Ａ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（視覚文化）Ｂ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（視覚文化）Ｃ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（視覚文化）Ｄ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（視覚文化）Ｅ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（視覚文化）Ｆ 1 2・3・4後 1回/3年

　必修のプログラム基礎科目２単位，プログラム展開科目６単位，選必①から２単位以上，選必
②から４単位以上修得

　プログラム基礎科目から１０単位以上，プログラム展開科目から６単位以上修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

副 造形実習（中国書法）Ａ 1 2・3・4前 1回/3年
副 造形実習（中国書法）Ｂ 1 2・3・4後 1回/3年
副 造形実習（中国書法）Ｃ 1 2・3・4前 1回/3年

副 造形実習（中国書法）Ｄ 1 2・3・4後 1回/3年

副 造形実習（中国書法）Ｅ 1 2・3・4前 1回/3年

副 造形実習（中国書法）Ｆ 1 2・3・4後 1回/3年

副 造形実習（日本書法）Ａ 1 2・3・4前 1回/3年

副 造形実習（日本書法）Ｂ 1 2・3・4後 1回/3年

副 造形実習（日本書法）Ｃ 1 2・3・4前 1回/3年

副 造形実習（日本書法）Ｄ 1 2・3・4後 1回/3年

副 造形実習（日本書法）Ｅ 1 2・3・4前 1回/3年

副 造形実習（日本書法）Ｆ 1 2・3・4後 1回/3年

プロジェクト実践演習（発展）Ⅰ 2 3前 1回/1年

プロジェクト実践演習（発展）Ⅱ 2 3後 1回/1年

プロジェクト実践演習（発展）Ⅲ 2 4前 1回/1年

副 美術史Ⅰ 2 3前 1回/1年

副 美術史Ⅱ 2 3後 1回/1年

副 書学 2 3・4前 1回/2年
副 芸術文化論特講Ａ 2 3・4前 1回/2年
副 芸術文化論特講Ｂ 2 3・4前 1回/2年
副 音楽文化論特講Ａ 2 2・3後 1回/2年
副 音楽文化論特講Ｂ 2 2・3後 1回/2年

芸術文化論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必②

芸術文化論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必②

芸術文化論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必②

芸術文化論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必②

美術史演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必②

美術史演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必②

美術史演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必②

美術史演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必②

造形演習（絵画）Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必② 集中

造形演習（絵画）Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必②

造形演習（絵画）Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必② 集中

造形演習（絵画）Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必②

造形演習（彫刻）Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必②

造形演習（彫刻）Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必②

造形演習（彫刻）Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必②

造形演習（彫刻）Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必②

副 造形演習（版画）Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必②

副 造形演習（版画）Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必②

造形演習（デザイン）Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必②

造形演習（デザイン）Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必②

造形演習（デザイン）Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必②

造形演習（デザイン）Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必②

造形演習（金工）Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必②

造形演習（金工）Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必②

造形演習（金工）Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必②

造形演習（金工）Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必②

副 造形演習（窯芸）Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必②

副 造形演習（窯芸）Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必②

副 造形演習（染織）Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必②

副 造形演習（染織）Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必②
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

造形演習（視覚文化）Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必② 集中

造形演習（視覚文化）Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必②

造形演習（視覚文化）Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必② 集中

造形演習（視覚文化）Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必②

造形演習（応用書法）Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必②

造形演習（応用書法）Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必② 集中

造形演習（応用書法）Ⅲ 2 4前 1回/1年 選必②

造形演習（応用書法）Ⅳ 2 4後 1回/1年 選必②

著作権概論 2 2･3後 1回/2年

主専修プログラム最低必要単位数 8 26 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

-87-



◇英語圏文化専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

副 英米文化論講義Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必①
副 英米文化論講義Ｂ 2 2・3後 1回/2年 選必①
副 英米文化論講義Ｃ 2 2・3前 1回/2年 選必①
副 英米文化論講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年 選必①
副 英米文化論講義Ｅ 2 2前 1回/1年 選必①
副 英米文化論講義Ｆ 2 2後 1回/1年 選必①
副 英米文化論講義Ｇ 2 2・3前 1回/2年 選必①
副 英米文化論講義Ｈ 2 2・3後 1回/2年 選必①
副 英米文学講義Ａ 2 2前 1回/1年 選必②
副 英米文学講義Ｂ 2 2後 1回/1年 選必②
副 英米文学講義Ｃ 2 2前 1回/1年 選必②
副 英米文学講義Ｄ 2 2後 1回/1年 選必②
副 言語習得論Ａ 2 2前 1回/1年 選必③
副 言語習得論Ｂ 2 2後 1回/1年 選必③
副 英語学講義Ａ 2 2前 1回/1年 選必④
副 英語学講義Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年 選必④
副 英語学講義Ｃ 2 2前 1回/1年 選必④
副 英語学講義Ｄ 2 2後 1回/1年 選必④
副 英語学講義Ｅ 2 2・3・4後 1回/3年 選必④
副 英語学講義Ｆ 2 2・3・4後 1回/3年 選必④
副 総合英語Ａ 2 2前 1回/1年
副 総合英語Ｂ 2 2後 1回/1年
副 英語コミュニケーション基礎Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 英語コミュニケーション基礎Ⅱ 2 2後 1回/1年
副 英語コミュニケーション発展Ⅰ 2 3前 1回/1年
副 英語コミュニケーション発展Ⅱ 2 3後 1回/1年
副 西洋史講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 西洋史講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 西洋史講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ギリシャ語Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 ギリシャ語Ⅱ 2 2・3後 1回/2年
副 ラテン語Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 ラテン語Ⅱ 2 2・3後 1回/2年
副 アカデミック・イングリッシュⅠ 2 2・3前 1回/2年
副 アカデミック・イングリッシュⅡ 2 2・3前 1回/2年
副 パワーアップ・イングリッシュＡ 2 2・3後 1回/2年
副 パワーアップ・イングリッシュＢ 2 2・3後 1回/2年
副 スキルアップ・イングリッシュＡ 2 2・3前 1回/2年
副 スキルアップ・イングリッシュＢ 2 2・3前 1回/2年
副 英米文学・文化論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤a

英米文学・文化論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤a
副 英米文学・文化論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤a

英米文学・文化論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤a
副 英語習得論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤b

英語習得論演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤b
副 英語習得論演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤b

英語習得論演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤b

　必修のプログラム基礎科目４単位，選必①から２単位以上，選必②から２単位以上，選必③か
ら２単位以上，選必④から２単位以上，必修のプログラム展開科目２単位，選必⑤の１分野（ア
ルファベットが分野を表す）から４単位以上修得

　プログラム基礎科目から１２単位以上，プログラム展開科目から４単位修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

副 英語学演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤c
英語学演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤c

副 英語学演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤c
英語学演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤c

副 英語学演習Ｅ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤c
英語学演習Ｆ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤c

副 英語学演習Ｇ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤c
英語学演習Ｈ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤c
英語コミュニケーション応用Ⅰ 2 3後 1回/1年
英語コミュニケーション応用Ⅱ 2 4前 1回/1年

副 英語コミュニケーション実践Ⅰ 2 3前 1回/1年
副 英語コミュニケーション実践Ⅱ 2 3後 1回/1年
主専修プログラム最低必要単位数 6 28 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと
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◇ヨーロッパ語圏文化専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

副 ドイツ語学講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ドイツ語学講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ドイツ語学講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ドイツ文学講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ドイツ文学講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ドイツ文学講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ドイツ文化論講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ドイツ文化論講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ドイツ文化論講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 フランス語学講義Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必① 副選①
副 フランス語学講義Ｂ 2 2・3前 1回/2年 選必① 副選①
副 フランス文学講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 フランス文学講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 フランス文学講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 フランス文化論講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 フランス文化論講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 フランス文化論講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ロシア語学講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ロシア語学講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ロシア語学講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年 選必① 副選①
副 ロシア文学・文化論講義 2 2・3前 1回/2年 選必① 副選①
副 総合ドイツ語Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 総合ドイツ語Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 総合ドイツ語Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ドイツ語コミュニケーション発展Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ドイツ語コミュニケーション発展Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ドイツ語コミュニケーション発展Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 総合フランス語Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 総合フランス語Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 総合フランス語Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 フランス語コミュニケーション発展Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 フランス語コミュニケーション発展Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 フランス語コミュニケーション発展Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 総合ロシア語 2 2前 1回/1年
副 ロシア語コミュニケーション発展Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ロシア語コミュニケーション発展Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 ロシア語コミュニケーション発展Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 英米文化論講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 英米文化論講義Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 英米文化論講義Ｃ 2 2・3前 1回/2年
副 英米文化論講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年
副 英米文化論講義Ｅ 2 2前 1回/1年
副 英米文化論講義Ｆ 2 2後 1回/1年
副 英米文化論講義Ｇ 2 2・3前 1回/2年
副 英米文化論講義Ｈ 2 2・3後 1回/2年
副 英米文学講義Ａ 2 2前 1回/1年
副 英米文学講義Ｂ 2 2後 1回/1年

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

　選必①から４単位以上，選必②から4単位以上修得

　プログラム基礎科目から１０単位以上（うち，副選①から６単位以上），プログラム展開科目
から６単位以上（うち，副選②から２単位以上）修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

注意　クォーター制で開講する可能性のある授業科目は，備考欄に「Ｑ」と記載しています。
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

副 英米文学講義Ｃ 2 2前 1回/1年
副 英米文学講義Ｄ 2 2後 1回/1年
副 言語習得論Ａ 2 2前 1回/1年
副 言語習得論Ｂ 2 2後 1回/1年
副 英語学講義Ａ 2 2前 1回/1年
副 英語学講義Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 英語学講義Ｃ 2 2前 1回/1年
副 英語学講義Ｄ 2 2後 1回/1年
副 英語学講義Ｅ 2 2・3・4後 1回/3年
副 英語学講義Ｆ 2 2・3・4後 1回/3年
副 総合英語Ａ 2 2前 1回/1年
副 総合英語Ｂ 2 2後 1回/1年
副 ギリシャ語Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 ラテン語Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 西洋史講義Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 西洋史講義Ｂ 2 2・3・4前 1回/3年
副 西洋史講義Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 日本語学概説 2 2前 1回/1年
副 日本語学講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 日本語学講義Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 日本語学講義Ｃ 2 2・3前 1回/2年
副 日本語学講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年
副 ジェンダー論Ｂ 2 2・3前 1回/2年 Ｑ
副 ジェンダー論Ｄ 2 2・3・4後 1回/3年 Ｑ
副 複合エスニシティ論Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 複合エスニシティ論Ｄ 2 2・3後 1回/2年
副 社会文化思想論Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 社会文化思想論Ⅱ 2 2・3後 1回/2年
副 社会文化思想論Ⅲ 2 2・3前 1回/2年
副 社会文化思想論Ⅳ 2 2・3後 1回/2年
副 表象文化論Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 表象文化論Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 表象文化論Ｃ 2 2・3前 1回/2年
副 表象文化論Ｄ 2 2・3後 1回/2年
副 音楽文化史Ａ 2 2前 1回/1年
副 ドイツ語学演習Ａ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ドイツ語学演習Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ドイツ語学演習Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ドイツ文学演習Ａ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ドイツ文学演習Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ドイツ文学演習Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ドイツ文化論演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必② 副選②
副 ドイツ文化論演習Ｂ 2 3・4前 1回/2年 選必② 副選②
副 フランス語学演習Ａ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 フランス語学演習Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 フランス語学演習Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 フランス文学演習Ａ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 フランス文学演習Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 フランス文学演習Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 フランス文化論演習Ａ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 フランス文化論演習Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 フランス文化論演習Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ロシア語学演習Ａ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ロシア語学演習Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ロシア語学演習Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②

プ
ロ
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

副 ロシア文学・文化論演習Ａ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ロシア文学・文化論演習Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ロシア文学・文化論演習Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年 選必② 副選②
副 ドイツ語コミュニケーション実践Ａ 2 2・3・4後 1回/3年
副 ドイツ語コミュニケーション実践Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 ドイツ語コミュニケーション実践Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年
副 フランス語コミュニケーション実践Ａ 2 2・3・4後 1回/3年
副 フランス語コミュニケーション実践Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 フランス語コミュニケーション実践Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年
副 フランス語作文Ａ 2 2・3後 1回/2年
副 フランス語作文Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 ロシア語コミュニケーション実践Ａ 2 2・3・4後 1回/3年
副 ロシア語コミュニケーション実践Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 ロシア語コミュニケーション実践Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年
副 ロシア語コミュニケーション実践Ｄ 2 2・3・4後 1回/3年
副 ロシア語コミュニケーション実践Ｅ 2 2・3・4後 1回/3年
副 ロシア語コミュニケーション実践Ｆ 2 2・3・4後 1回/3年
副 ロシア語作文 2 3・4前 1回/2年
副 アカデミック・イングリッシュⅠ 2 3・4前 1回/2年
副 アカデミック・イングリッシュⅡ 2 3・4前 1回/2年
英語コミュニケーション応用Ⅰ 2 3後 1回/1年
英語コミュニケーション応用Ⅱ 2 4前 1回/1年

副 英語コミュニケーション実践Ⅰ 2 3前 1回/1年
副 英語コミュニケーション実践Ⅱ 2 3後 1回/1年
副 西洋史特講Ａ 2 2・3・4後 1回/3年
副 西洋史特講Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 西洋史特講Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年
副 ジェンダー論特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 Ｑ
副 ジェンダー論特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年 Ｑ
副 ジェンダー論特講Ｃ 2 3・4前 1回/2年 Ｑ
副 ジェンダー論特講Ｄ 2 3・4後 1回/2年 Ｑ
副 複合エスニシティ論特講Ａ 2 3・4前 1回/2年
副 複合エスニシティ論特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年
副 複合エスニシティ論特講Ｃ 2 3・4前 1回/2年
副 複合エスニシティ論特講Ｄ 2 3・4後 1回/2年
副 社会文化思想論特講Ａ 2 2・3後 1回/2年
副 消費文化論特講 2 2・3後 1回/2年
副 表象文化論特講Ａ 2 2・3後 1回/2年
副 表象文化論特講Ｂ 2 3・4前 1回/2年
副 比較文学論特講Ａ 2 2・3後 1回/2年
副 人間学特講Ｂ 2 2・3後 1回/2年
主専修プログラム最低必要単位数 0 34 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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◇アジア圏文化専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

日本史講義Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必①
日本史講義Ｂ 2 2・3前 1回/2年 選必①

副 日本思想史講義Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必①
副 日本思想史講義Ｂ 2 2・3後 1回/2年 選必①
副 日本思想史講義Ｃ 2 2・3前 1回/2年 選必①
副 日本思想史講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年 選必①
副 アジア史講義Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必②
副 アジア史講義Ｂ 2 2・3前 1回/2年 選必②
副 アジア史講読Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 アジア史講読Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 アジア史講読Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 アジア史講読Ｄ 2 2・3・4後 1回/3年
副 日本文学講義Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必③
副 日本文学講義Ｂ 2 2・3後 1回/2年 選必③
副 日本文学講義Ｃ 2 2・3前 1回/2年 選必③
副 日本文学講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年 選必③
副 日本語学概説 2 2前 1回/1年 選必③
副 日本語学講義Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必③
副 日本語学講義Ｂ 2 2・3後 1回/2年 選必③
副 日本語学講義Ｃ 2 2・3前 1回/2年 選必③
副 日本語学講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年 選必③
副 日本語学講読Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 日本語学講読Ｂ 2 2・3前 1回/2年
副 日本語教授法講義Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 日本語教授法講義Ⅱ 2 2後 1回/1年
古典籍古文書講読Ａ 2 2・3前 1回/2年
古典籍古文書講読Ｂ 2 2・3後 1回/2年

副 中国思想史講義Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 中国思想史講義Ⅱ 2 2・3後 1回/2年
副 中国文学講義Ⅰ 2 2・3前 1回/2年 選必④
副 中国文学講義Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 選必④
副 中国語学講義Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必④
副 中国語学講義Ｂ 2 2・3後 1回/2年 選必④
副 中国語学講義Ｃ 2 2・3前 1回/2年 選必④
副 中国語学講義Ｄ 2 2・3後 1回/2年 選必④
副 中国語学講読Ａ 2 2・3・4前 1回/3年
副 中国語学講読Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年
副 中国語学講読Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年
副 中国語学講読Ｄ 2 2・3・4後 1回/3年
副 中国語学講読Ｅ 2 2・3・4前 1回/3年
副 中国語学講読Ｆ 2 2・3・4後 1回/3年
副 考古学講義Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 考古学講義Ｂ 2 2・3前 1回/2年
副 書道史 2 2・3前 1回/2年
副 地域社会学 2 2後 1回/1年

　選必①から２単位以上，選必②から２単位以上，選必③から２単位以上，選必④から２単位以
上，選必⑤を２分野以上（アルファベットが分野を表す，以下同様）から６単位以上，選必⑥の
１分野から４単位以上修得

　プログラム基礎科目から６単位以上，プログラム展開科目から１０単位以上修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

副 漢文学概論 2 2前 1回/1年
副 漢文学講義 2 2後 1回/1年
副 複合エスニシティ論Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 複合エスニシティ論Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 複合エスニシティ論Ｃ 2 2・3前 1回/2年
副 複合エスニシティ論Ｄ 2 2・3後 1回/2年
副 書学 2 3・4前 1回/2年
副 日本史特講Ａ 2 2・3・4後 1回/3年 選必⑤a
副 日本史特講Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年 選必⑤a
副 日本史特講Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年 選必⑤a
副 日本史講読Ａ 2 3・4前 1回/2年
副 日本史講読Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 日本史講読Ｃ 2 3・4前 1回/2年
副 日本史講読Ｄ 2 2・3後 1回/2年
副 日本史演習Ⅰ 2 3前 1回/1年
副 日本史演習Ⅱ 2 3後 1回/1年
日本史演習Ⅲ 2 4前 1回/1年
日本史演習Ⅳ 2 4後 1回/1年

副 日本思想史特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤a
副 日本思想史特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤a
副 日本思想史特講Ｃ 2 2・3・4前 1回/3年 選必⑤a 集中
副 日本思想史講読Ⅰ 2 3・4前 1回/2年
副 日本思想史講読Ⅱ 2 3・4後 1回/2年
副 日本思想史演習Ⅰ 2 3・4前 1回/2年 選必⑥d
副 日本思想史演習Ⅱ 2 3・4後 1回/2年 選必⑥d
副 日本思想史演習Ⅲ 2 3・4前 1回/2年 選必⑥d
副 日本思想史演習Ⅳ 2 3・4後 1回/2年 選必⑥d
副 アジア史特講Ａ 2 2・3・4後 1回/3年 選必⑤a
副 アジア史特講Ｂ 2 2・3・4後 1回/3年 選必⑤a
副 アジア史特講Ｃ 2 2・3・4後 1回/3年 選必⑤a
副 アジア史特講Ｄ 2 2・3・4前 1回/3年 選必⑤a 集中
副 アジア史演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必⑥e
副 アジア史演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑥e
副 アジア史演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必⑥e
副 アジア史演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必⑥e
副 日本文学特講Ａ 2 2後・3前 1回/2年 選必⑤b
副 日本文学特講Ｂ 2 2後・3前 1回/2年 選必⑤b
副 日本文学講読Ａ 2 2後・3前 1回/2年 選必⑤b
副 日本文学講読Ｂ 2 2後・3前 1回/2年 選必⑤b
日本文学演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必⑥f
日本文学演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑥f
日本文学演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必⑥f
日本文学演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必⑥f

副 日本語学特講Ａ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤b
副 日本語学特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤b
副 日本語学特講Ｃ 2 2・3後 1回/2年 選必⑤b
副 日本語学特講Ｄ 2 2・3後 1回/2年 選必⑤b
副 日本語学演習Ⅰ 2 3・4前 1回/2年 選必⑥g
副 日本語学演習Ⅱ 2 3・4後 1回/2年 選必⑥g
副 日本語学演習Ⅲ 2 3・4前 1回/2年 選必⑥g
副 日本語学演習Ⅳ 2 3・4後 1回/2年 選必⑥g
副 中国思想史特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤c
副 中国思想史特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤c
副 中国文学特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤c
副 中国文学特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤c
副 中国語学特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必⑤c 集中
副 中国語学特講Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑤c 集中

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

副 中国語学演習Ａ 2 3・4前 1回/2年 選必⑥h
副 中国語学演習Ｂ 2 3・4後 1回/2年 選必⑥h
副 中国語学演習Ｃ 2 3・4前 1回/2年 選必⑥h
副 中国語学演習Ｄ 2 3・4後 1回/2年 選必⑥h
副 考古学各論Ａ 2 3・4後 1回/2年
副 考古学各論Ｂ 2 3・4後 1回/2年
副 社会文化思想論特講Ｂ 2 3前 1回/1年
主専修プログラム最低必要単位数 0 34 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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６．地域政策課程　科目等一覧

注１

注２

注３

単位数 対象 開講
必 選 自 学年 間隔

総合科学論Ⅰ 2 3前 1回/1年
総合科学論Ⅱ 2 3後 1回/1年
日韓学生の協働研修Ⅰ 2 1・2前 1回/1年 集中
日韓学生の協働研修Ⅱ 2 1・2前 1回/1年 集中
課題解決型国際研修（英語） 2 1・2後 1回/1年 集中
課題解決型国際研修（ドイツ語） 2 1・2後 1回/1年 集中
課題解決型国際研修（フランス語） 2 1・2後 1回/1年 集中
課題解決型国際研修（中国語） 2 1・2後 1回/1年 集中
地域政策入門Ａ 2 1前 1回/1年 クォーター制で開講

地域政策入門Ｂ 2 1前 1回/1年 クォーター制で開講

民法（総則）Ⅰ 2 1前 1回/1年
民法（総則）Ⅱ 2 1後 1回/1年 要「Ⅰ」
経済学基礎Ⅰ 2 1前 1回/1年
経済学基礎Ⅱ 2 1後 1回/1年 要「Ⅰ」
環境政策論Ⅰ 2 1後 1回/1年
環境経済論Ⅰ 2 1後 1回/1年

6 特別研究 6 4通 1回/1年
人間文化入門 2 1前 1回/1年
人間文化研究 2 1後 1回/1年
国際交流研修 2 1前 1回/1年
国際課題研修（芸術） 2 2後 1回/1年
日本語表現基礎 2 2前後 1回/1年
日本語読解基礎 2 2前後 1回/1年
ドイツ語基礎 2 2後 1回/1年
フランス語基礎 2 2後 1回/1年
ロシア語基礎 2 2・3後 1回/2年
中国語基礎 2 2・3後 1回/2年
韓国語基礎 2 2・3後 1回/2年
社会調査法 2 1後 1回/1年
人間行動論 2 2前 1回/1年
スポーツ科学 2 1後 1回/1年
現代文化論 2 2前 1回/1年
異文化間コミュニティ論 2 2前 1回/1年
芸術文化論 2 2前 1回/1年
歴史学概論 2 2前 1回/1年
英語圏文化論 2 2前 1回/1年
ヨーロッパ語圏文化論 2 1後 1回/1年
アジア圏文化論 2 2前 1回/1年
絵画基礎 2 1前 1回/1年
彫刻基礎 2 1後 1回/1年
工芸基礎 2 1後 1回/1年
デザイン基礎Ａ 2 1前 1回/1年
デザイン基礎Ｂ 2 1後 1回/1年
書法基礎 2 1後 1回/1年
ドイツ語コミュニケーション基礎 2 1後 1回/1年
フランス語コミュニケーション基礎 2 1後 1回/1年
ロシア語コミュニケーション基礎 2 1後 1回/1年

*　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。

他
課
程
科
目

科目区分 授業科目名 備考

課
程
科
目

導
入

科
目

共
通
科
目

学
部
共
通
科
目

必要
単位数

4

-

4

　科目区分「課程科目」の「導入科目」は課程導入科目，「共通科目」は課程共通科目の
略です。

　単位数の「必」は必修科目，「選」は選択必修科目，「自」は自由選択科目の略です。
必修，選択必修科目については，「４．卒業に必要な単位数および主・副専修プログラム
等について」で確認してください。

　下位数字の授業科目の単位修得が履修の条件となっている授業科目は,備考欄に「要
『（単位修得が必要な授業科目名の数字）』」を記載しています。

8

4
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◇政策法務専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

副 憲法（人権）Ⅰ 2 2前 1回/1年 選必① 副選
副 憲法（人権）Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 憲法（統治機構）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年 選必① 副選
副 憲法（統治機構）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
副 刑法総論Ａ 2 2前 1回/1年 選必① 副選
副 刑法総論Ｂ 2 2後 1回/1年
副 政治学（政治過程） 2 2前 1回/1年 選必① 副選
副 環境生態学Ａ 2 2前 1回/1年 選必②
副 自然環境学Ａ 2 2前 1回/1年 選必②
副 民法（物権）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 民法（物権）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
副 民法（債権総論）Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 民法（債権総論）Ｂ 2 2・3後 1回/2年
民法（債権各論）Ａ 2 2・3前 1回/2年
民法（債権各論）Ｂ 2 2・3後 1回/2年
民法（家族法）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
民法（家族法）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」

副 労働法（個別法） 2 2・3前 1回/2年
副 労働法（集団法） 2 2・3後 1回/2年
雇用管理法 2 2・3前 1回/2年

副 社会保障法 2 2・3・4後 1回/3年
刑法各論Ａ 2 2・3前 1回/2年
刑法各論Ｂ 2 2・3後 1回/2年

副 刑事訴訟法（証拠法・公判法） 2 2・3後 1回/2年
副 行政法（作用法総論）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 行政法（作用法総論）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
副 行政法（救済法）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 行政法（救済法）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
副 政治学（政治理論） 2 2後 1回/1年
副 行政学Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 行政学Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
副 地方自治法 2 2・3・4後 1回/3年
副 刑事政策 2 2前 1回/1年 選必① 副選
基礎法Ａ 2 2・3前 1回/2年
基礎法Ｂ 2 2・3後 1回/2年
国際法Ａ 2 2・3前 1回/2年 集中
国際法Ｂ 2 2・3前 1回/2年 集中

副 財政学Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 財政学Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 社会保障論Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 社会保障論Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 環境政策論Ⅱ 2 2前 1回/1年 要「Ⅰ」
副 地域政策実践演習Ａ 2 3後 1回/1年 選必③
副 地域政策実践演習Ｂ 2 3後 1回/1年 選必③
民法（相続法） 2 2・3後 1回/2年

副 刑事訴訟法（捜査法・公訴法） 2 3・4前 1回/2年
国際政治学Ⅰ 2 3・4前 1回/2年
国際政治学Ⅱ 2 3・4後 1回/2年 要「Ⅰ」
少年法 2 3・4前 1回/2年 集中

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

　選必①から４単位以上，選必②から２単位以上，選必③から２単位以上，選必④から同名授業
科目Ⅰ及びⅡを４単位以上修得

　副選から４単位以上修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

注意　下位数字の単位修得が履修条件の授業科目は，備考欄に「要『単位修得が必要な授業科目名
　　の数字』」を記載しています。
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

備考
授業科目名

「副」：副専修プログラム科目

法律学特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 集中
法律学特講Ｂ 2 3・4前 1回/2年 集中
法律学特講Ｃ 2 3・4前 1回/2年 集中
法律学特講Ｄ 2 3・4後 1回/2年 集中
法律学特講Ｅ 2 3・4後 1回/2年 集中
法律学特講Ｆ 2 3・4後 1回/2年 集中

副 地方財政論 2 3・4前 1回/2年
政治学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
政治学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
憲法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
憲法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
民法（財産法）演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
民法（財産法）演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
民法（家族法）演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
民法（家族法）演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
商法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
商法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
刑法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
刑法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
刑事訴訟法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
刑事訴訟法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
労働法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
労働法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
理論経済学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
理論経済学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
政治経済学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
政治経済学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
財政学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
財政学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
農業経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
農業経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
国際経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
国際経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
経営学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
経営学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境政策論演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境政策論演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境経済論演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境経済論演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境社会学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境社会学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
自然環境学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
自然環境学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境生態学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境生態学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」

主専修プログラム最低必要単位数 0 34 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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◇企業法務専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

副 民法（物権）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年 選必① 副選
副 民法（物権）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
副 民法（債権総論）Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必① 副選
副 民法（債権総論）Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 民法（債権各論）Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必① 副選
副 民法（債権各論）Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 会社法Ａ 2 2・3前 1回/2年 選必① 副選
副 会社法Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 労働法（個別法） 2 2・3前 1回/2年 選必① 副選
副 労働法（集団法） 2 2・3後 1回/2年
副 環境生態学Ａ 2 2前 1回/1年 選必②
副 自然環境学Ａ 2 2後 1回/1年 選必②
副 憲法（人権）Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 憲法（人権）Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
民法（家族法）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
民法（家族法）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
刑法総論Ａ 2 2前 1回/1年
刑法総論Ｂ 2 2後 1回/1年
刑法各論Ａ 2 2・3前 1回/2年
刑法各論Ｂ 2 2・3後 1回/2年

副 商法Ａ 2 2・3前 1回/2年
副 商法Ｂ 2 2・3後 1回/2年
副 雇用管理法 2 2・3前 1回/2年
基礎法Ａ 2 2・3前 1回/2年
基礎法Ｂ 2 2・3後 1回/2年
国際法Ａ 2 2・3前 1回/2年 集中
国際法Ｂ 2 2・3前 1回/2年 集中

副 理論経済学Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 理論経済学Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 政治経済学Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 政治経済学Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
会計学Ⅰ 2 2前 1回/1年
会計学Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」

副 経営学総論Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 経営学総論Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 簿記論Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 簿記論Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
金融論 2 2・3前 1回/2年 集中
環境経済論Ⅱ 2 2前 1回/1年 要「Ⅰ」

副 地域政策実践演習Ａ 2 3後 1回/1年 選必③
副 地域政策実践演習Ｂ 2 3後 1回/1年 選必③
民法（相続法） 2 2・3後 1回/2年

副 民事訴訟法Ⅰ 2 3・4前 1回/2年
副 民事訴訟法Ⅱ 2 3・4後 1回/2年 要「Ⅰ」
副 金融法 2 2・3・4後 1回/3年
知的財産法 2 2・3・4前 1回/3年 集中

　選必①から４単位以上，選必②から２単位以上，選必③から２単位以上，選必④から同名授業
科目Ⅰ及びⅡを４単位以上修得

　副選から４単位以上修得

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

注意　下位数字の単位修得が履修条件の授業科目は，備考欄に「要『単位修得が必要な授業科目名
　　の数字』」を記載しています。

プ
ロ
グ
ラ
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目
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

法律学特講Ａ 2 3・4前 1回/2年 集中
法律学特講Ｂ 2 3・4前 1回/2年 集中
法律学特講Ｃ 2 3・4前 1回/2年 集中
法律学特講Ｄ 2 3・4後 1回/2年 集中
法律学特講Ｅ 2 3・4後 1回/2年 集中
法律学特講Ｆ 2 3・4後 1回/2年 集中
管理会計論 2 2・3前 1回/2年 集中
企業論 2 2・3前 1回/2年 集中
労働経済論 2 3・4前 1回/2年
環境経済論特講 2 2・3後 1回/2年
政治学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
政治学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
憲法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
憲法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
民法（財産法）演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
民法（財産法）演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
民法（家族法）演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
民法（家族法）演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
商法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
商法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
刑法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
刑法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
刑事訴訟法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
刑事訴訟法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
労働法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
労働法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
理論経済学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
理論経済学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
政治経済学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
政治経済学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
財政学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
財政学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
農業経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
農業経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
国際経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
国際経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
経営学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
経営学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境政策論演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境政策論演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境経済論演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境経済論演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境社会学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境社会学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
自然環境学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
自然環境学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境生態学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境生態学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」

主専修プログラム最低必要単位数 0 34 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと
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◇地域社会経済専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

副 理論経済学Ⅰ 2 2前 1回/1年 選必①
副 理論経済学Ⅱ 2 2後 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」
副 財政学Ⅰ 2 2前 1回/1年 選必①
副 財政学Ⅱ 2 2後 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」
副 国際経済論Ａ 2 2前 1回/1年 選必①
副 国際経済論Ｂ 2 2後 1回/1年 選必①
副 農業経済論Ⅰ 2 2前 1回/1年 選必①
副 農業経済論Ⅱ 2 2後 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」
副 ミクロ経済学 2 2前 1回/1年 選必① 集中
副 金融論 2 2・3前 1回/2年 選必① 集中
経営学総論Ⅰ 2 2前 1回/1年
経営学総論Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
会計学Ⅰ 2 2前 1回/1年
会計学Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
経済外書講読 2 2・3後 1回/2年
簿記論Ⅰ 2 2前 1回/1年
簿記論Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」

副 憲法（統治機構）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 憲法（統治機構）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
行政学Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
行政学Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」

副 行政法（作用法総論）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 行政法（作用法総論）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
副 環境政策論Ⅱ 2 2前 1回/1年 要「Ⅰ」
副 持続可能な社会論 2 2後 1回/1年
政治学（政治理論） 2 2後 1回/1年

副 環境経済論Ⅱ 2 2前 1回/1年 要「Ⅰ」
副 地域経済調査演習 2 2前 1回/1年 選必②
副 地域経済実践演習 2 2後 1回/1年 選必②
環境生態学Ａ 2 2前 1回/1年 選必③
自然環境学Ａ 2 2前 1回/1年 選必③
応用マクロ経済学 2 3・4前 1回/2年

副 日本経済史 2 2・3後 1回/2年
副 西洋経済史 2 3・4前 1回/2年
人的資源管理論 2 2・3後 1回/2年 要「経営学総論Ⅰ」

経済思想 2 2・3後 1回/2年
企業論 2 2・3前 1回/2年 集中

副 労働経済論 2 3・4前 1回/2年
副 日本経済論 2 2・3前 1回/2年 集中
副 国際開発と環境・貧困 2 2・3後 1回/2年
経済学特講 2 2・3前 1回/2年 集中
理論経済学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
理論経済学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
政治経済学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
政治経済学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
財政学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
財政学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」

　選必①から４単位以上，選必②から２単位以上，選必③から２単位以上，選必④から同名授業
科目Ⅰ及びⅡを４単位以上修得

　副専修プログラム科目から１６単位以上修得
　※人間文化課程所属学生は「他課程科目」で「経済学基礎Ⅰ」を履修することが望ましい。

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

注意　下位数字の単位修得が履修条件の授業科目は，備考欄に「要『単位修得が必要な授業科目名
　　の数字』」を記載しています。
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

農業経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
農業経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
国際経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
国際経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
経営学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
経営学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
政治学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
政治学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
憲法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
憲法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
民法（財産法）演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
民法（財産法）演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
民法（家族法）演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
民法（家族法）演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
商法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
商法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
刑法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
刑法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
刑事訴訟法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
刑事訴訟法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
労働法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
労働法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境政策論演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境政策論演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境経済論演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境経済論演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境社会学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境社会学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
自然環境学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
自然環境学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境生態学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必④
環境生態学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」

主専修プログラム最低必要単位数 0 34 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと
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◇地域社会連携専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

副 経営学総論Ⅰ 2 2前 1回/1年 選必①
副 経営学総論Ⅱ 2 2後 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」
副 会計学Ⅰ 2 2前 1回/1年 選必①
副 会計学Ⅱ 2 2後 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」
副 社会保障論Ⅰ 2 2前 1回/1年 選必①
副 社会保障論Ⅱ 2 2後 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」
副 政治経済学Ⅰ 2 2前 1回/1年 選必①
副 政治経済学Ⅱ 2 2後 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」
副 環境経済論Ⅱ 2 2前 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」
副 農業経済論Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 農業経済論Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 財政学Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 財政学Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 簿記論Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 簿記論Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
国際経済論Ａ 2 2前 1回/1年
国際経済論Ｂ 2 2後 1回/1年
行政学Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
行政学Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
会社法Ａ 2 2・3前 1回/2年
会社法Ｂ 2 2・3後 1回/2年
労働法（個別法） 2 2・3前 1回/2年
労働法（集団法） 2 2・3後 1回/2年

副 社会保障法 2 2・3・4後 1回/3年
地方自治法 2 2・3・4後 1回/3年

副 持続可能な社会論 2 2後 1回/1年
環境政策論Ⅱ 2 2前 1回/1年 要「Ⅰ」
社会学概論 2 2前 1回/1年

副 環境社会学Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 環境社会学Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 地域経済調査演習 2 2前 1回/1年 選必②
副 地域環境マネジメント実践演習 2 2後 1回/1年 選必②
環境生態学Ａ 2 2前 1回/1年 選必③
自然環境学Ａ 2 2前 1回/1年 選必③

副 地方財政論 2 3・4前 1回/2年
副 協同組合論 2 2・3後 1回/2年
副 マーケティング論 2 2・3前 1回/2年 集中
管理会計論 2 2・3前 1回/2年 集中

副 企業論 2 2・3前 1回/2年 集中
副 日本経済論 2 2・3前 1回/2年 集中
経済学特講 2 2・3前 1回/2年 集中

副 国際法Ａ 2 3・4前 1回/2年 集中
副 国際法Ｂ 2 3・4前 1回/2年 集中
国際政治学Ⅰ 2 3・4前 1回/2年
国際政治学Ⅱ 2 3・4後 1回/2年 要「Ⅰ」
家族社会学 2 3前 1回/1年

　選必①から４単位以上，選必②から２単位以上，選必③から２単位以上，選必④から同名授業
科目Ⅰ及びⅡを４単位以上修得

　副専修プログラム科目から１６単位以上修得
　※人間文化課程所属学生は「他課程科目」で「経済学基礎Ⅰ」を履修することが望ましい。

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

注意　下位数字の単位修得が履修条件の授業科目は，備考欄に「要『単位修得が必要な授業科目名
　　の数字』」を記載しています。
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

理論経済学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
理論経済学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
政治経済学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
政治経済学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
財政学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
財政学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
農業経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
農業経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
国際経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
国際経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
経営学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
経営学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境政策論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
環境政策論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
環境経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境社会学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
環境社会学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
自然環境学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
自然環境学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
環境生態学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
環境生態学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
政治学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
政治学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
憲法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
憲法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
民法（財産法）演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
民法（財産法）演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
民法（家族法）演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
民法（家族法）演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
商法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
商法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
刑法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
刑法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
刑事訴訟法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
刑事訴訟法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」
労働法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必④
労働法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必④ 要「Ⅰ」

主専修プログラム最低必要単位数 0 34 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと

プ
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◇環境共生専修プログラム

★主専修プログラム単位修得要件

★副専修プログラム単位修得要件（副専修プログラム科目から選択）

科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

副 環境政策論Ⅱ 2 2前 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」 副選①
副 環境経済論Ⅱ 2 2前 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」 副選①
副 環境社会学Ⅰ 2 2前 1回/1年 選必① 副選①
副 環境社会学Ⅱ 2 2後 1回/1年 選必① 要「Ⅰ」 副選①
副 持続可能な社会論 2 2後 1回/1年 副選③
副 環境生態学Ａ 2 2前 1回/1年 選必② 副選②
副 環境生態学Ｂ 2 2後 1回/1年 副選②
副 自然環境学Ａ 2 2前 1回/1年 選必② 副選②
副 自然環境学Ｂ 2 2後 1回/1年 副選②
環境統計学Ⅰ 2 2前 1回/1年
環境統計学Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」

副 憲法（統治機構）Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 憲法（統治機構）Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
地方自治法 2 2・3・4後 1回/3年
政治学（政治過程） 2 2前 1回/1年
政治学（政治理論） 2 2後 1回/1年

副 行政学Ⅰ 2 2・3前 1回/2年
副 行政学Ⅱ 2 2・3後 1回/2年 要「Ⅰ」
副 理論経済学Ⅰ 2 2前 1回/1年
理論経済学Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」

副 経営学総論Ⅰ 2 2前 1回/1年
経営学総論Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」

副 農業経済論Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 農業経済論Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 財政学Ⅰ 2 2前 1回/1年
副 財政学Ⅱ 2 2後 1回/1年 要「Ⅰ」
副 ミクロ経済学 2 2前 1回/1年 集中
副 国際開発と環境・貧困 2 2・3後 1回/2年 副選③
環境科学演習 2 2前 1回/1年
環境科学実験 2 2前 1回/1年 集中
環境社会調査実習 2 2・3後 1回/2年

副 環境社会調査演習 2 2前 1回/1年 選必③
副 地域環境マネジメント実践演習 2 2後 1回/1年 選必③
副 保全生物学 2 3・4前 1回/2年 選必④ 副選③
副 景観生態学 2 3・4後 1回/2年 選必④ 副選③
環境経済論特講 2 2・3後 1回/2年 選必④
環境社会学特講 2 3・4前 1回/2年 選必④
環境思想 2 2後 1回/1年 選必④
環境倫理学 2 3前 1回/1年 選必④
国際法Ａ 2 3・4前 1回/2年 集中

副 国際法Ｂ 2 3・4前 1回/2年 集中
企業論 2 2・3前 1回/2年 集中

副 地方財政論 2 3・4前 1回/2年
環境学特講Ａ 2 2・3前 1回/2年 集中
環境学特講Ｂ 2 2・3後 1回/2年 集中
環境学特講Ｃ 2 2・3前 1回/2年 集中
環境学特講Ｄ 2 2・3後 1回/2年 集中

　必修のプログラム基礎科目４単位，選必①から４単位以上，選必②から２単位以上，選必③か
ら２単位以上，選必④から２単位以上，選必⑤から同名授業科目Ⅰ及びⅡを４単位以上修得

　副選①から４単位以上，副選②から２単位以上，副選③から４単位以上修得

注意　下位数字の単位修得が履修条件の授業科目は，備考欄に「要『単位修得が必要な授業科目名
　　の数字』」を記載しています。

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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科目 単位数 対象 開講
区分 必 選 自 学年 間隔

授業科目名
「副」：副専修プログラム科目

備考

環境政策論演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必⑤
環境政策論演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
環境経済論演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必⑤
環境経済論演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
環境社会学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必⑤
環境社会学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
自然環境学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必⑤
自然環境学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
環境生態学演習Ⅰ 　 2 3前 1回/1年 選必⑤
環境生態学演習Ⅱ 　 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
政治学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
政治学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
憲法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
憲法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
民法（財産法）演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
民法（財産法）演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
民法（家族法）演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
民法（家族法）演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
商法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
商法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
刑法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
刑法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
刑事訴訟法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
刑事訴訟法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
労働法演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
労働法演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
理論経済学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
理論経済学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
政治経済学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
政治経済学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
財政学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
財政学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
農業経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
農業経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
国際経済論演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
国際経済論演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」
経営学演習Ⅰ 2 3前 1回/1年 選必⑤
経営学演習Ⅱ 2 3後 1回/1年 選必⑤ 要「Ⅰ」

主専修プログラム最低必要単位数 4 30 -
副専修プログラム最低必要単位数 - 16 -

*1　備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。
*2　単位数欄の「必」，「選」，「自」の区分は主専修プログラムの単位修得要件に基づいています。

基礎・展開から各10単位以上修得（必修含む）　注）修得要件を満たすこと

授業科目名の前に「副」とあるものから修得　注）修得要件を満たすこと
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７．課程横断型プログラムおよび課外科目一覧

≪課程横断型プログラム≫

◇グローバル・地域人材育成プログラム

　目的・養成人材像

　科目の履修について

必要修得

Comparative Japanese History Ａ 2

Comparative Japanese History Ｂ 2

Japanese History Ａ 2

Japanese History Ｂ 2

Japanese Traditional Culture Ａ 2

やさしい日本語で語る日本の古典文学 2

多文化社会論 2

国際講義 2

国際協力・開発援助論 2

グローバリゼーションと世界 2

国際経済論Ａ 2

国際経済論Ｂ 2

国際政治学Ｉ 2

国際政治学Ⅱ 2

履修生それぞれの履修目的に沿って，
専門教育科目の中から指定された授業
科目

-

履修生個別科目申請書により
申請し，了承を得ること。

交換留学（海外協定大学への留学）に
より履修した授業科目
※半年〜１年間で帰国後報告義務有

-

修得単位を主専修プログラム
科目の単位に申請・登録した
場合は本区分には算入できな
い。

　人間文化課程，地域政策課程のどちらにも属さない，課程横断型のプログラムです。どちらの課
程の学生も副専修プログラムとして履修できます。（このプログラムを主専修プログラムとして選
択することはできません。）

留
学

　本プログラムを副専修プログラムに選択し，「留学型」または「国際研修型」どちらかの要件を
満たして修得した単位は，「副専修プログラム科目」の修得しなければならない単位数に算入され
ます。

　国際教育科目の授業科目は現時点のもので，廃止・追加される場合があります。授業科目の廃
止・追加は，掲示により周知します。なお，教養教育の修得単位に算入される海外研修や外国語研
修等は，本プログラムの修得単位には算入できませんが，教養教育科目の単位になる海外研修や外
国語研修等を単位修得した場合は，国際研修型の科目区分ごとの必要修得単位数が変わりますの
で，備考欄で確認してください。教養教育科目の単位になる海外研修や外国語研修等は，本手引き
の「資格試験等による単位認定」や「教養教育科目について」のページ，グローバル教育センター
（または国際課）で確認してください。また，国際教育科目の修得単位および留学により修得した
単位には制限があるので，Ｐ６７の「自由選択科目」の説明をよく読み，注意してください。

科目
区分等

授業科目名 単位数 備考
単位数

8

4

　海外の研修等で獲得したグローバルな視点や行動力を生かし，個々の学生の所属する課程に応じ
た専門性に基づく，社会的・文化的あるいは環境問題にかかわる地域の諸問題の解決に貢献する能
力と意欲を育成します。

履
修
生

個
別
科
目
※

4

対象学年や開講時期等はグ
ローバル教育センターまたは
国際課で確認すること。

留
学
型

国
際
教
育
関
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科
目

国
際
教
育
科
目

専
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目

合　　　計 16
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必要修得

日韓学生の協働研修Ⅰ 2

日韓学生の協働研修Ⅱ 2

課題解決型国際研修（英語） 2

課題解決型国際研修（ドイツ語） 2

課題解決型国際研修（フランス語） 2

課題解決型国際研修（中国語） 2

国際合宿　　注：国際教育科目です 2

総合英語Ａ 2

総合英語Ｂ 2

総合ドイツ語Ａ 2

総合ドイツ語Ｂ 2

総合ドイツ語Ｃ 2

総合フランス語Ａ 2

総合フランス語Ｂ 2

総合フランス語Ｃ 2

総合ロシア語 2 計

英語コミュニケーション基礎Ｉ 2

英語コミュニケーション基礎Ⅱ 2 （

中国語学講読Ａ 2

中国語学講読Ｂ 2

中国語学講読Ｃ 2

中国語学講読Ｄ 2

中国語学講読Ｅ 2

中国語学講読Ｆ 2

履修生それぞれの履修目的に沿って，
専門教育科目の中から指定された授業
科目

-

6

(

8

)

以
上

履修生個別科目申請書により
申請し，了承を得ること。
教養教育科目の単位になる海
外研修や外国語研修等を単位
修得した場合は，括弧書きの
単位数を修得しなければなら
ない。

　※履修生個別科目

　本プログラムは副専修プログラムであることから，グローバル・地域人材育成副専修プログラムの目的と
養成人材像を踏まえて，主専修以外のプログラムの専門科目から選択してください。

教養教育科目の単位になる海
外研修や外国語研修等を単位
修得した場合は本区分の単位
修得は不要。

国
際
教
育

関
連
科
目

国
際
研
修

2
（

0

)

備考

国
際
研
修
型

合　　　計 16

留学型「国際教育科目」と同じ

単位数

）

履
修
生

個
別
科
目
※

4

科目
区分等

授業科目名 単位数

対象学年や開講時期等はグ
ローバル教育センターまたは
国際課で確認すること。

専
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目

　留学型「専修プログラム科目」と同じ

外
国
語
科
目

2
以
上

国
際
教
育

科
目

10

12
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◇課外科目
注 課外科目は，単位修得しても卒業に必要な単位に算入できません。

対象 開講
学年 間隔

模擬裁判実践演習 1 2前 1回/1年 集中
教職入門 2 1前 1回/1年
教育概論 2 2前 1回/1年
教育・学校心理学 2 1後 1回/1年
教育法規 2 2前 1回/1年
学校経営・制度論 2 2後 1回/1年
特別支援教育 2 2前 1回/1年
教育課程・教育方法論 2 2前 1回/1年
道徳教育の理論と実践 2 2後 1回/1年
総合的な学習の時間の理論と実践 2 2後 1回/1年
特別活動の理論と方法 2 1後 1回/1年
生徒指導・進路指導 2 1後 1回/1年
教育相談 2 2前 1回/1年
中学校教育実習 4 4通 1回/1年 集中
高等学校教育実習 2 4通 1回/1年 集中
教育実習事前事後指導 1 3～4 1回/1年 集中
教職実践演習（中・高） 2 4後 1回/1年
国語科教育法Ⅰ 2 2前 1回/1年
国語科教育法Ⅱ 2 2後 1回/1年
国語科教育法Ⅲ 2 3前 1回/1年
国語科教育法Ⅳ 2 4後 1回/1年
社会科教材研究法 2 2前 1回/1年
社会科学習内容構築論 2 4後 1回/1年
中等社会科教育法Ａ（社会・地歴） 2 2後 1回/1年
中等社会科教育法Ｂ（社会・公民） 2 2前 1回/1年
地理歴史科教育法 2 2前 1回/1年
公民科教育法 2 2後 1回/1年
英語科教育法Ⅰ 2 2前 1回/1年
英語科教育法Ⅱ 2 2･3後 1回/2年
英語科教育法Ⅲ 2 2･3後 1回/2年
英語科教育法Ⅳ 2 4後 1回/1年
地誌学 2 2前 1回/1年
生涯学習概論Ⅱ 2 1前 1回/1年
博物館概論 2 1後 1回/1年
博物館経営論 2 3後 1回/1年
博物館資料論 2 3前 1回/1年
博物館資料保存論 2 2前 1回/1年 集中
博物館展示論 2 2前 1回/1年 集中
博物館教育論 2 2後 1回/1年
博物館情報・メディア論 2 2後 1回/1年 集中
博物館実習 3 4前 1回/1年
日本語教育概論Ⅰ 2 1後 1回/2年
日本語教育概論Ⅱ 2 1後 1回/2年
日本語教育実習事前指導 1 2後 1回/1年 集中
日本語教育実習 1 2後 1回/1年 集中
公認心理師の職責 1 1後 1回/1年
健康・医療心理学 1 2前 1回/1年 集中
福祉心理学 1 2後 1回/1年 集中
精神疾患とその治療 2 2後 1回/1年
関係行政論 1 3前 1回/1年
発達心理学 2 2後 1回/1年
心理実習 3 4通 1回/1年 集中

備考単位数

教
職
関
係

科目区分 授業科目名

＊備考欄に「集中」とある授業科目は集中講義で開講予定です。実際の開講は時間割で確認してください。

学
芸
員
関
係

日
本
語

教
育
科
目

公
認
心
理
師

課
外
科
目
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８．取得可能な資格等について 

 
 本学部で取得可能な資格等は以下のとおりです。 

 一部の資格では，課外科目（卒業に必要な単位に算入できない授業科目）の単位修得が必要なも

のもあります。また，授業科目の履修する順番が決まっている場合もありますので，本手引きをよ

く読んで，資格取得を目指してください。 

 
  ・教育職員免許状（教員免許） 

  ・学芸員資格 

  ・日本語教員 

  ・社会調査士 

  ・認定心理士 

  ・公認心理師 

  ・公認スポーツ指導者 

  ・環境再生医 初級 

  ・自然再生士補 

 

■教育職員免許状 

  本学部で取得できる教員免許は，以下のとおりです。所属課程により，取得できる教員免許の

種類が異なるので注意してください。 

   人間文化課程 

     中学校：国語，社会，英語 

     高等学校：国語，地理歴史，公民，英語 

   地域政策課程 

     高等学校：公民 

  教員免許取得のために必要な授業科目や修得単位数，また，履修条件等の詳細は，本手引きの  

２６８ページ「教育職員免許状・各種資格の取得について」で確認してください。 

 
■学芸員資格 

  学芸員の職務や資格取得方法等の概略は，文化庁ホームページで確認してください。 

   文化庁ＨＰ http://www.bunka.go.jp/seisaku/bijutsukan_hakubutsukan/index.html 

  本学部で開講する学芸員資格取得のための科目は以下のとおりです。履修対象学年や開講学期

等は課外科目の科目等一覧で確認してください。 

   ・生涯学習概論Ⅱ 

   ・博物館概論 

   ・博物館経営論 

   ・博物館資料論 

   ・博物館資料保存論 

   ・博物館展示論 

   ・博物館教育論 

   ・博物館情報・メディア論 

   ・博物館実習 

  なお，「博物館実習」を履修するには，「博物館実習」以外の学芸員資格取得のための授業科目

全ての単位（１６単位）を修得していなければなりません。 
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■日本語教員養成 

  日本語教員の職務等の概略は文化庁ホームページ及び法務省ホームページで確認してください。 

   文化庁ＨＰ http://www.bunka.go.jp/  法務省ＨＰ http://www.moj.go.jp/index.html 

  本学部では，日本語教員養成に関して文化庁が示した標準的な教育内容に基づき，日本語教員

養成のための科目を以下のとおり開講します。下記の所定の科目を履修し単位を修得した者に対

しては，「日本語教育科目単位修得証明書」を交付します。 

 (必)＝必修 

 (教養)＝教養教育科目        

 ※印＝課外科目 

 ※印以外の科目は人間文化課程の専門科目または教養科目です。 

 

  

区分 最低取得 

単位数 

授業科目名 

社会・ 

文化・ 

地域 

世界と日本 ６ 日本史講義Ａ   日本史講義Ｂ 

日本思想史講義Ａ 日本思想史講義Ｂ 

日本思想史講義Ｃ 日本思想史講義Ｄ 

アジア史講義Ａ  アジア史講義Ｂ  

日本文学講義Ａ 日本文学講義Ｂ 日本文学講義Ｃ 日本文学講義Ｄ 

異文化接触 課題解決型国際研修(各言語) 

日韓学生の協働研修Ⅰ  日韓学生の協働研修Ⅱ 

日本語教育の歴史と現状 ※日本語教育概論Ⅰ(必)  ※日本語教育概論Ⅱ(必) 

言語と 

社会 

言語と社会の関係 ２ 日本語学特講Ａ  日本語学特講Ｄ 

言語使用と社会 コミュニケーションの現在(教養) 

異文化コミュニケーショ

ンと社会 

複合エスニシティ論Ａ   複合エスニシティ論Ｂ 

複合エスニシティ論Ｃ   複合エスニシティ論Ｄ 

異文化間コミュニティ論   

言語と 

心理 

言語理解の過程 ２  

言語習得・発達 言語習得論Ａ  言語習得論Ｂ 

異文化理解と心理 多文化コミュニケーションＡ(教養) 

多文化コミュニケーションＢ(教養) 

言語と 

教育 

言語教育法・実習 ８ 日本語教授法講義Ⅰ(必)  日本語教授法講義Ⅱ(必) 

※日本語教育実習(必)   ※日本語教育実習事前指導(必) 

異文化間教育・コミュニ 

ケーション教育 

異文化コミュニケーション論Ａ 異文化コミュニケーション論Ｂ 

異文化コミュニケーション論Ｃ 異文化コミュニケーション論Ｄ 

言語教育と情報 情報基礎(教養) 

言語 言語の構造一般 ８ 言葉の世界(教養) 欧米の言語論(教養) 

日本語の構造 日本語学概説 

日本語学講義Ａ 日本語学講義Ｂ 日本語学講義Ｃ 日本語学講義Ｄ 

言語研究 日本語学特講Ｂ 日本語学特講Ｃ 

日本語学演習Ａ 日本語学演習Ｂ 日本語学演習Ｃ 日本語学演習Ｄ 

コミュニケーション能力 英語以外の外国語科目(教養)【２単位まで充当できる】 

合計 ２６   
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■社会調査士 

  社会調査士資格の概要は，一般社団法人社会調査協会ＨＰで確認してください。 

    一般社団法人社会調査協会ＨＰ http://jasr.or.jp/ 

  本資格の取得は，行動科学専修プログラムおよび環境共生専修プログラムの担当教員の指導を

受けて，行ってください。 

 

■認定心理士 

  認定心理士資格の概要は，公益社団法人日本心理学会ＨＰで確認してください。 

    公益社団法人日本心理学会ＨＰ http://www.psych.or.jp/ 

  本資格の取得は，行動科学専修プログラムの担当教員の指導を受けて，行ってください。 

 

■公認心理師 

  公認心理師資格の概要は，厚生労働省ＨＰで確認してください。 

    厚生労働省ＨＰ https://www.mhlw.go.jp/index.html 

  本資格の取得は，行動科学専修プログラムの担当教員の指導を受けて，行ってください。 

 

■公認スポーツ指導者 

  公認スポーツ指導者資格の概要は，公益財団法人日本体育協会ＨＰで確認してください。 

    公益財団法人日本体育協会ＨＰ http://www.japan-sports.or.jp/ 

  本資格の取得は，スポーツ科学専修プログラムの担当教員の指導を受けて，行ってください。 

 

■環境再生医 初級 

  環境再生医資格の概要は，認定ＮＰＯ法人自然環境復元協会ＨＰで確認してください。 

    認定ＮＰＯ法人自然環境復元協会ＨＰ http://www.narec.or.jp/ 

  本資格の取得は，環境共生専修プログラムの担当教員の指導を受けて，行ってください。 

 

■自然再生士補 

  自然再生士補資格の概要は，一般財団法人日本緑化センターＨＰで確認してください。 

    一般財団法人日本緑化センターＨＰ http://www.jpgreen.or.jp/ 

  本資格の取得は，環境共生専修プログラムの担当教員の指導を受けて，行ってください。 

 

-112-





教育学部の皆さんへ 

次ページ以降の教育学部における履修についての説明は，以下の構成になっています。 

 

１．１ 教育学部の理念と目的 

１．２ 教育学部の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

１．３ 岩手大学教育学部教育課程規則 

１．４ 課程等の紹介 

 

２．教育学部の専門教育科目卒業要件：概要（初めにこの項を必ずご覧ください。） 

２．０ はじめに 

２．１ 卒業要件単位数 

２．１．１ 小学校教育コース 

（１）国語・社会・技術・家庭・英語・音楽・美術・保健体育の各サブコース 

（２）教育学・心理学・特別支援教育の各サブコース 

２．１．２ 中学校教育コース 

２．１．３ 理数教育コース 

２．１．４ 特別支援教育コース 

２．２ 卒業要件科目（教育学部専門教育科目）：詳細版（具体的な科目一覧表が掲載されています。） 

２．２．１ 小学校教育コース 

（１）国語・社会・技術・家庭・英語・音楽・美術・保健体育の各サブコース 

（２）教育学・心理学・特別支援教育の各サブコース＜「小学校一種＋中学校二種」免許＞ 

（３）教育学・心理学・特別支援教育の各サブコース＜「小学校一種＋特別支援一種」免許＞ 

２．２．２ 中学校教育コース 

＜「中学校一種＋小学校二種」免許＞，＜「中学校一種＋中学校他教科二種」免許＞ 

２．２．３ 理数教育コース 

      （１）小学校教育専修＜「小学校一種＋中学校一種」免許＞ 

      （２）中学校教育専修＜「中学校一種＋小学校二種」免許＞ 

２．２．４ 特別支援教育コース 

       ＜小学校基礎免許＞，＜中学校基礎免許＞ 

２．３ 教育実習の受講資格及び卒業研究の着手条件，履修科目登録単位の上限について  

Ⅰ．教育実習の受講資格  Ⅱ．卒業研究の着手条件  

Ⅲ．履修科目登録単位の上限（ＣＡＰ制）の特例について 

 

３．授業科目及び履修年次 

３．１ 教職専門科目＜一覧表＞＜個表＞ 

３．２ 教科専門科目（小学校科目） 

３．３ 幼稚園免許関係科目 

３．４ 小学校教育コースあるいは中学校教育コースの開講科目 

（１）国語（２）社会（３）技術（４）家庭（５）英語（６）音楽（７）美術（８）保健体育 

（９）教育学（１０）心理学（１１）特別支援教育 

３．５ 理数教育コースの開講科目 

    （１）理科（２）数学 

３．６ 特別支援教育コースの開講科目 

 

４．副免及びその他の教員免許の取り方について 

４．０ 副免及びその他の教員免許の取り方についての基本的な考え方 

４．１ コース毎の教員免許の取得について 

４．１．１ 小学校教育コース 

４．１．２ 中学校教育コース 

４．１．３ 理数教育コース 

４．１．４ 特別支援教育コース 

４．２ 教員免許取得のための必要単位 

４．２．１ 小学校教員免許 

４．２．２ 中学校教員免許／高等学校教員免許 

４．２．３ 特別支援学校教員免許 

４．２．４ 幼稚園教員免許 

 

５．日本語教育副専攻科目について 



教 育 学 部 

 

１．１ 教育学部の理念と目的 

 
（理念） 

岩手大学教育学部は，幅広い視野と教養，専門的知識・技能，及び実践的な指導力を兼ね備えた学

校教員を養成するとともに，教育分野に関わる理論的・実践的な教育研究を行うことで，学校教育の

発展に貢献する。 

 

（目的） 

本学部は，教員養成の専門学部として，教育に関する理論的・実践的な力量，教育内容とその背景

をなす諸学問の理解及び豊かな人間性・社会性を備え，地域の要請に応えつつ，教員としての意欲と

高い使命感をもって教育に取り組むことができる教員の養成を目的とする。 
 

１．２ 教育学部の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 岩手大学教育学部の理念と教育目標に則り，所定の教育課程（複数免許取得を含む）を修了し， 
以下の各項目を身につけた学生に「学士（教育）」の学位を授与する。  
 
【小学校教育コース】  
 
（知識・理解）  
１．総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。  
２．小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。  
３．各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。  
４．専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。  
 
（思考・判断）  
５．学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して，学校教育について多面的かつ実

 践的に思考・判断する能力を身につけている。  
６．専攻する学問分野の探究的な活動を通して，課題分析力，論理的思考力及びものごとを創造的に

 アプローチする能力を身につけている。  
 
（技能・表現）  
７．小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。  
８．ものごとを計画的に進め，その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。 
また，授業や話し合いを主導的に進めたり，協調的に議論したりすることができる。  

 
（関心・意欲）  
９．学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。  
 
（態度）  
１０．学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し，常に学び続けようとする態度を身につけている。 
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【中学校教育コース】 

 

（知識・理解） 

１．総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。 

２．中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。 

３．取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。 
４．専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。 
 
（思考・判断） 

５．学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して，学校教育について多面的かつ実

践的に思考・判断する能力を身につけている。 

６．専攻する学問分野の探究求な活動を通して，課題分析力，論理的思考力及びものごとを創造的に

アプローチする能力を身につけている。 

 

（技能・表現） 

７．中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。 

８．ものごとを計画的に進め，その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。 

また，授業や話し合いを主導的に進めたり，協調的に議論したりすることができる。 

 

（関心・意欲） 

９．学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。 

 

（態度） 

１０．学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し，常に学び続けようとする態度を身につけている。 

 

【理数教育コース】 

 
（知識・理解）  
１．総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。  
２．義務教育段階の学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。  
３．理科あるいは算数・数学の内容及び指導法に関する知識を身につけている。 
４．専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。  
 
（思考・判断）  
５．学校教育に関する総合的な基礎的知識，理数教育に関する知識，及び実践的な体験を通して，学

 校教育について実践的に思考・判断する能力を身につけている。  
６．専攻する学問分野の探究的な活動を通して，課題分析力，論理的思考力及びものごとを創造的に

アプローチする能力を身につけている。  
 
（技能・表現）  
７．理数教育を中心として小学校及び中学校における学習指導の基本的な技能を身につけている。  
８．小学校及び中学校における生活指導のための基礎的な技能を身につけている。  
９．ものごとを計画的に進め，その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。 
また，授業や話し合いを主導的に進めたり，協調的に議論したりすることができる。  

 
（関心・意欲）  
１０．学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，理数教育の充実を中心として学校教育の発展に貢献

 しようとする意欲を持っている。  
 
（態度）  
１１．学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し，常に学び続けようとする態度を身につけている。 
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【特別支援教育コース】 

 

（知識・理解） 

１．総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。 

２．特別支援学校における教育及び小学校教育又は中学校教育並びに子どもに関する基礎的な知識を

身につけている。 

３．特別支援学校及び小学校又は中学校の各教科等の内容並びに指導法に関する基礎的な知識を身に

つけている。 

４．特別支援教育の専門的知識を身につけている。 

 

（思考・判断） 

５．学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して，学校教育について多面的かつ実

践的に思考・判断する能力を身につけている。 

６．特別支援教育への探究的な活動を通して，課題分析力，論理的思考力及びものごとを創造的にア

プローチする能力を身につけている。 

 

（技能・表現） 

７．小学校又は中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。 

８．特別支援学校における指導及び支援，特別支援学校が有するセンター的機能に求められる相談支

援のための基礎的な技能を身につけている。 

９．ものごとを計画的に進め，その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。 

また，授業や話し合いを主導的に進めたり，協調的に議論したりすることができる。 

 

（関心・意欲） 

１０．学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。 

１１．特別支援教育の現状や課題に強い関心を持ち，最新の動向の把握に努め，特別支援教育の発展

に貢献しようとする意欲を持っている。 

 

（態度） 

１２．学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し，常に学び続けようとする態度を身につけている。 

１３．特別支援教育に対する強い使命感と責任を自覚し，児童生徒及び保護者の思いに寄り添う態度

を身につけている。 
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１．３ 岩手大学教育学部教育課程規則 
 
 （趣旨） 

第１条 この規則は，国立大学法人岩手大学学則（以下「学則」という。）第３６条第５項の規定に

基づき，岩手大学教育学部（以下「本学部」という。）における専門教育（以下「専門教育」という

。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 

２ 本学部の教育課程に関する事項は，学則に定めるもののほか，この規則による。 

３ 学則及びこの規則に特別の定めのある場合を除き，教育課程に関する事項は，教授会が定める。 

 （目的） 
第２条  

本学部は，教員養成の専門学部として，教育に関する理論的・実践的な力量，教育内容とその背

景をなす諸学問の理解及び豊かな人間性・社会性を備え，地域の要請に応えつつ，教員としての意

欲と高い使命感をもって教育に取り組むことができる教員の養成を目的とする。 
 （課程，コース，サブコース及び専修） 

第３条 本学部に学校教育教員養成課程を置く。学校教育教員養成課程に次のとおりコース及びサブ

コースを置く。 
学校教育教員養成課程 

小学校教育コース 

国語サブコース 

   社会サブコース 
   技術サブコース 

   家庭サブコース 

   英語サブコース 

   音楽サブコース 

   美術サブコース 

   保健体育サブコース 

   教育学サブコース 

   心理学サブコース 

   特別支援教育サブコース 

中学校教育コース 

国語サブコース 

   社会サブコース 
   技術サブコース 

   家庭サブコース 

   英語サブコース 

   音楽サブコース 

   美術サブコース 

   保健体育サブコース 

理数教育コース 

   理科サブコース 

   数学サブコース 

特別支援教育コース 
２ 学校教育教員養成課程理数教育コースの理科及び数学の各サブコースに小学校教育専修及び中

学校教育専修を置く。 
 （専門教育の授業科目） 

第４条 専門教育における授業科目（以下「科目」という。）は，必修科目，選択必修科目及び選択

科目からなる。 

２ 科目は，講義，演習，実験，実習，教育実習及び卒業研究等による。 

３ 科目の種類とその単位数は，別表１による。 

４ 科目の必修と選択の別，年次配当，時間数及び履修方法等並びに教育実習に係る特別措置につい

ては別に定める。 

 （科目等の公示） 

第５条 各学期に開講する科目，授業時間及び担当教員は，学期の初めに公示する。 
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 （履修科目の届出） 

第６条 学生は，履修しようとする科目を学期当初の指定の期間内に学部長に届け出なければならな

い。 

２ 学期の途中から開講する科目については，その時に前項の届出をすることができる。 

３ 第１項及び第２項の届出をしない者は，単位の認定を受けることができない。 

４ 第１項及び第２項の届出の後は科目を変えることはできない。 

５ 他学部の授業科目，国際教育科目又は他大学の開講する授業科目を履修しようとする学生は，所

定の手続きを経て許可を得なければならない。 

６ 他学部及び他大学に在籍する学生が本学部の科目の履修を願い出たときは，前項に準ずる。 

 （成績評価） 

第７条 科目の成績は，秀，優，良，可及び不可の評語で表わし，秀，優，良及び可を合格，不可を

不合格とする。 

２ 試験を行う場合は，各学期末に行う。ただし，科目によっては，各学期末以外の適当な時期に行

うことができる。 

 （卒業認定） 

第８条 学部を卒業するには，別表２に定める所定の単位を修得しなければならない。 

２ 卒業の要件として学部の定める単位を特に優秀な成績をもって修得したと認められる場合は，岩

手大学における在学期間の特例に関する規則の定めるところにより３年以上４年未満の在学で卒

業を認める。 

３ 前項に関して必要な事項は，別に定める。 

   附 則 （省略） 

   別 表 （省略） 
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１．４ 課程等の紹介 
 

学校教育教員養成課程 

  
学校教育教員養成課程は，「小学校教育コース」，「中学校教育コース」，「理数教育コース」及

び「特別支援教育コース」の４コースからなり，主として小学校，中学校及び特別支援学校の教員を

養成することを目的とする。 

 この課程では，教育に関する理論的・実践的な知識，教育内容とその背景をなす諸学問の理解，及

び豊かな人間性・社会性を備え，意欲と高い使命感を持って地域の教育に取り組むことが出来る教員

を養成する。 
 また，この課程では，幼稚園から小学校，中学校及び特別支援学校のそれぞれにおける発達段階を

見通して子どもを理解する能力及び学校教育現場のいじめ・不登校・学級崩壊等の諸課題にも対応で

きる能力を育成する。 
なお，学校教育教員養成課程では，全学生に複数の教員免許状取得を卒業要件として義務付けてい

る。（以下のコースごとの説明を参照のこと） 
 
 小学校教育コース 

小学校教育コースでは，小学校教員の養成を主たる目的とし，小学校の教科の内容と教育方法につ

いて専門的知識・能力を深めるとともに，学校現場での諸課題に対する実践能力・問題解決能力を身

につける。本コースでは，小学校教員としての得意分野の形成をはかるため，それぞれの専門教育領

域から構成されるサブコースに，１年次後期から所属する。サブコースには，各教科に対応したサブ

コース（国語，社会，技術，家庭，英語，音楽，美術，保健体育）のほか，教育学，心理学及び特別

支援教育のサブコースがある。なお，各サブコースの紹介及び配属決定方法については，入学時に配

付される『サブコース所属の手引き』を参照のこと。 
本コースでは，以下に示すとおり，卒業要件として主免及び副免の合わせて二つの教員免許状の取

得を義務付けている。すなわち，各教科に対応したサブコース（国語，社会，技術，家庭，英語，音

楽，美術，保健体育）に所属する場合は，主免許として小学校教諭一種免許状及び副免として所属サ

ブコースの該当教科の中学校教諭免許状（二種免）を取得することを卒業要件とする。教育学サブコ

ース，心理学サブコース又は特別支援教育サブコースに所属する場合は，主免として小学校教諭一種

免許状及び副免として希望する教科の中学校教諭免許状（二種免），又は特別支援学校教諭一種免許

状を取得することを卒業要件とする。さらに，どのサブコースに所属していても，希望に応じて所定

の単位を追加取得することにより，所属サブコース以外の教科の中学校・高等学校教諭の免許，幼稚

園及び特別支援学校教諭の免許状を取得できる。 
 
 中学校教育コース 

 中学校教育コースは，国語，社会，技術，家庭，英語，音楽，美術，保健体育の８サブコースで構

成され，学生の所属するサブコースは入学時に決まっている。本コースでは，それぞれの教科の内容

と教育方法について専門的知識・能力を深めるとともに，学校現場での諸課題に対する実践能力・問

題解決能力を身につけることを目的としている。本コースでは，所属サブコースの教科の中学校教諭

一種免許状取得と，小学校教諭免許状（二種免）あるいは所属サブコースの教科以外の中学校教諭免

許状（二種免）の資格取得を卒業要件としている。 
なお，卒業要件となる上記の中学校教諭一種免許状の取得により，同教科の高等学校教諭一種免許

状も合わせて取得できる。（国語，社会，家庭及び美術は，要件が異なるので，「４．２．２中学校

教員免許／高等学校教員免許」以降を必ず参照すること）。さらに希望によっては，所定の単位を取

得することにより，所属サブコース以外の教科の中学校・高等学校教諭の免許状，小学校，幼稚園及

び特別支援学校教諭の免許状を取得できる。 
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理数教育コース 

理数教育コースは理科及び数学の２つのサブコースから構成されており，学生の所属するサブコー

スは入学時に決まっている。それぞれのサブコースには，理数系に強い小学校教員の養成を主たる

目的とした「小学校教育専修」と，理科・数学の中学校教員の養成を主たる目的とした「中学校教

育専修」とがある。それぞれの専修の決定は学生の希望に基づいて行い，１年次前期終了時に仮決定

とし，２年次４月履修申告期間末日に正式決定とする。（ただし，推薦入学した学生は小学校教育専

修に決まっている。） 

「小学校教育専修」では，主免となる小学校教諭一種免許状及び副免となるサブコースの教科に対

応する中学校教諭一種免許状の資格取得を卒業要件とする。「中学校教育専修」では，主免となるサ

ブコースの教科に対応する中学校教諭一種免許状と副免となる小学校教諭免許状（二種免）の資格取

得を卒業要件とする。両専修とも，義務教育段階を一貫した理科／算数・数学の指導を先導できる専

門的知識，技術を習得することを目指す。 
 なお，卒業要件となる上記の中学校教諭一種免許状の取得により，同教科の高等学校教諭一種免許

状も合わせて取得できる。さらに希望によっては，所定の単位を履修することにより，所属サブコー

ス以外の教科の中学校・高等学校教諭の免許状，幼稚園及び特別支援学校教諭の免許状も取得できる。 

 

特別支援教育コース 

 特別支援教育コースは，特別支援学校，特別支援学級，小学校・中学校等の通常の学級に在籍する

特別な支援を必要とする子どもに対して，自立や社会参加に向けた主体的取り組みを支援する観点か

ら幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握して，適確に指導・支援できる教員の養成を目的とし

ている。 

 学生は，特別支援学校等の特別支援教育に関する教科の内容と教育方法について専門的知識・能力

を深めるとともに，特別支援学校等における特別支援教育に関する専門的・実践的力量を身につけ，

学校現場での諸課題に対応する実践能力・問題解決能力を修得する。 

 本コースでは，主免となる特別支援学校教諭一種免許状，及び基礎免となる小学校教諭一種免許状

あるいは中学校教諭一種免許状の資格取得を卒業要件とする。また，希望によっては，所定の単位を

履修することにより，その他の免許（幼，小，中，高）を取得できる。 
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２．教育学部の専門教育科目卒業要件 
 
 教育学部の卒業要件単位 １３４～１４５単位  
   （教養教育科目２７単位，専門教育科目１０７～１１８単位） 
 
＜学校教育教員養成課程＞ 
 
２．０ はじめに 
 
 教育学部学校教育教員養成課程では，卒業要件として複数の教員免許を取得することが義務づ
けられています。卒業要件とは，卒業するために必要な条件のことを言います。教育学部では，
卒業要件となる教員免許のうち，コースごとに指定される一つめの主たる免許のことを「主免」，
二つめの免許のことを「副免」という名称で位置づけます。（ただし，特別支援教育では特別支
援学校教諭一種免許状の基礎として取得する免許のことを「基礎免」と呼びます。）また，主免・
副免（基礎免）以外の教員免許で，卒業要件とはならない免許のことを「その他の免許」として，
それぞれを区別しています。複数免許（主免・副免（基礎免））の組み合わせパターンはコース
ごとに異なりますので注意してください。 
以下は，コースごとに，「主免・副免（基礎免）」の組み合わせパターンとその注意事項，そ

して卒業要件単位の一覧表を提示します。まずはこの項の表でその輪郭をつかんでください。 
なお，各コースの区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」

に掲載されています。 
 
２．１ 卒業要件単位数 
 
２．１．１ 小学校教育コース 
 
 小学校教育コースでは，主免として「小学校一種」免許を取得することはもちろんですが，副
免としてもう一つの免許を取得しなくてはなりません。免許取得の組み合わせパターンはサブコ
ースによって異なります。 
教科サブコース（国語・社会・技術・家庭・英語・音楽・美術・保健体育）については，卒業

要件として「小学校一種＋中学校二種（所属サブコース）」免許の取得が義務づけられています。 
教科以外のサブコース（教育学・心理学・特別支援教育）については，「小学校一種＋中学校

二種」又は「小学校一種＋特別支援一種」のどちらかのパターンの免許取得が義務づけられてい
ます。 
 
（１）国語・社会・技術・家庭・英語・音楽・美術・保健体育の各サブコース 

              コース 
  
区分 

小学校教育コース  
「小学校一種＋中学校二種」免許を 

取得する場合の卒業要件単位数 

教職専門科目 ４１ 
教科専門科目 ３２ 
所属専門科目（中学校教科専門科目） １６（～２１） 
選択科目           １４ 

卒業研究 ６ 
専門教育科目 計 １０９（～１１４） 

教養教育科目 ２７ 
合     計 １３６（～１４１） 

 
区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」に掲載されています。 
注）区分「所属専門科目１６単位」では，それぞれ副免とする中学校免許の教科専門科目を履修してく

ださい。ただし，選択した教科によっては，二種免許でも免許取得に必要となる教科専門科目の単位数が
１６単位を超える教科があります。このことから，副免として選択した教科によっては，卒業最低単位数
が上表の合計単位数（専門教育科目計１０９単位）を超える場合があります。その場合には上表の「選択
科目１４単位」を活用して，免許取得に必要な単位を満たすことができます。なお，副免の取得について
の詳細は，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。 
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（２）教育学・心理学・特別支援教育の各サブコース 
           コース 
  
区分 

小学校教育コース（教育学・心理学・特別支援教育サブコース）  

「小学校一種＋中学校二種」免許 

を取得する場合の卒業要件単位数 
「小学校一種＋特別支援一種」免許 

を取得する場合の卒業要件単位数 
教職専門科目 ４１ ３９ 
教科専門科目 ３２ ３２ 
所属専門科目              １０            ６ 

選択必修科目 
(中学校教科専門科目) 

１２（～２１） 
（特別支援教育に関する科目） 

２６ 
選択科目 ８            ２ 
卒業研究 ６            ６ 

専門教育科目 計 １０９（～１１８） １１１ 
教養教育科目 ２７ ２７ 

合    計 １３６（～１４５） １３８ 

区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」に掲載されています。 
注）区分「選択必修科目１２単位」（中学校教科専門科目）では，それぞれ副免とする中学校免許の教

科専門科目を履修してください。ただし，選択した教科によっては，二種免許でも免許取得に必要となる
中学校の教科専門科目の単位数が１２単位を超える教科があります。このことから，副免として選択した
教科によっては，卒業最低単位数が上表の合計単位数（専門教育科目計１０９単位）を超える場合があり
ます。その場合には上表の「選択科目８単位」を活用して，免許取得に必要な単位を満たすことができま
す。なお，副免の取得についての詳細は，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必
ず参照してください。 
 
２．１．２ 中学校教育コース 
 
 中学校教育コースでは，主免として「中学校一種」免許を取得することはもちろんですが，副
免としてもう一つの免許を取得しなくてはなりません。免許取得の組み合わせは，次の二つのパ
ターンがあります。すなわち，①所属するサブコースの教科に対応する「中学校一種」免許と「小
学校二種」免許の組み合わせ，あるいは，②所属するサブコースの教科に対応する「中学校一種」
免許と他教科の「中学校二種」免許の組み合わせ，のいずれかのパターンでの免許取得が義務づ
けられています。 
 
           コース 
  
区分 

中学校教育コース  
「中学校一種＋小学校二種」免許 

を取得する場合の卒業要件単位数 
「中学校一種＋中学校他教科二種」免許 

を取得する場合の卒業要件単位数 

教職専門科目   ４１           ４１ 

教科専門科目 
（小学校教科専門科目) 

  １６ 
（他教科専門科目【副免】） 

   １２（～２１） 
所属専門科目(各科指定科目)   ３８         ３８ 

選択科目     ６          １０ 
卒業研究     ６            ６ 

専門教育科目 計 １０７ １０７（～１１６） 
教養教育科目   ２７          ２７ 

合     計 １３４ １３４（～１４３） 
  
区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」に掲載されています。 
注）「中学校一種＋中学校他教科二種」免許を取得する場合，区分「他教科専門科目【副免】１２単位」

で，副免とする教科の教科専門科目を履修してください。ただし，選択した教科によっては，二種免許で
も免許取得に必要となる教科専門科目の単位数が１２単位を超える教科があります。このことから，副免
として選択した教科によっては，卒業最低単位数が上表の合計単位数（専門教育科目計１０７単位）を超
える場合があります。その場合には上表の「選択科目１０単位」を活用して，免許取得に必要な単位を満
たすことができます。なお，副免の取得についての詳細は，「４．副免及びその他の教員免許の取り方に
ついて」以降を必ず参照してください。 

-121-



２．１．３ 理数教育コース 
 
 理数教育コースでは，専修ごとに複数免許の取得パターンが異なります。小学校教育専修では，
主免として「小学校一種」免許を取得することはもちろんですが，副免として，所属するサブコ
ースの教科に対応する「中学校一種」免許を取得しなくてはなりません。中学校教育専修では，
主免として，所属するサブコースの教科に対応する「中学校一種」免許を，副免として「小学校
二種」免許を取得することが卒業要件として義務づけられています。 
 
        専修 

 区分 
小学校教育専修 中学校教育専修  

「小学校一種＋中学校一種」免許を 

取得する場合の卒業要件単位数 

「中学校一種＋小学校二種」免許を 

取得する場合の卒業要件単位数 

教職専門科目   ４４   ４４ 
 教科専門科目 （小学校教科専門科目) 

  ３０ 
（小学校教科専門科目) 

   １６ 
所属専門科目 

  ３０   ３８ 

選択科目     ２   ８ 

卒業研究     ６     ６ 
専門教育科目 計 １１２ １１２ 

教養教育科目   ２７   ２７ 
合    計 １３９ １３９ 

 
区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」に掲載されてい

ます。 
 
２．１．４ 特別支援教育コース 
 
 特別支援教育コースでは，主免として「特別支援学校一種」免許の取得が義務づけられていま
す。また，基礎免として「小学校一種免許」あるいは「中学校一種免許」のいずれかを取得する
ことが卒業要件として義務づけられています。 
 
                  基礎免 

 区分 
小学校免許を取得する 

場合の卒業要件単位数 
中学校免許を取得する 

場合の卒業要件単位数 
 

教職専門科目   ３９   ３９ 
教科専門科目 

  ３２ 
（各科指定教科専門科目） 

  ３２ 
所属専門科目（特別支援教育に関する科目）   ２６   ２６ 
選択科目     ５    ５ 
卒業研究     ６     ６ 

専門教育科目 計 １０８ １０８ 
教養教育科目   ２７   ２７ 

合    計 １３５ １３５ 
 
区分ごとの具体的な科目一覧と単位数は，次項「３．授業科目及び履修年次」に掲載されてい

ます。 
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２．２　卒業要件科目（教育学部専門教育科目）

（１）国語・社会・技術・家庭・英語・音楽・美術・保健体育の各サブコース

科　目　名 単位数

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

プログラミング基礎 ２

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習 １

教育実習研究 １

学校体験実習 １

小学校教育実習 ４

中学校教育実習 ２

教職実践演習 ２

小　計 ４１単位

小学校算数　　 ２

小学校理科Ａ　 １

小学校理科Ｂ　 １

小学校音楽Ａ　 １

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校国語Ａ ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校１０教科） ２０

小　計 ３２単位

配属サブコースの科目（中学校教科専門科目）から １４（～１９）

教科の指導法（中学校） ２

小　計 １６（～２１）単位

選択科目※ 学部開設科目から選択 １４単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　卒業要件となる専門科目の一覧表をコースごとに示します。それぞれのコースの表に記載されている科目の単位を
すべて修得し，かつコースごとに定められた複数の教員免許状を取得し資格を得た場合に卒業要件を満たすことにな
ります。なお，副免として中学校教員免許を取得する場合には，教科によって免許取得に必要な単位数が異なります。
以下の表に記された合計単位数を超える場合がありますので注意してください。

注）区分「所属専門科目１６単位」では，それぞれ副免とする中学校免許の教科専門科目を履修してください。 ただ
し，選択した教科によっては，二種免許でも免許取得に必要となる教科専門科目の単位数が１６単位を超える教科があ
ります(技術１７単位，保健体育２１単位)。このことから，副免として選択した教科によっては，卒業最低単位数が上
表の合計単位数（専門教育科目計１０９単位）を超える場合があります。その場合には上表の「選択科目１４単位」を
活用して，免許取得に必要な単位を満たすことができます。なお，副免の取得についての詳細は「４．副免及びその
他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

２．２．１　小学校教育コース

所属専門科目

　　　　　　　コース

　区分

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コンソー
シアム単位互換科目及び海
外協定大学の科目のうち，
本学部の科目として認定で
きなかった科目を，選択科目
として１０単位まで卒業要件
として認定することができま
す。

１０９（～１１４）単位

別欄①科目

別欄②科目

教職専門科目

教科専門科目

選択科目※について

小　学　校　教　育　コ　ー　ス

「小学校一種+中学校二種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

選択必修

４単位
４
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（２）教育・心理・特別支援の各サブコース＜「小学校一種＋中学校二種」免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

プログラミング基礎 ２

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習 １

教育実習研究 １

学校体験実習 １

小学校教育実習 ４

中学校教育実習 ２

教職実践演習 ２

小　計 ４１単位

小学校算数　　 ２

小学校理科Ａ　 １

小学校理科Ｂ　 １

小学校音楽Ａ　 １

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校国語Ａ ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校１０教科） ２０

小　計 ３２単位

所属専門科目 配属サブコースの科目から １０単位

中学校教科専門科目から １０（～１９）

教科の指導法（中学校） ２

小　計 １２（～２１）単位

選択科目※ 学部開設科目から選択 ８単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

１０９（～１１８）単位

選択必修科目

注）区分「選択必修科目１２単位」では，それぞれ副免とする中学校免許の教科専門科目を履修してください。
「4.2.2(2)教科毎の科目・中・高」以降を参照。ただし，選択した教科によっては，二種免許でも免許取得に必要とな
る教科専門科目の単位数が１２単位を超える教科があります(理科１４単位，音楽１５単位，社会１６単位，技術１７
単位，保健体育２１単位)。このことから，副免として選択した教科によっては，卒業最低単位数が上表の合計単位数
（専門教育科目計１０９単位）を超える場合があります。その場合には上表の「選択科目８単位」を活用して，免許取
得に必要な単位を満たすことができます。なお，副免の取得についての詳細は，「４．副免及びその他の教員免許の取
り方について」以降を必ず参照してください。

　　　　　　　コース

　区分

小　学　校　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

「小学校一種+中学校二種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教科専門科目

選択科目※について選択必修

４単位
４
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（３）教育・心理・特別支援の各サブコース＜「小学校一種＋特別支援一種」免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

プログラミング基礎 ２

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習 １

教育実習研究 １

学校体験実習 １

小学校教育実習 ４

教職実践演習 ２

小　計 ３９単位

小学校算数　　 ２

小学校理科Ａ　 １

小学校理科Ｂ　 １

小学校音楽Ａ　 １

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校国語Ａ ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校１０教科） ２０

小　計 ３２単位

所属専門科目 配属サブコースの科目から ６単位

選択必修科目 特別支援教育に関する科目 ２６単位

選択科目※ 学部開設科目から選択 ２単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

　　　　　　　コース

　区分

小　学　校　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

「小学校一種+特別支援一種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教科専門科目

選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

１１１単位

選択必修

４単位
４
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２．２．２　中学校教育コース

＜「中学校一種＋小学校二種」免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

プログラミング基礎 ２

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習 １

教育実習研究 １

学校体験実習 １

中学校教育実習 ４

小学校教育実習 ２

教職実践演習 ２

小　計 ４１単位

小学校算数　　 ２

小学校理科Ａ　 １

小学校理科Ｂ　 １

小学校音楽Ａ　 １

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校国語Ａ ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校） １２

小　計 １６単位

各科で指定する中学校教科専門科目 ３０

教科の指導法（中学校） ８

小　計 ３８単位

選択科目※ 学部開設科目から選択 ６単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

　　　　　　　コース

　区分

中　学　校　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

「中学校一種+小学校二種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教科専門科目

選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

１０７単位

所属専門科目

選択必修

４単位
４
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＜「中学校一種＋中学校他教科二種」免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

プログラミング基礎 ２

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習 １

教育実習研究 １

学校体験実習 １

中学校教育実習（主免） ４

中学校教育実習（副免・他教科） ２

教職実践演習 ２

小　計 ４１単位

中学校教科専門科目（副免・他教科） １０（～１９）

教科の指導法（中学校（副免・他教科）） ２

小　計 １２（～２１）単位

各科で指定する中学校教科専門科目（主免） ３０

教科の指導法（中学校（主免）） ８

小　計 ３８単位

選択科目※ 学部開設科目から選択 １０単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

教科専門科目
【副免】

１０７（～１１６）単位

注）区分「教科専門科目【副免】」の１２単位は，副免とする他教科の教科専門科目を履修してください。
「4.2.2(2)教科毎の科目・中・高」以降を参照。ただし，選択した教科によっては，二種免許でも免許取得に必要とな
る教科専門科目の単位数が１２単位を超える教科があります（理科１４単位，音楽１５単位，社会１６単位，技術１７
単位，保健体育２１単位）。このことから，副免として選択した教科によっては，卒業最低単位数が上表の合計単位数
（専門教育科目計１０７単位）を超える場合があります。その場合には上表の「選択科目※１０単位」を活用して，免
許取得に必要な単位を満たすことができます。なお，副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の
取り方について」以降を必ず参照してください。

　　　　　　　コース

　区分

中　学　校　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

「中学校一種+中学校他教科二種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

選択科目※について

所属専門科目
（教科専門科目
（主免））
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２．２．３　理数教育コース

（１）小学校教育専修　＜「小学校一種＋中学校一種」免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

プログラミング基礎 ２

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

ＩＣＴを活用した理数教育 ２

理数教材開発研究 １

観察実習 １

教育実習研究 １

学校体験実習 １

小学校教育実習 ４

中学校教育実習 ２

教職実践演習 ２

小　計 ４４単位

小学校音楽Ａ　 １

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校国語Ａ ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校１０教科） ２０

小　計 ３０単位

理数科クロスカリキュラム論 ２

各科で指定する中学校教科専門科目 ２０

教科の指導法（中学校） ８

小　計 ３０単位

選択科目※ 学部開設科目から選択 ２単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

「小学校一種+中学校一種」免許を取得する場合の卒業要件単位数

教職専門科目

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教科専門科目
選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

１１２単位

所属専門科目

小学校教育専修
　　　ｺｰｽ・ｻﾌﾞｺｰｽ
　　　　　　　　専修

　区分

理数教育コース・理科及び数学サブコース 別欄①科目

選択必修

１０単位
１０
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（２）中学校教育専修　＜「中学校一種＋小学校二種」免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

プログラミング基礎 ２

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

ＩＣＴを活用した理数教育 ２

理数教材開発研究 １

観察実習 １

教育実習研究 １

学校体験実習 １

中学校教育実習 ４

小学校教育実習 ２

教職実践演習 ２

小　計 ４４単位

小学校音楽Ａ　 １

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校国語Ａ ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校） １２

小　計 １６単位

理数科クロスカリキュラム論 ２

各科で指定する中学校教科専門科目 ２８

教科の指導法（中学校） ８

小　計 ３８単位

選択科目※ 学部開設科目から選択 ８単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　副免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

所属専門科目

１１２単位

教科専門科目

中学校教育専修
　　　ｺｰｽ・ｻﾌﾞｺｰｽ
　　　　　　　　専修

　区分

理数教育コース・理科及び数学サブコース 別欄①科目

「中学校一種+小学校二種」免許を取得する場合の卒業要件単位数 教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

選択必修

４単位
４
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２．２．４　特別支援教育コース

＜基礎免として小学校免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

プログラミング基礎 ２

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習 １

教育実習研究 １

学校体験実習 １

小学校教育実習 ４

教職実践演習 ２

小　計 ３９単位

小学校算数　　 ２

小学校理科Ａ　 １

小学校理科Ｂ　 １

小学校音楽Ａ　 １

小学校体育Ａ　 １

小学校英語　　 ２

小学校国語Ａ ２

小学校社会 ２

小学校図画工作 ２

小学校家庭科 ２

小学校生活科 ２

教科の指導法（小学校１０教科） ２０

小　計 ３２単位

所属専門科目 特別支援教育に関する科目 ２６単位

選択科目※ 学部開設科目から選択 ５単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　基礎免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

　　　　　　　コース

　区分

特　別　支　援　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

基礎免として小学校免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２

教科専門科目

１０８単位

選択科目※について

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

選択必修

４単位
４
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＜基礎免として中学校免許を取得する場合＞

科　目　名 単位数

教職入門 ２

教育概論 ２

学校安全学と防災教育 ２

教育・学校心理学 ２

発達心理学 ２

特別支援教育 ２

右記別欄①から１科目選択必修 ２

右記別欄②から１科目選択必修 ２

道徳教育の理論と実践 ２

総合的な学習の時間の理論と実践 ２

特別活動の理論と方法 ２

教育課程・教育方法論 ２

プログラミング基礎 ２

生徒指導・進路指導 ２

教育相談 ２

観察実習 １

教育実習研究 １

学校体験実習 １

中学校教育実習 ４

教職実践演習 ２

小　計 ３９単位

各科で指定する中学校教科専門科目 ２４

教科の指導法（中学校） ８

小　計 ３２単位

所属専門科目 特別支援教育に関する科目 ２６単位

選択科目※ 学部開設科目から選択 ５単位

卒業研究 卒業研究 ６単位

合　計

　基礎免の取得についての詳細は「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降を必ず参照してください。

教科専門科目

１０８単位

他学部の科目，国際教育科
目，いわて高等教育コン
ソーシアム単位互換科目及
び海外協定大学の科目のう
ち，本学部の科目として認
定できなかった科目を，選択
科目として上限単位数まで
卒業要件として認定すること
ができます。

選択科目※について

　　　　　　　コース

　区分

特　別　支　援　教　育　コ　ー　ス 別欄①科目

基礎免として中学校免許を取得する場合の卒業要件単位数

教育の思想
教育の歴史
教育学特殊講義Ａ

２
２
２

教職専門科目

別欄②科目

教育法規
学校経営・制度論

２
２
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２．３ 教育実習の受講資格及び卒業研究の着手条件，履修科目登録単位の上限について  

 

 Ⅰ 教育実習の受講資格  
 

（１）主免教育実習，基礎免教育実習，教育実習研究の受講資格 
 
     小学校教育コース，中学校教育コース，理数教育コースの学生が，主免教育実習及び教育実習研究を受

講するためには，３年次開始時（又は受講しようとする年度の初め）までに，次の 1.～3.の条件を満たし

ていることが必要である。 
特別支援教育コースの学生が，卒業要件となる基礎免教育実習及び教育実習研究を受講するためには，

３年次開始時（又は受講しようとする年度の初め）までに，次の 1.～3.の条件を満たしていることが必要

である。 
 

     １．「基礎ゼミナール（教養教育科目）」，「教職入門」，｢教育概論」，「生徒指導・進路指導」， 
「教育相談」，｢観察実習」，「学校体験実習」を履修（単位取得）済みであること。  

      
２．実習する校種ごとに，以下の単位を履修（単位取得）済みであること。 
・小学校で実習をする場合は，小学校の教科の指導法から最低６単位を履修済みであること。 
・中学校で実習をする場合は，中学校の該当教科の教科指導法から最低２単位を履修済みであること。 

      
３．次に掲げる単位数以上の単位を取得済みであること。 

       教養教育科目   １８単位 

       専門教育科目   ３０単位 

 

  （２）副免教育実習の受講資格 
 
     小学校教育コース，中学校教育コース，理数教育コースの学生が，副免教育実習を受講するためには，

副免教育実習を受講しようとする年度の初めまでに，次の1.と2.の条件を満たしていることが必要である。 
 

     １．主免教育実習を履修済みであること。 

      （ただし，４年次で主免教育実習と副免教育実習を同時に履修する場合に限り，主免教育実習と副免 
教育実習の同時履修を認めるものとする。） 

 
２．実習する校種ごとに，以下の単位を履修（単位取得）済みであること。 
・小学校で実習をする場合は，小学校の教科の指導法から最低６単位を履修済みであること。 
・中学校で実習をする場合は，中学校の該当教科の教科指導法から最低２単位を履修済みであること。 
・特別支援学校で実習をする場合は，「特別支援教育概説」を履修済みであること，及び「知的障害者

の心理・生理・病理」，「知的障害教育課程論」，「知的障害教育指導法」の３科目から最低４単位

を履修済みであること。 
 

 

  （３）特別支援教育コースの特別支援学校での教育実習の受講資格 
 
     特別支援教育コースの学生が，特別支援学校で教育実習を受講するためには，特別支援教育実習を受講 

しようとする年度の初めまでに，次の 1.と 2.の条件を満たしていることが必要である。 
 

     １．卒業要件となる基礎免教育実習を履修済みであること。 
      （ただし，４年次で基礎免教育実習と特別支援教育実習を同時に履修する場合に限り，基礎免教育実 

習と特別支援教育実習の同時履修を認めるものとする。） 
 

２．「特別支援教育概説」を履修（単位取得）済みであること，及び「知的障害者の心理・生理・病理」，

「知的障害教育課程論」，「知的障害教育指導法」の３科目から最低４単位を履修済みであること。 
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（４）卒業要件となっていない教員免許（その他の免許）取得のための教育実習の受講資格 
 

卒業要件となっていない教員免許（その他の免許）を取得するための教育実習の受講には，教育実習を受 
講しようとする年度の初めまでに，次の 1.と 2.の条件を満たしていることが必要である。 

 
１． 主免教育実習（小学校教育コース，中学校教育コース，理数教育コース）あるいは基礎免教育実習

（特別支援教育コース）を履修済みであること。 
ただし，３年次で主免教育実習（基礎免教育実習）と幼稚園教育実習を同時に履修する場合及び４ 

年次で主免教育実習（基礎免教育実習）とその他の免許取得のための教育実習を同時に履修する場合 
に限り，主免教育実習（基礎免教育実習）との同時履修を認めるものとする。 

      
２．実習する校種ごとに，以下の単位を履修（単位取得）済みであること。 
・小学校で実習をする場合は，小学校の教科の指導法から最低６単位を履修済みであること。 
・中学校で実習をする場合は，中学校の該当教科の教科指導法から最低２単位を履修済みであること。 
・特別支援学校で実習をする場合は，「特別支援教育概説」を履修済みであること，及び「知的障害者

の心理・生理・病理」，「知的障害教育課程論」，「知的障害教育指導法」の３科目から最低４単位

を履修済みであること。 
・幼稚園で実習をする場合は，以下の指導法のうち最低２単位を履修済みであること。 

「幼児の指導」，「保育内容（健康）」，「保育内容（人間関係）」，「保育内容（環境）」， 
「保育内容（ことば）」，「保育内容（音楽）」，「保育内容（造形表現）」 

      
Ⅱ 卒業研究の着手条件  

 

（１）卒業研究の着手条件 

 
   学校教育教員養成課程のすべてのコースで，３年次終了時までに，次に掲げる単位数以上の単位を取得済み 

の場合，４年次４月から卒業研究に着手できる。 

       教養教育科目   ２２単位 

       専門教育科目   ７５単位 

   なお，３年次終了時までに上記単位数を取得できなかった場合には，単位数条件を満たした次の学期から卒 
業研究に着手できる。 

 
（２）卒業研究期間 

 
卒業研究の研究期間は，少なくとも１年間を要するものとする。 

 

（３）卒業研究題目の提出 

     
卒業研究に着手した学生は，研究題目を６月２０日までに指導教員宛てに提出すること。さらに１１月２０ 

日までに学部長宛てに提出すること。 ただし，１０月に卒業研究に着手した学生については，これらの日程を 
それぞれ１２月２０日及び翌年の５月２０日と読み替える。 

 

（４）卒業研究論文の提出 

 

   卒業研究をまとめた論文（卒業研究論文）を，指定された日時までに学部長宛てに提出すること。なお，卒 
業研究論文は卒業制作，卒業演奏等に替えることができる。 

 

Ⅲ 履修科目登録単位の上限（ＣＡＰ制）の特例について 
 

教育学部学生は，副免取得（特別支援教育コースについては基礎免取得）に関する科目の登録について，１学 
期２４単位を超えて上限を２８単位まで履修登録をすることができる。なお，成績優秀者に認定されると，次の 
学期の履修は，副免取得に関する科目に関わらず２８単位まで例外として履修登録をすることができる。 
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３．授業科目及び履修年次

＜注意事項＞標準履修年次について

３．１　教職専門科目

＜一覧表＞
科　　　目　　　名 単位数

・教職の意義及び教員の役割・ 教職入門 2
　職務内容（チーム学校運営
　への対応を含む。）
・教育の理念並びに教育 教育概論 2
　に関する歴史及び思想
・教育に関する社会的，
　制度的又は経営的事項
・教育の理念並びに教育 別欄 教育の思想 2
　に関する歴史及び思想 ① 教育の歴史 2
　　　　　 教育学特殊講義Ａ 2

選択 教育学演習Ａ 1
教育学演習Ｂ 1

・教育に関する社会的， 学校安全学と防災教育 2

　制度的又は経営的 別欄 教育法規 2
　事項（学校と地域と ② 学校経営・制度論 2
　の連携及び学校安全 選択 いわての復興教育 2
　への対応を含む。） 教育学演習Ｄ 1

小規模学校教育論 2
・幼児，児童及び生徒の 教育・学校心理学 2
　心身の発達及び学習の 発達心理学 2
　過程 心理学概論 2

教育心理学演習 1
発達心理学演習 1
障害者・障害児心理学 2

・特別の支援を必要とする 特別支援教育 2
　幼児，児童及び生徒に
　対する理解

・道徳の理論及び指導法 道徳教育の理論と実践 2

・総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間の理論と実践 2

・特別活動の指導法 特別活動の理論と方法 2

・教育課程の意義及び編成 教育課程・教育方法論 2
　の方法（カリキュラム・
　マネジメントを含む。） 教育学特殊講義Ｂ 2
・教育の方法及び技術
　（情報機器及び教材の活用を含む）

・教育の方法及び技術 プログラミング基礎 2

　（情報機器及び教材の活用を含む） 学校教育の情報化研究 2

　 教育学演習Ｃ 1
教授行動論 2
授業実践研究 2
小学校実践研究 1

・生徒指導の理論及び方法 生徒指導・進路指導 2
・進路指導（キャリア教育に
　関する基礎的な事項を含む。）
　の理論及び方法
・教育相談（カウンセリング 教育相談 2
　に関する基礎的な知識を 臨床心理学概論 2
　含む。）の理論及び方法 心理演習 1

心理的アセスメント 1
心理学的支援法 1

観察実習 1
・教育実習 学校体験実習 1

教育実習 4
教育実習研究 1

・教職実践演習 教職実践演習 2

幼稚園教諭免許関係科目
　 科　　　目　　　名　　 単位数

・教育課程の意義及び編成 幼稚園の教育課程 2
　の方法（カリキュラム・
　マネジメントを含む。）
・幼児理解の理論及び方法 幼児理解と教育相談 2
・教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法

　以降の各ページに記載されている「標準履修年次」とは，あくまで履修が望ましい年次を示しているものであ
り，その年次以降であれば履修可能である。
　例）標準履修年次で2年前期の欄に○が記されている科目の場合は，2年次だけでなく3年次，4年次でも履修で
　　きる。

教
育
実
践
に
関

す
る
科
目

道
徳
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
，
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

教員免許法上の区分

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

　教員免許法上の区分　
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＜教職専門科目・個表＞

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

教 育 の 思 想 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

教 育 の 歴 史 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

教 育 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

教 育 学 演 習 Ａ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3

教 育 学 演 習 Ｂ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3

学校安全学と防災教育 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

教 育 法 規 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

学 校 経 営 ・ 制 度 論 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

い わ て の 復 興 教 育 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ ○ ○ 2

教 育 学 演 習 Ｄ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3

小 規 模 学 校 教 育 論 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

発 達 心 理 学 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

心 理 学 概 論 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

教 育 心 理 学 演 習 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ 2

発 達 心 理 学 演 習 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ 2

障害者・障害児心理学 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

特 別 支 援 教 育 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2

総合的な学習の時間の理論
と実践

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

特 別 活 動 の 理 論 と 方 法
【 備 考 ２ 】

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2 ・特別活動の指導法

教育課程・教育方法論 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

教 育 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

学校教育の情報化研究 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

教 育 学 演 習 Ｃ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3

教 授 行 動 論 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

授 業 実 践 研 究 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

小 学 校 実 践 研 究 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ 1

22

←　　　○　　　→

←　　　○　　　→

←　　　○　　　→

←　　　○　　　→

・総合的な学習の時間の指導法

2

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を
　含む。）

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・
　マネジメントを含む。）
・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を
　含む。）

○2 22 2 2 2

2

2 2

2

教育・心理・特支ｻﾌﾞｺｰｽ

2

22

道 徳 教 育 の 理 論 と 実 践
【 備 考 ２ 】

中学校教育専修

１年

2 2

小一種＋中二種 小一種＋特支一種

2

2

2

中一種＋小二種
中一種＋他教科二種

2

中一種＋小二種

標準履修年次【備考１】コース・単位数

特支一種＋小一種

2

特別支援教育コース

小学校教育専修

22

2

科　目　名 免許法上の科目単

位

数

取 得
上 限
単 位

教科ｻﾌﾞｺｰｽ

小学校教育コース

教育・心理・特支ｻﾌﾞｺｰｽ

理数教育コース

４年

中学校基礎免許

２年

2○22

小学校基礎免許

小一種＋中一種

2

特支一種＋中一種 ３年

・教職の意義及び教員の役割・職務内容のうち，
　「（チーム学校運営への対応を含む。）」を含
　む。

2 2 2

2

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

中学校教育コース

○
・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項

2

教 職 入 門

教 育 概 論 22 2

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学
　校運営への対応を含む。）

2 2

2

2

2

○

2 2 2

2

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学
　校と地域との連携及び学校安全への対応を含
　む。）

←　　　○　　　→

2

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

・道徳の理論及び指導法

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

2

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対
　する理解

2

2
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必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

教 育 相 談
【 備 考 ３ 】

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2

臨 床 心 理 学 概 論 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

心 理 演 習 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ 1

心 理 的 ア セ ス メ ン ト 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ 1

心 理 学 的 支 援 法 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ 1

観 察 実 習 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ 1

学 校 体 験 実 習 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ 1

小 学 校 教 育 実 習 4 4 4 4 2 2 4 2 4 2
主
○

副
○

4

中 学 校 教 育 実 習 4 2 2 2 4
(主)(副)

4＋2
2 4 2 4

主
○

副
○

4 ・教育実習

高 等 学 校 教 育 実 習 2 2

教 育 実 習 研 究 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ ○ 1

教 職 実 践 演 習 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2 ・教職実践演習

ＩＣＴを活用した理数教育
【 備 考 ４ 】

2 2 2 ○ 2

理 数 教 材 開 発 研 究
【 備 考 ４ 】

1 1 1 ○ 1

41 41 39 41 41 44 44 39 39

【備考１】標準履修年次の中の「←　→」は，その期間のいずれかに開講するもので，毎年，前・後期に必ず開講されるものではないことを示している。

【備考２】「道徳教育の理論と実践」及び「特別活動の理論と方法」の履修対象学生を，原則として前期は小学校主免，後期は中学校主免の学生とすることを示している。

【備考３】「教育相談」の履修対象学生を，原則として前期は小学校教育コース，後期は中学校教育コース及び理数教育コース，特別支援教育コースとすることを示している。

【備考４】理数教育コースの学生のみ対象の履修科目を示している。

44

小一種＋中一種 ４年
取 得
上 限
単 位

１年

特別支援教育コース

特支一種＋小一種

39

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導（キャリア教育に関する基礎的な知識を
　含む。）の理論及び方法

41

小学校教育専修 小学校基礎免許

39

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識
　を含む。）の理論及び方法

中学校基礎免許

41

中一種＋小二種

教育・心理・特支ｻﾌﾞｺｰｽ

41

理数教育コース

教科ｻﾌﾞｺｰｽ

中一種＋小二種

中学校教育専修

44

中学校教育コース

卒　業　要　件

小学校教育コース

41 39

小一種＋中二種 小一種＋特支一種科　目　名 単

位

数

特支一種＋中一種

大学が独自設定する科目（小学校，中・高（理科・
数学））

免許法上の科目

コース・単位数

２年

標準履修年次【備考１】

３年
中一種＋他教科二種

教育・心理・特支ｻﾌﾞｺｰｽ
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３．２教科専門科目（小学校科目）

３．２．（１）小学校・教科に関する科目

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 算 数 2 2 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ 2

小 学 校 理 科 Ａ 1 1 1 1 1 1 ○ ○ 1

小 学 校 理 科 Ｂ 1 1 1 1 1 1 ○ ○ 1

小 学 校 音 楽 Ａ 1 1 1 1 1 1 ○ ○ 1

小 学 校 体 育 Ａ 1 1 1 1 1 1 ○ 1

小 学 校 英 語 2 2 4 2 2 2 2 ○ ○ 2

小 学 校 国 語 Ａ 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2

小 学 校 社 会 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2

小 学 校 図 画 工 作 2 4 2 2 2 2 4 2 ○ ○ 2

小 学 校 家 庭 科 2 2 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ 2

小 学 校 生 活 科 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2

小 学 校 国 語 Ｂ 2 2 2 2 2 2 ○ 2

小 学 校 音 楽 Ｂ 1 1 1 1 1 1 ○ ○ ○ ○ 1

小 学 校 体 育 Ｂ 1 1 1 1 1 1 ○ ○ 1

12 4 10 4 12

※下記科目は選択科目であるが，教員として必要な内容が含まれている。それぞれ内容を確認し，各自必要に応じて履修することが望ましい。

　・小学校国語Ｂ＝ コミュニケーション能力，書写分野など，小学校国語Ａの内容をふまえ，より発展的な学習をする。

　・小学校音楽Ｂ＝ 小学校音楽科の教材のピアノ弾き歌いや読譜等の実技実習を行う。鍵盤楽器の未経験者を対象とする。

　・小学校体育Ｂ＝

科　目　名
小学校教育コース

小一種 小二種

10

理数教育コース
単
位
数

412
卒　業　要　件

３年
小一種

12

２年

コース・単位数

小一種

特別支援教育コース

小二種

10

体育の授業において有効と思われる教材や教具の開発を行い，その有効性を検証する実技を中心としたアクティブラーニングによって，
改善・修正の過程を通した実践的指導力の向上を図る授業をする。

免許法上の科目
取得
上限
単位

標準履修年次

中学校教育コース

小・幼の教科に関する専門的事項（図画工作）

小の教科に関する専門的事項（理科）

４年

4

１年

小・幼の教科に関する専門的事項（算数）

小・幼の教科に関する専門的事項（音楽）

小・幼の教科に関する専門的事項（体育）

小の教科に関する専門的事項（英語）

小・幼の教科に関する専門的事項（国語 書写を含む。）

小の教科に関する専門的事項（社会）

小・幼の教科に関する専門的事項（生活）

小の教科に関する専門的事項（家庭）

小の教科に関する専門的事項（国語　書写を含む。）

小・幼の教科に関する専門的事項（音楽）

小・幼の教科に関する専門的事項（体育）

4
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３．２．（２）小学校・教科の指導法

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

国 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2 小・幼（国語）

社 会 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ 2 小（社会）

算 数 科 教 育 法 2 2 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ 2 小・幼（算数）

理 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ 2 小（理科）

生 活 科 教 育 法 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2 小・幼（生活）

音 楽 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2 小・幼（音楽）

図 画 工 作 科 教 育 法 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2 小・幼（図画工作）

家 庭 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ 2 小（家庭）

体 育 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 2 2 ○ 2 小・幼（体育）

英 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2 小（英語）

20 12 20 12 20

小二種

20
卒　業　要　件

20 12 20 12

教
科
の
教
育
法
（

小
）

１
２
単
位

※
音
楽
・
図
画
工
作
・
体
育
の
う
ち
２
科
目
以
上
を

履
修
す
る
こ
と

教
科
の
教
育
法
（

小
）

１
２
単
位

※
音
楽
・
図
画
工
作
・
体
育
の
う
ち
２
科
目
以
上
を

履
修
す
る
こ
と

小一種

小学校・教科の指導法

小一種
１年 ２年 ３年 ４年

取 得
上 限
単 位

免許法上の科目
小一種 小二種

小学校教育コース
科　目　名

コース・単位数 標準履修年次

単

位

数

中学校教育コース 理数教育コース 特別支援教育コース
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３．３　幼稚園教諭免許関係科目

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

幼 稚 園 の 教 育 課 程 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

幼 児 の 指 導 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

保 育 内 容 （ 健 康 ） 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ ○ 2

保 育 内容 （人 間関 係） 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

保 育 内 容 （ 環 境 ） 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

保 育 内 容 （ こ と ば ） 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

保 育 内 容 （ 音 楽 ） 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ ○ ○ 2

保 育 内容（ 造 形表 現） 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ ○ ○ 2

幼 児 理 解 と 教 育 相 談 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ 2

幼 稚 園 教 育 実 習 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ ○ 1 ・教育実習

【備考１】標準履修年次の中の「←　→」は，その期間のいずれかに開講するもので，毎年，前・後期に必ず開講されるものではないことを示している。

科　目　名

コース・単位数

教科ｻﾌﾞｺｰｽ 教育・心理・特支ｻﾌﾞｺｰｽ 教育・心理・特支ｻﾌﾞｺｰｽ 小学校教育専修

標準履修年次【備考１】

取 得
上 限
単 位

免許法上の科目単

位

数

小学校教育コース 中学校教育コース 理数教育コース 特別支援教育コース

１年 ２年 ４年小一種＋中二種 小一種＋特支一種
中一種＋小二種 中一種＋他教科二種

小一種＋中一種 中一種＋小二種 特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

・幼児理解の理論及び方法
・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識
　を含む。）の理論及び方法

中学校教育専修 小学校基礎免許 中学校基礎免許

←　　　○　　　→
・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・
　マネジメントを含む。）（幼）

・保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含
　む。）

←　　　○　　　→

←　　　○　　　→

３年
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３．４　小学校教育コースあるいは中学校教育コースの開講科目

（１）国語サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

日 本 語 学 概 論 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 語 学 概 論 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

日 本 語 学 講 義 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 語 学 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

日 本 語 学 講 義 Ｃ 2 2 2 2 ○ ○

日 本 語 学 講 義 Ｄ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 語 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2 ○ ○

日 本 語 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 史 Ａ 2 2 2 ○ ○ ○

国 文 学 史 Ｂ 2 2 2 ○ ○

国 文 学 史 Ｃ 2 2 2 ○ ○ ○

国 文 学 講 義 Ａ 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 実 地 研 究 2 2 2 2 ○ ○ ○

漢 文 学 概 論 2 2 2 ○ ○ ○

漢 文 学 講 義 2 2 2 ○ ○

論 語 講 読 2 2 2 2 ○

漢 字 の 文 化 誌 2 2 2 2 ○ ○

漢 文 学 特 別 演 習 2 2 2 2 ○ ○

漢 文 学 実 地 研 究 2 2 2 2 ○ ○

国 語 科 特 別 演 習 2 2 2 ○

国 語 科 教 育 実 践 特 別 演 習 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 語 学 特 殊 講 義 2 2 2 2 ○ ○

国 文 学 特 殊 講 義 2 2 2 2 ○ ○ ○

漢 文 学 特 殊 講 義 2 2 2 2 ○ ○

書 法 基 礎 2 2 2 2 ○ ○

10 4 18 12 16 8

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 国 語 Ａ 2 2 2 2 ○ ○

小 学 校 国 語 Ｂ 2 2 2 2 ○

国 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ ○ 教科の指導法（小学校）

国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

4 8 8

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

２年 ３年

標準履修年次

中学校教育
コース

4

2

４年１年

４年

30

科　　目　　名

コース・単位数

単

位

数

小学校教育
コース

14

特別支援
教育コース

2

2

教科の指導法（中学校）

教
科
専
門
科
目

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

単

位

数

卒　業　要　件

科　　目　　名

24
卒　業　要　件

備　　考

中学校教育
コース

備　　考
特別支援
教育コース

コース・単位数 標準履修年次

３年
小学校教育
コース

２年１年
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（２）社会サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

日 本 史 概 論 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 史 概 論 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○

日 本 史 史 料 講 読 Ａ 2 2 2 2

日 本 史 史 料 講 読 Ｂ 2 2 2 2

日 本 史 史 料 講 読 Ｃ 2 2 2 2

日 本 史 史 料 講 読 Ｄ 2 2 2 2

日 本 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2

日 本 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2

日 本 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2

日 本 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2

日 本 史 特 別 研 究 Ⅰ 2 2 2 2

日 本 史 特 別 研 究 Ⅱ 2 2 2 2

日 本 近 現 代 史 2 2 2 2 ○ ○ ○

考 古 学 概 論 2 2 2 2 ○ ○ ○

考 古 学 特 殊 講 義 2 2 2 2 ○ ○

考 古 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2 ○ ○

考 古 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2 ○

考 古 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2 ○ ○

考 古 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2 ○

考 古 学 実 習 Ａ 1 1 1 1

考 古 学 実 習 Ｂ 1 1 1 1

考 古 学 実 習 Ｃ 1 1 1 1

考 古 学 実 習 Ｄ 1 1 1 1

西 洋 史 概 論 2 2 2 2 ○ ○ ○

西 洋 史 外 書 講 読 Ａ 2 2 2 2

西 洋 史 外 書 講 読 Ｂ 2 2 2 2

西 洋 史 外 書 講 読 Ｃ 2 2 2 2

西 洋 史 外 書 講 読 Ｄ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅰ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅱ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅲ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅳ 2 2 2 2

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅴ 2 2 2 2

東 洋 史 概 論 2 2 2 2 前期又は後期に毎年開講

人 文 地 理 学 概 論 Ａ 2 *2 2 2 ○ ○ ○ *どちらか１科目選択必修

人 文 地 理 学 概 論 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○

人 文 地 理 学 特 別 演 習 Ａ Ⅰ 2 2 2 2

人 文 地 理 学 特 別 演 習 Ａ Ⅱ 2 2 2 2

人 文 地 理 学 特 別 演 習 Ａ Ⅲ 2 2 2 2

人 文 地 理 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅰ 2 2 2 2

人 文 地 理 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅱ 2 2 2 2

人 文 地 理 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅲ 2 2 2 2

地 理 学 実 習 Ａ Ⅰ 1 1 1 1

地 理 学 実 習 Ａ Ⅱ 1 1 1 1

地 理 学 実 習 Ａ Ⅲ 1 1 1 1

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅰ 1 1 1 1

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅱ 1 1 1 1

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅲ 1 1 1 1

自 然 地 理 学 概 論 Ａ 2 *2 2 2 ○ ○ ○ *どちらか１科目選択必修

自 然 地 理 学 概 論 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

地 誌 学 2 2 2 2 ○ ○ ○

法 学 概 論 2 **2 2 2 ○ ○ ○ **どちらか１科目選択必修

人 権 と 教 育 2 2 2 2 ○ ○ ○

法 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2

法 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2

法 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2

法 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2

法 学 特 別 演 習 Ｅ 2 2 2 2

法 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 2 ○ ○

法 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○

←○→

←○→

←○→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　○　→

←　○　→

←　○　→

←　○　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　○　→

←　○　→

←　○　→

←　○　→

←　○　→

備　　考

コース・単位数 標準履修年次

単

位

数

←　　○　　→

←　　○　　→

科　　目　　名

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

小学校教育
コース

特別支援
教育コース

４年２年

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

３年
中学校教育
コース

１年

←○→

←○→

←○→
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区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

備　　考

コース・単位数 標準履修年次

単

位

数

科　　目　　名
小学校教育
コース

特別支援
教育コース

４年２年 ３年
中学校教育
コース

１年

国 際 政 治 学 2 2 2 2 ○ ○ ○

現 代 政 治 と 公 民 教 育 2 **2 2 2 ○ ○ **どちらか１科目選択必修

社 会 学 概 論 2 ***2 2 2 ○ ○ ○ ***どちらか１科目選択必修

社 会 学 特 殊 講 義 2 2 2 2 ○ ○

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅰ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅱ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅲ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅳ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅴ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅰ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅱ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅲ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅳ 2 2 2 2

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅴ 2 2 2 2

経 済 学 概 論 2 ***2 2 2 ○ ○ ○ ***どちらか１科目選択必修

国 際 経 済 論 2 2 2 2 ○ ○ ○

労 働 問 題 2 2 2 2 ○ ○

哲 学 概 論 2 ****2 2 2 ○ ○ ○ 倫理学概論と隔年開講  ****どちらか１科目選択必修

哲 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

哲 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

倫 理 学 概 論 2 ****2 2 2 ○ ○ ○ 哲学概論と隔年開講  ****どちらか１科目選択必修

倫 理 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

倫 理 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○

倫 理 思 想 史 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

倫 理 思 想 史 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

倫 理 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2

倫 理 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2

倫 理 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2

倫 理 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅰ 2 2 2 2

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅱ 2 2 2 2

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅲ 2 2 2 2

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅳ 2 2 2 2

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅴ 2 2 2 2

宗 教 学 2 2 2 2 ○ ○

社 会 科 教 育 学 概 論 Ａ （地 理歴 史） 2 2 2 *****2 ○ ○ ○ *****どちらか１科目選択必修

社会科教育学特殊講義Ａ（地理歴史）Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

社会科教育学特殊講義Ａ（地理歴史）Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

社会科教育学特別演習Ａ（地理歴史）Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ａ（地理歴史）Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ａ（地理歴史）Ⅲ 2 2 2 2 ○ ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ａ（地理歴史）Ⅳ 2 2 2 2 ○ ○ ２年に一度開講

社 会 科 教 育 学 概 論 Ｂ （ 公 民 ） 2 2 2 *****2 ○ ○ ○ *****どちらか１科目選択必修

社会科教育学特殊講義Ｂ（公民）Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

社会科教育学特殊講義Ｂ（公民）Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）Ⅲ 2 2 2 2 ○ ○ ○ ２年に一度開講

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）Ⅳ 2 2 2 2 ○ ○ ２年に一度開講

14 26 4 24

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 社 会 2 2 2 2 ○ ○

社 会 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ 教科の指導法（小学校）

社 会 科 教 材 研 究 法 2 2 2 2 ○ ○

社 会 科 学 習 内 容 構 築 論 2 2 2 2 ○

中 等 社 会 科 教 育 法 Ａ

（ 社 会 ・ 地 歴 ）

中 等 社 会 科 教 育 法 Ｂ

（ 社 会 ・ 公 民 ）

地 理 歴 史 科 教 育 法 2 2 2 2 ○ ○ ○ 教科の指導法（高校：地歴）

公 民 科 教 育 法 2 2 2 2 ○ ○ 教科の指導法（高校：公民）

4 8 8

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

科　　目　　名 備　　考

コース・単位数

30 24

標準履修年次

教
科
専
門
科
目

2

22

2

2

中学校教育
コース

卒　業　要　件
14

2

１年

2

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

２年 ３年
特別支援
教育コース

小学校教育
コース

単

位

数

○○2

○

備考　標準履修年次の中の「←　→」 は，その期間のいずれかに開講するもので，毎年，前・後期に必ず開講されるものではないことを示している。

教科の指導法（中学校）

卒　業　要　件

○

４年

○
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（３）技術サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

木 材 概 論 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

木 材 概 論 Ⅱ 2 2 2 2

製 図 演 習 1 1 1 1 ○ ○ ○

機 械 材 料 学 2 2 2 2 ○ ○

金 属 加 工 実 習 1 1 1 1

機 械 工 学 概 論 2 2 2 2

機 械 工 学 実 験 1 1 1 1

電 気 電 子 工 学 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

電 気 電 子 工 学 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

栽 培 理 論 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

栽 培 理 論 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

作 物 生 産 論 2 2 2 2

栽 培 学 実 験 1 1 1 1

情 報 工 学 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

情 報 工 学 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 2 2 2 2 ○ ○

ネ ッ ト ワ ー ク 演 習 2 2 2 2 ○ ○

情 報 社 会 と 倫 理 2 2 2 2 ○ ○

技 術 史 2 2 2 2

15 25 5 19 5

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

技 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

技 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

技 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

技 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

2 8 8

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

備　　考

←　　○　　→

３年

←　　○　　→

←　　　○　　　→

←　　○　　→

コース・単位数

中学校教育
コース

２年

←　　○　　→

←　　　○　　　→

単

位

数

教
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

小学校教育
コース

標準履修年次

科　　目　　名

24

単

位

数

科　　目　　名
特別支援
教育コース

小学校教育
コース

←　　○　　→

備考　標準履修年次の中の「←　→」は，その期間のいずれかに開講するもので，毎年，前・後期に必ず開講されるものではないことを示している。

４年２年

教科の指導法（中学校）

４年

卒　業　要　件

１年

特別支援
教育コース

教
科
専
門
科
目

備　　考

コース・単位数

３年

卒　業　要　件

１年

標準履修年次

30

中学校教育
コース

15
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（４）家庭サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

生 活 経 営 学 2 2 2 2 ○ ○ ○

被 服 学 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

被 服 学 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○ ○

被 服 学 Ⅲ 2 2 2 2 ○ ○ ○

被 服 学 Ⅳ 2 2 2 2 ○ ○

被 服 学 実 験 実 習 Ⅰ 1 ○ ○ ○

被 服 学 実 験 実 習 Ⅱ 1 ○ ○

被 服 学 実 験 実 習 Ⅲ 1 ○ ○ ○

食 物 学 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

食 物 学 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

食 物 学 Ⅲ 2 2 2 2 ○ ○

食 物 学 Ⅳ 2 2 2 2 ○ ○

食 物 学 実 験 実 習 Ⅰ 1 1 1 ○ ○ ○

食 物 学 実 験 実 習 Ⅱ 1 1 1 ○ ○ ○

食 生 活 学 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○

食 生 活 学 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

住 居 学 2 2 2 2 ○ ○

保 育 学 2 2 2 2 ○ ○ ○

生 活 工 学 2 2 2 2 ○ ○

家 政 学 特 講 Ⅰ 2 2 2 2 ○

家 政 学 特 講 Ⅱ 2 2 2 2 ○

12 2 17 13 14 10

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 家 庭 科 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

家 庭 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ 教科の指導法（小学校）

家 庭 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

家 庭 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

家 庭 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○ ○

家 庭 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

4 8 8

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

備　　考

特別支援
教育コース

３年

24

３年 ４年

１年 ２年 ４年

2 22

科　　目　　名

科　　目　　名 １年

14 30

1

中学校教育
コース

中学校教育
コース

単

位

数

卒　業　要　件

標準履修年次

小学校教育
コース

1

コース・単位数

小学校教育
コース

1

標準履修年次

特別支援
教育コース

1

コース・単位数

教
科
専
門
科
目

備　　考

卒　業　要　件

教
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

２年

1

教科の指導法（中学校）

単

位

数
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（５）英語サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

英 語 学 の 世 界 2 2 2 2 ○

英 語 の 文 法 2 2 2 2
中
○

小
○

履修時期はコースごとに異なる。

英 語 学 特 別 演 習 2 2 2 2 ○

英 語 学 特 別 講 義 Ａ 2 2 2 2

英 語 学 特 別 講 義 Ｂ 2 2 2 2

英 語 文 学 概 論 2 2 2 2 ○

英 語 文 学 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 2 2 ○

英 語 文 学 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 2 2 ○

英 語 文 学 特 別 講 義 Ａ 2 2 2 2

英 語 文 学 特 別 講 義 Ｂ 2 2 2 2

英 語 音 声 学 講 義 2 2 2 2 ○

英 語 音 声 学 特 別 演 習 2 2 2 2 ○

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｓ ) Ⅰ 2 2 2 2 ○

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｓ ) Ⅱ 2 2 2 2 ○

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｗ ) Ⅰ 2 2 2 2
中
○

小
○

履修時期はコースごとに異なる。

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｗ ) Ⅱ 2 2 2 2
中
○

小
○

履修時期はコースごとに異なる。

英 語 表 現 特 別 研 究 Ａ 2 2 2 ○

英 語 表 現 特 別 研 究 Ｂ 2 2 2 ○

英 語 表 現 特 別 研 究 Ｃ 2 2 2 ○

異 文 化 理 解 2 2 2 2 ○

英 語 イ ン タ ー ン シ ッ プ
プ ロ グ ラ ム Ａ

2 2 2 2

英 語 イ ン タ ー ン シ ッ プ
プ ロ グ ラ ム Ｂ

2 2 2 2

英 語 科 教 育 法 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 2 2 ○

英 語 科 教 育 法 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 2 ○

英 語 科 教 育 法 特 別 講 義 Ａ 2 2 2

英 語 科 教 育 法 特 別 講 義 Ｂ 2 2 2

8 6 26 4 14 10

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 英 語 2 2 2 2 ○ ○

英 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ ○ 教科の指導法（小学校）

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

6 8 8

備考　１　中学校教育コースの学生は卒業研究のため，英語表現特別研究のＡ・Ｂを履修すること。

　　　　　Ｃは選択履修することが望ましい。

　２　英語表現特別演習(Ｗ)は，必ずⅠ・Ⅱの順序で履修すること。

　３　英語表現特別演習(Ｓ)Ⅰ・Ⅱの履修順序の指定はありません。

　４　英語科教育法は，Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの順序で履修すること。

　５　標準履修年次の中の「←　→」は，その期間に開講することを示している。

　６　英語インターンシッププログラムＡ・Ｂは，留学生の履修希望があった場合に開講する。

　　　開講する場合，日本人学生の履修希望者には面接を実施する。その結果，履修できないこともある。

　７　英語科教育法特別演習Ⅰ・Ⅱ及び英語科教育法特別講義Ａ・Ｂは，免許取得に必要とされる「教科専門科目（教科に関する専門的事項）」の科目（20単位）

　　　には属さないので履修には留意されたい。（169ページ参照）

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

３年

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

←　　○　　→

中学校教育
コース

※備考７を参照

教
科
専
門
科
目

４年

標準履修年次

単

位

数

24

特別支援
教育コース

コース・単位数

２年

←　　○　　→

１年

科　　目　　名 備　　考

科　　目　　名 備　　考

卒　業　要　件
14 30

小学校教育
コース

コース・単位数

小学校教育
コース

中学校教育
コース

単

位

数

１年

標準履修年次

２年

教科の指導法（中学校）

３年 ４年
特別支援
教育コース

卒　業　要　件

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

←　　○　　→
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（６）音楽サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ａ Ⅰ 1 ○

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ｂ Ⅰ 1 ○

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ａ Ⅱ 1 ○

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ｂ Ⅱ 1 ○

声 楽 Ⅰ 1 1 1 1 ○ ○
小学校コースは2年前期，中学校コースは1
年前期で履修。

声 楽 Ⅱ 1 1 1 1 ○

声 楽 Ⅲ 1 1 1 1 ○

声 楽 Ⅳ 1 1 1 1 ○

合 唱 1 1 1 1 ○ ○ ○

器 楽 Ａ Ⅰ 1 1 1 1 ○ ○
小学校コースは2年前期，中学校コースは1
年前期で履修

器 楽 Ａ Ⅱ 1 1 1 1 ○

器 楽 Ａ Ⅲ 1 1 1 1 ○

器 楽 Ａ Ⅳ 1 1 1 1 ○

器 楽 Ｂ Ⅰ 1 1 1 1 ○ ○
小学校コースは2年前期，中学校コースは1
年前期から履修可

器 楽 Ｂ Ⅱ 1 1 1 1 ○

器 楽 Ｂ Ⅲ 1 1 1 1 ○

器 楽 Ｂ Ⅳ 1 1 1 1 ○

伴 奏 法 1 1 1 1 ○ ○ ○
原則として器楽ＡⅠを履修済みの学生を対
象とする

合 奏 Ａ 1 1 1 1 ○

合 奏 Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ○

器 楽 Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○

器 楽 Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

指 揮 法 1 1 1 1 ○ ○ ○

音 楽 理 論 Ⅰ 2 2 2 2
中
○

小
○

小学校コースは1年後期，中学校コースは1
年前期で履修

音 楽 理 論 Ⅱ 2 2 2 2
中
○

小
○

小学校コースは２年後期，中学校コースは
１年後期で履修

作 曲 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○

作 曲 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

音 楽 史 Ａ 2 2 2 2 ○ ○ ○

音 楽 史 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○

声 楽 演 習 Ⅰ 1 1 1 ○

声 楽 演 習 Ⅱ 1 1 1 ○

声 楽 演 習 Ⅲ 1 1 1 ○

声 楽 演 習 Ⅳ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ａ Ⅰ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ａ Ⅱ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ａ Ⅲ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ａ Ⅳ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ｂ Ⅰ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ｂ Ⅱ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ｂ Ⅲ 1 1 1 ○

器 楽 演 習 Ｂ Ⅳ 1 1 1 ○

作 曲 演 習 Ⅰ 1 1 1 ○

作 曲 演 習 Ⅱ 1 1 1 ○

作 曲 演 習 Ⅲ 1 1 1 ○

作 曲 演 習 Ⅳ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅰ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅱ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅲ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅳ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅰ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅱ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅲ 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅳ 1 1 1 ○

14 21 9 13 11

備考　個人指導の科目は，所属学生及び免許取得希望学生以外の選択を認めない。

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 音 楽 Ａ 1 1 1 1 ○ ○

小 学 校 音 楽 Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ○

音 楽 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 ○ ○ 教科の指導法（小学校）

音 楽 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

音 楽 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

音 楽 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

音 楽 科 教 育 法 演 習 Ａ 1 1 1 1 ○

音 楽 科 教 育 法 演 習 Ｂ 1 1 1 1 ○

保 育 内 容 （ 音 楽 ） 2 2 2 2 ○ ○ ○

5 8 8

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。
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卒　業　要　件
14

コース・単位数

24

科　　目　　名 単

位

数

４年
中学校教育
コース

卒　業　要　件

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

教
科
専
門
科
目

小学校教育
コース

1*
*原則としてＡは中学校，Ｂは小学校・特支
コースを対象とする。

３年

備　　考

教科の指導法（中学校）

標準履修年次

特別支援
教育コース

*原則としてＡは中学校，Ｂは小学校・特支
コースを対象とする。

30

３年

１年

４年

備　　考
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（７）美術サブコース

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

絵 画 基 礎 2 2 2 2 ※○ ○ ○ ○
※小学校教育コースの学生は，１年
前期には受講不可

彫 刻 基 礎 2 2 2 2 ○ ○ ○

デ ザ イ ン 基 礎 Ａ 2 2 2 2 ※○ ○ ○ ○
※小学校教育コースの学生は，１年
前期には受講不可

工 芸 基 礎 2 2 2 2 ○ ○ ○

美 術 史 入 門 2 2 2 2 ※○ ○ ○ ○
※小学校教育コースの学生は，１年
前期には受講不可

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ａ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｅ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｆ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ａ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｅ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｆ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

デ ザ イ ン 基 礎 Ｂ 2 2 2 2 ○ ○ ○

造 形 特 別 演 習 （ デ ザ イ ン ） Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ デ ザ イ ン ） Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ デ ザ イ ン ） Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ デ ザ イ ン ） Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ａ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｅ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｆ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 特 別 演 習 （ 視 覚 文 化 ） Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ａ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｅ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｆ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

４年２年

コース・単位数

特別支援
教育コース

標準履修年次

１年
単
位
数

小学校教育
コース

科　　目　　名 ３年 備　　考
中学校教育
コース

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目
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区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

４年２年

コース・単位数

特別支援
教育コース

標準履修年次

１年
単
位
数

小学校教育
コース

科　　目　　名 ３年 備　　考
中学校教育
コース

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ａ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｂ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｃ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｄ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｅ 1 1 1 1 ○ ○ ○ ３年に一度開講

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｆ 1 1 1 1 ○ ○ ３年に一度開講

美 術 史 Ⅰ 2 2 2 2 ○ ○ ○

美 術 史 Ⅱ 2 2 2 2 ○ ○

美 術 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

美 術 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

美 術 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

美 術 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

色 彩 論 特 別 演 習 2 2 2 2 ○ ○

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ａ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｂ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｃ 2 2 2 2 *○ *○ *は隔年開講

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｄ 2 2 2 2 *○ *は隔年開講

10 4 10 20 10 14

区分

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前 後 前 後 前 後 前 後

小 学 校 図 画 工 作 2 2 2 2 ○ ○

図 画 工 作 科 教 育 法 2 2 2 2 ○ ○ 教科の指導法（小学校）

美 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 2 ○

美 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 2 ○

美 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 2 ○

美 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 2 ○

保 育 内 容 （ 造 形 表 現 ） 2 2 2 2 ○ ○ ○

4 8 8

※免許については，「４．副免及びその他の教員免許の取り方について」以降のページから必ず確認すること。

14 24
卒　業　要　件

特別支援
教育コース

２年
小学校教育
コース

科　　目　　名 備　　考
中学校教育
コース

教
科
専
門
科
目

４年

コース・単位数

３年１年

教科の指導法（中学校）

卒　業　要　件

教
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

30

単
位
数

標準履修年次
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（８）保健体育サブコース
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